
 

 

千歳恵庭圏都市計画 

「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」と 

「区域区分（市街化区域と市街化調整区域の区分）」の素案 

パブリックコメント（市民意見公募）閲覧用資料 

 

 

 

 

意見募集期間 
平成２２年６月１５日（火）～平成２２年７月１４日（水） 

※郵送の場合は、当日消印有効 

応募資格 千歳市内に在住、在勤または在学の方 

 

意見の提出方法 
○ 「意見書」用紙に住所・氏名（法人の場合は、その名称・

事務所所在地等の連絡先）・電話番号・ご意見等を漏れなく

記載してください。 

○ 郵便、ファクシミリ、電子メール、意見箱への書面の投函

のいずれかによります。 

○ 記載事項漏れや電話・口答でのご意見は、提出意見として

取り扱わない場合があります。 

 

意見の提出先・問合せ 
〒０６６－８６８６ 

千歳市東雲町２丁目３４番地 

千歳市企画部まちづくり推進課都市計画係 

電話：０１２３－２４－３１３１（内線３０１） 

Fax ：０１２３－２２－８８５４ 

E-mail：machi@city.chitose.hokkaido.jp 

 



  

 

【意見募集の趣旨】 

 

千歳市と恵庭市で構成される千歳恵庭圏の広域都市計画につい

て、都市計画の総合的な方針である「都市計画区域の整備、開発

及び保全の方針」と市街化区域と市街化調整区域を定める「区域

区分」が平成２３年３月を目途に北海道において見直しが予定さ

れております。 

 

この見直しに際しまして、都市の状況に精通している各市が素

案を作成し、北海道に対して案を申し出ることとされていること

から、当市で作成した素案に対する意見募集を行うものです。 

 

 

 

 皆さまのご意見をお寄せください。 



  

 

 

 

 

千 歳 恵 庭 圏 都 市 計 画 

 

「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」と 

 

「区域区分」の見直しに係る 

 

 

千 歳 市 の 方 針 素 案 
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「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」（以下「整・開・保の方針」とします。）は、都市

計画法（第６条の２）に基づき北海道が定める都市計画であり、総合的な方針として次の事項

を定めます。 

 

 

         

         ・都市づくりの目標（基本的な考え方）を定めます 

 

 

         

・おおむね１０年先（目標年）の人口や産業の規模、市街化区域の規模など

を定めます。 

 

 

 

・土地利用、都市施設（交通施設、下水道及び河川、その他施設）の整備や

市街地開発事業に関する主要な計画などを定めます。 

 

 

 

 

 

・ 「区域区分」とは、都市計画法（第７条）に規 

定されているもので、都市計画区域内において無 

秩序な市街化を防止し、健全で秩序ある発展を図 

るために、市街化（住宅を建てられる土地を増や 

すこと）を促進していく「市街化区域」と市街化 

を抑制する「市街化調整区域」に分ける制度のこ 

とです。 

 

・ 現在、千歳市の都市計画区域（約 27,570ha） 

のうち、市街化区域は 3,176ha、市街化調整区域 

は 24,394ha となっています。 

 

 

 

整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

Ⅰ．都市計画の目標 

Ⅱ．区域区分の方針 

Ⅲ．主要な都市計画の決定の方針 

１．「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」とは 

２．「区域区分」とは 

都市計画区域

27,570 ha 

市街化調整区域 

24,394 ha 

市街化区域 

3,176 ha 
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～ なぜ「整・開・保の方針」の見直しを行うのか？ ～ 

・ 北海道では平成１６年に千歳恵庭圏（千歳市と恵庭市で構成される広域都市計画区域）の

「整・開・保の方針」を策定しましたが、平成２２年を目標年次としており、現在、人口減

少や少子高齢化、産業構造の転換など社会経済情勢の変化に対応する必要性があることから

平成３２年の千歳恵庭圏のまちの姿を想定して見直しを行うこととしています。 

  見直しは北海道が行う都市の現況調査（都市計画基礎調査：都市計画法第６条）や北海道

のまちづくりの方針等を踏まえて行います。 

    

<区域区分見直しの状況>         

 ～なぜ「区域区分」の見直しを行うのか？～ 

  ・ 「整・開・保の方針」の見直しの中で、

平成３２年の人口や産業の見通し、それ

らが適切に収容できるおおむねの市街化

区域の規模を想定することから、「区域区

分」の見直しも、これと同時に行う必要

があります。 

                       ・ 「区域区分」の見直しは、これまで５回

行われ、千歳市では 1,658ha の市街化区域

の拡大を行い、今回が第６回目の見直しと

なります。 

 

～どのように見直しを行うのか？～ 

・ 千歳市では、都市計画法や北海道の見直しの考え方等を基本とし、都市の現況、人口・産業

の見通し等を想定し、必要に応じて見直しを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市街化調整区域 
24,394 ha 

３．「整備、開発及び保全の方針」と「区域区分」の見直しとは 

区 域 区 分 見 直 し の イ メ ー ジ 

市街化区域 
3,176 ha 

 【 現 状 】 【 見直し 】 【 見直し後 】

都市計画区域 
27,570 ha 

市街化調整区域 

市街化区域 

必 要 に 
応じ拡大 

市街化区域の 
拡大の必要性 
を検討 

将来人口 
未利用地の状況 
産業の状況 

都市計画区域 
27,570 ha 

    必要あり 

必
要
な
し 

市 街 化 区 域 は
拡大しない 

凡   例 

当初決定の市街化区域：1,518ha 

      拡大した市街化区域 ：1,658ha 
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 千歳市における「整・開・保の方針」と「区域区分」の見直しは、現況や将来の見通しなどを

踏まえて市街化区域の拡大の必要性について検討を行いました。 

 

□■ 千 歳 市 の 住 宅 地  ■□・・住宅地の拡大の必要性はないものと考えています。 

 

○ 「整・開・保の方針」と「区域区分」 

 の見直しに係る計画人口は、現在策定を 

進めている（仮称）千歳市第６期総合計 

画において設定される計画人口を採用す 

ることとし、平成 32 年人口は 95,000 人 

とします 

 

○ 平成 32 年における計画人口 95,000 人 

のうち市街化区域内に居住する人口は 

87,000 人と推計され、基準年である平成 

17 年国勢調査時の 81,793 人と比べ 5,207 

人の増加が見込まれます。 

 

○ 現市街化区域内には未利用住宅地が 168ha 存在し、平成 32 年までに利用住宅地へ転換され

る土地は 62ha と推計され、この転換される用地 62ha に 5,207 人を収容した場合の人口密度は

84.0 人/ha となることから現市街化区域内に収容が可能となります。 

  よって、今回の見直しにおいては住宅地の拡大の必要性はないものと考えます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．見直しの考え方 

※都市計画運用指針、区域区分事務要領 

  住宅用地の人口密度については、土地の高度利用を図るべき区域にあっては、１ha

当たり 100 人以上、その他の区域にあっては１ha 当たり 80 人以上を目標とし、土地利

用密度の低い地域であっても１ha 当たり 60 人以上とすることを基本とする。 

＜千歳市における人口推移＞

91,437
94,098 95,265 95,632

88,897

73,610

78,946

84,866

4,031

5,336 5,920

367

1,167

2,661
2,540
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※ S60～H17 国勢調査 
  H22～H32 千歳市独自推計 
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□■ 千 歳 市 の 工 業 地  ■□・・経済状況の変化への対応が可能となるよう一定の

フレームの確保が必要と考えます。 

○ 千歳市の工業出荷額は平成 12 年までは大幅に増加しています。平成 17 年には一度減少しま

したが近年回復の傾向にあり今後は微増していくと推計されます。 

  

○ 平成 32 年における工業用地の必要規模は、業種別工業出荷額データを基に算出すると

119.0ha 不足すると推計されます。 

 

○ 現状においては現市街化区域内に 

約 180ha の工業用地の未利用地が存 

在することから、これらの既存スト 

ックを活用することを基本としなが 

らも経済状況等の変化に対応が可能 

となるよう推計に基づき、空港や新 

たに設置される空港インターチェン 

ジ周辺の利便性の高い特定の地域に 

ついては工業フレームの確保が必要 

であると考えています。 

 

 

 

 

 

 

□■ 千 歳 市 の 商 業 地  ■□・・商業地の拡大の必要性はないものと考えています。 

○ 千歳市の卸小売販売額は平成 9 年 

までは大幅に増加していましたが近 

年の実績はほぼ横ばいに推移してい 

ます。 

 また、卸小売販売額の推移は近年 

の実績同様ほぼ横ばいに推移すると 

推計されます。 

 

○ 今回の見直しにおいては、コンパ 

クトなまちづくりの観点などから、 

大規模集客施設の立地を目的とする 

商業地の拡大は必要ないものと考え 

ます。 

※工業系のフレームを確保した場合においても、工業地の拡大にあたっては位置や規模が

妥当であり、開発の確実性があることが条件となります。 

卸小売販売額（億円）

1,9831,9371,8841,821
1,727
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※ S60～H12 は H17 を基準とした物価指数での修正を行っています。 

※ S60～H12 は H17 を基準とした物価指数での修正を行っています。

5



  

 

 

見直しについては、４．の「見直しの考え方」や現況調査（都市計画法第６条に基づく都市計

画基礎調査）のほか北海道のまちづくりの方針（コンパクトなまちづくりに向けた基本方針）等

を踏まえて、次のような方針素案といたしました。 

 

ａ．整・開・保の方針 

 

 

 

 

        

        

     ・目標年次 

  将来の姿を展望しつつ、土地利用、都市施設等の決定方針を平成 32 年の姿として

策定する。 

 

・基本理念 

まちづくりにおいては、「都市化社会」から、安定・成熟した「都市型社会」の時

代を迎えており、少子高齢・人口減少社会の到来、産業構造の転換などの社会経済情

勢の変化に対応し、構成市における以下の基本目標を踏まえつつ、安全で快適な都市

生活を持続可能とするコンパクトなまちづくり、さらには地球環境時代に対応した低

炭素型都市構造への転換に向けた都市づくりを進める。 

 
＊ 千歳市 ＊ 

      千歳市は、安定した地域農業の確立、交通の利便性を活かした物流施設や北海道の

農産物を活かした食品加工産業などの誘致の推進、支笏洞爺国立公園を主とする豊か

な大自然を背景とした観光産業の振興、新千歳空港等交通体系の整備充実が着実に進

められており、水と緑豊かな生活環境のもと、文化的で人間味あふれる国際都市の形

成を目指す。 

また、近年の少子高齢化の進行と人口減少社会の到来、社会経済のグローバル化と

逼迫する地方財政、環境問題の深刻化による消費型社会から循環型社会への転換など、

地方自治体を取り巻く環境は大きな変革期を迎えているなか、市民協働による自主自

立の自治体運営と地域社会の持続的な発展を目指し、長期的な視野に立ったまちづく

りの指針を示す新たな総合計画（平成２３年度～平成３２年度）との整合を図りなが

ら、まちづくりを推進する。 

 

 

 

 

５．見直し方針素案の概要（千歳市関係分） 

整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

Ⅰ．都市計画の目標 
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（１）おおむねの人口 

将来におけるおおむねの人口を次のとおり想定する。 

 

 

 

 

 

（２）産業の規模 

将来における産業の規模を次のとおり想定する。 

          年次 

区分 

平成 17 年 

（基準年） 

平成 32 年 

（目標年） 

工業出荷額 2,045 億円 2,721 億円 千歳市の 

生産規模 
卸小売販売額 1,821 億円 1,983 億円 

 

 

 

      １．土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 

（４）市街地において特に配慮すべき問題点等を有する市街地の土地利用の方針 

② 用途転換、用途純化又は用途の複合化に関する方針 

・一定規模の未利用地について、周辺住民のニーズ等を踏まえた生活利便施設の立

地など、用途転換や用途の複合化を図る場合には、地区計画等を活用し計画的な

土地利用の誘導に努める。 

 

（５）市街化調整区域の土地利用の方針 
 ④ 秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

・新千歳空港周辺や新たに整備予定の空港インターチェンジ周辺について、既存市

街地の工業系未利用地の活用を基本としながらも、交通利便性や産業振興等の観

点から都市的土地利用の可能性について検討を行う。 

・市街化区域等の都市的土地利用が行われている区域に囲まれた市街化調整区域の

うち、無秩序な土地利用や街区の環境が形成されるおそれがあり、隣接する市街

化区域の環境の保全等が必要な区域については、必要に応じて農林業との調整を

図った上で、地区計画等を定めることにより、都市的土地利用の整序を図る。 

 

２．都市施設の整備に関する主要な都市計画の方針 

（１）交通施設 

交通体系の整備の方針 

       年次

区分 

平成 17 年 

（基準年） 

平成 32 年 

（目標年） 

千歳市の 

都市計画区域内人口

91 千人 

（91,201 人） 

おおむね 95 千人 

（94,800 人） 

千歳市の 

市街化区域内人口 

82 千人 

（81,793 人） 

おおむね 87 千人 

（87,000 人） 

Ⅱ．区域区分の方針 

Ⅲ．主要な都市計画の決定の方針（主な変更点等） 

整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

7



  

・人口減少などの社会情勢の変化に対応した、将来の都市像に沿った交通体系とな

っているかについて、長期未着手の都市計画道路の見直しを含めた検討を進める。

また、社会情勢の変化とともに、都市交通のニーズが高度化、多様化しているこ

とから、交通量に基づく施設整備の考え方と、情報技術などを活用し、既存の交

通施設を有効利用する考え方を連動させた総合的な視点で、交通施設整備を検討

する。 

ａ 道 路 

・千歳バイパス、９線通延伸、泉沢新アクセス道路の削除。 

・主要幹線道路等の道路網形成については、これらに連絡する既存の道路の活用

を基本としていることから、交通需要や都市交通のニーズなどを勘案し必要に

応じて新たな道路整備や改良などの検討を行う。 

・鉄道の踏切部で発生する交通混雑解消に向けた検討を行うとともに、土地利用の

動向や計画交通量などから都市構造を勘案し、適切な時期に鉄道の高架化の検討

を行う。 

 

（２）下水道及び河川 
ａ 下水道 

・千歳公共下水道では、千歳川左岸地区などの幹線管渠の整備を行うとともに、

老朽化した下水道施設は長寿命化を図りながら改築更新を図る。 

ｂ 河 川 

・河川については、千歳川、長都川、ユカンボシ川などの整備の促進を図るととも

に、内水対策、流域対策について、地域で協議を行い必要な対策を進めていく。 

 

（３）その他の都市施設の都市計画の決定の方針 

ａ 廃棄物処理施設 

・千歳市の一般廃棄物処理施設は、再資源化施設及び焼却施設、隣接して埋立処分

場を美々地区に設置しており、当分の間、この処理体制を維持するとともに効率

的・効果的なごみ処理体制の充実を図るため、広域化についても検討を行う。 

ｂ 市 場 

・千歳市公設地方卸売市場は、上長都地区に配置されているが、市場の取扱量が減

少しており、市場としての適正な規模を検討する。 

 

３．市街地再開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針 

・中心市街地地区における交流拠点にふさわしい、快適な歩行者空間の確保と景観形

成を進めるとともに、市街地の開発においては、おさつ駅みどり台地区、北陽高校

前地区及びあずさ地区の土地区画整理事業の推進により、低層住宅を主体とした良

好な住宅地供給を行う。 

 

４．自然的環境の整備又は保全に関する主要な都市計画の決定方針 

・本区域の主要な公園緑地等については、各市で定める「緑の基本計画」による配置

計画に基づき、公園緑地等の整備を予定する。 

整
備
・
開
発
及
び
保
全
の
方
針 

※詳しくは「整・開・保の方針」素案（10 ﾍﾟｰｼﾞ以降）及び新旧対照表（22 ﾍﾟｰｼﾞ以降）をご覧ください。
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ｂ．区域区分（市街化区域と市街化調整区域の区分） 

 

        【見直し方針素案】 

      今回の見直しにおいては 

     「市街化区域を拡大する必要はない」ものと考えます。 

 

     ※ただし、工業用地の必要規模の算定において、目標年の平成３２年までに工業用地が

不足する推計となっていることから、新たな工業系の市街化区域拡大は、新千歳空港

や新たに設置される空港インターチェンジ周辺の利便性の高い特定の地域について、

位置及び規模の妥当性、開発の確実性などの条件が整った場合、見直しの検討が行え

るよう、整・開・保の方針の（５）市街化調整区域の土地利用の方針にその旨を記載

しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※整・開・保の方針及び区域区分の千歳市素案については、北海道への案の提出後、関係機関の

協議や公聴会及び審議会などにより修正等が行われることとなります。 

６．都市計画手続きのながれ 

●
市
民
意
見
の
募
集 

 
 

千
歳
市
の
作
成
し
た
素
案
に
対
す
る

意
見
の
募
集
を
行
い
ま
す
。 

●
北
海
道
へ
の
案
の
提
出 

 
 

千
歳
市
案
を
決
定
し
、
北
海
道
へ
提

 
 

出
し
ま
す
。 

●
公
聴
会
等 

 
 

北
海
道
が
各
都
市
の
提
出
案
を
も
と

 
 

に
素
案
を
作
成
し
、
そ
れ
に
対
す
る

意
見
を
聴
き
ま
す
。 

●
北
海
道
都
市
計
画
審
議
会 

 
 

公
聴
会
等
で
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
北

海
道
案
を
説
明
し
ま
す
。 

●
法
定
縦
覧
と
意
見
書
の
提
出 

 
 

北
海
道
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

●
北
海
道
都
市
計
画
審
議
会 

 
 

北
海
道
案
を
審
議
し
ま
す
。 

●
千
歳
市
都
市
計
画
審
議
会 

 
 

千
歳
市
の
作
成
し
た
素
案
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。 

●
千
歳
市
都
市
計
画
審
議
会 

 
 

市
民
の
意
見
を
ふ
ま
え
て
作
成
し
た

千
歳
市
案
を
審
議
し
ま
す
。 

●
都
市
計
画
決
定
（
変
更
）
告
示 

H23.3 

H22.8 

区 

域 

区 

分 
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千歳恵庭圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（素案） 
 
千歳恵庭圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更   
      
千歳恵庭圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針を次のように変更する。 
 
Ⅰ．都市計画の目標 

１．基本的事項 
（１）目標年次 

この方針では、千歳恵庭圏都市計画区域（以下「本区域」という）について、将来の姿を展望
しつつ、土地利用、都市施設等の決定方針を平成 32 年の姿として策定する。 

  （２）範 囲 

その範囲及び規模は､千歳市及び恵庭市の 2 市にわたり、その面積は次のとおりである。 

市 範   囲 面   積 

千 歳 市 行政区域の一部 約 27,570 ha

恵 庭 市 行政区域の一部 約 16,420 ha
都市計画区域の範囲 

合     計 約 43,990 ha

 
２．都市づくりの基本理念 

本区域は､道央広域連携地域（石狩地域）の中核都市群として、道都札幌市と苫小牧市及び室蘭市

の臨海工業地帯の中間に位置し、陸、海及び空路の全てをいかせる交通の要衝地で､人口 159,051

人（平成 17 年国勢調査）を擁する地域であり、交通、工業、観光等の都市機能と恵まれた気候及び

風土により農業との調和を図りながら快適な都市圏の形成に努めている。 
圏域は､千歳市と恵庭市によって構成され、ＪＲ千歳線、ＪＲ石勝線、3･2･3 号国道 36 号（国道

36 号）、北海道縦貫自動車道、北海道横断自動車道等によって全道各地と連携されるとともに、新

千歳空港によって全国の主要地域と結ばれている。 

現在､圏域では、新・北海道総合計画に基づき、北海道全体をけん引する「道央広域連携地域」と

して取り組みが進められており、また､新千歳空港の国際拠点空港化が推進されている。 

このような立地条件にあって､支笏洞爺国立公園に連なる水と緑豊かな自然、北海道のなかでは雪

が少なく比較的温暖な気候、平坦で広大な用地、地下水をはじめとする豊富な水資源など､都市的な

発展のポテンシャルに支えられ、平成 5 年に地方拠点都市地域の指定を受けるなど、先端的な技術

開発を中心とした知識集約型産業の育成と自然と共生する、ゆとりと潤いに満ちた都市づくりを進

め、北のハイテク都市の形成を目指している。 
一方、地方拠点都市地域として千歳恵庭圏の都市機能をさらに向上させるなど、地域の自立的成

長力を高めていくことが重要となっているが、まちづくりにおいては、「都市化社会」から、安定・
成熟した「都市型社会」の時代を迎えており、少子高齢・人口減少社会の到来、産業構造の転換な
どの社会経済情勢の変化に対応し、構成市における以下の基本目標を踏まえつつ、安全で快適な都
市生活を持続可能とするコンパクトなまちづくり、さらには地球環境時代に対応した低炭素型都市
構造への転換に向けた都市づくりを進める。 
 
（１）千歳市 

千歳市は、安定した地域農業の確立、製造業や光関連産業に加え、交通の利便性を活かした物

流施設や北海道の農産物を活かした食品加工産業などの誘致の推進、支笏洞爺国立公園を主とす

る豊かな大自然を背景とした観光産業の振興、新千歳空港等交通体系の整備充実並びに堅実な人

口増加に支えられた住宅地の整備が着実に進められており、水と緑豊かな生活環境のもと、文化

的で人間味あふれる国際都市の形成を目指している。 
近年の少子高齢化の進行と人口減少社会の到来、社会経済のグローバル化と逼迫する地方財政、

環境問題の深刻化による消費型社会から循環型社会への転換など、地方自治体を取り巻く環境は

大きな変革期を迎えているなか、市民協働による自主自立の自治体運営と地域社会の持続的な発

展を目指し、長期的な視野に立ったまちづくりの指針を示す新たな総合計画（平成 23 年度～平成

32 年度）との整合を図りながら、まちづくりを推進する。 
 

（２）恵庭市 
恵庭市は、食品・住宅関連産業を中心とする工業の集積や、道都圏の増加人口を収容するため

の住宅地の整備、開発により、道内でも有数な人口増加都市として成長を遂げてきており、人口

減少、高齢化等、社会情勢が変化する中においても緩やかではあるが人口増加を続けてきた。し
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かし将来においては、「集約型都市構造」を明確に意識した上で、恵庭、島松、恵み野のＪＲ千歳

線３駅を中心に、それぞれ個性豊な「地域中心」の形成を図りながら、都市全体として必要な都

市機能を分担して提供し、だれもが、安心安全に暮らせるコンパクトな生活都市の実現を目指し

ていく。 

平成18年3月に議決された第4期恵庭市総合計画(平成18年度～平成27年度)は､将来像を「水・

緑・花 人がふれあう 生活都市えにわ」としており、その実現に向けて、①水と緑と花に彩られ

た魅力あるまちづくり、②安心して健康に暮らし子どもを大切にするまちづくり、③学ぶこころ

と元気なからだを育むまちづくり、④生活環境が整い安全安心でゆとりあるまちづくり、⑤地域

資源を生かした活気あるまちづくり、⑥市民と行政が情報と活動を共有するまちづくりの６つの

基本目標に基づき、まちづくりを推進している。 
 
Ⅱ．区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針 

１．区域区分の決定の有無 
本区域に区域区分を定める。 
なお、区域区分を定めることとした根拠は以下のとおりである。 

本区域は道央圏の中核的都市として、人口及び世帯数ともに増加傾向を示しており、これまでも

空陸交通の要衝としての利便性や自然環境の豊かさを好条件として、先端産業や食品加工業などの

企業進出が行われ、製造品出荷額等についても増加傾向にあることから、今後も農林業との調整を

図りながら、無秩序な市街化を抑制し、計画的な市街地整備を図っていくため、引き続き区域区分

を定める。 
 

２．区域区分の方針 
（１）おおむねの人口 

本区域の将来におけるおおむねの人口を次のとおり想定する。 
      年次 

区分 

平成 17 年 

（基準年） 

平成 32 年 

（目標年） 

都市計画区域内人口 159 千人 おおむね 164 千人 

市街化区域内人口 145 千人 おおむね 154 千人 

（注）市街化区域内人口は、保留された人口を含むものとする。 
 

（２）産業の規模 
本区域の将来における産業の規模を次のとおり想定する。 
      年次 

区分 

平成 17 年 

（基準年） 

平成 32 年 

（目標年） 

工業出荷額 3,405 億円 4,589 億円 生産

規模 
卸小売販売額 2,680 億円 3,186 億円 

第１次産業 2.9 千人( 3.8%) 2.5 千人( 3.2%) 

第２次産業 15.7 千人(20.9%) 17.5 千人(22.0%) 
就業

構造 

第３次産業 56.6 千人(75.3%) 59.4 千人(74.8%) 

 
（３）市街化区域のおおむねの規模及び現在市街化している区域との関係 

市街化区域は、平成 17 年時点で市街化している区域及び当該区域に隣接しおおむね 10 年以内

に優先的かつ計画的市街化を図るべき区域を市街化区域とすることとし､その規模については、都

市計画基礎調査に基づき、将来の市街地を配置すべき人口・産業を適切に収容しうる規模として、

次のとおり想定する。 

年     次 平成 32 年 

市街化区域面積   おおむね 5,026 ha 

(注)市街化区域面積は、平成 32 年時点における人口の保留フレームに対応する市街化区域面積
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を含まないものとする。 
Ⅲ．主要な都市計画の決定の方針 

１．土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針 
（１）主要用途の配置の方針 

本区域は、豊かな自然に恵まれ、空・陸交通の要衝として発展しており、それに伴う人口増
加に合わせた計画的な市街地の整備を進めてきたが、少子高齢・人口減少社会の到来、産業構
造の転換などの都市をとりまく環境の変化に対応するため、都市機能の適切な配置や既存スト
ックの有効活用などによりコンパクトで成熟したまちづくり、さらには、低炭素型都市構造へ
の転換を目指す。 

このため、本区域の市街地においては、住居系、商業系、工業系のそれぞれの土地利用の方

針に沿って、周辺環境と調和のとれた市街地の形成を図るとともに、地区計画制度等を活用し

ながら、地区の特性に応じたまちづくりを目指すこととし、住宅地、商業業務地、工業・流通

業務地、産業支援・交流業務地の各用途を次のように配置する。 
① 住宅地 
・本区域の住宅地は、高度利用住宅地、一般住宅地及び専用住宅地で構成する。 

    ・高度利用住宅地は、千歳市の中心商業業務地の周辺や恵庭市の地域商業業務地の周辺に配置

し、中高層住宅を主体とし多様な都市機能と複合化した利便性の高い住宅地を形成する。ま

た、恵庭市の高度利用住宅地については、住宅の更新などに合わせて土地の高度利用の促進

や市街地環境の改善を図る。 
・一般住宅地は、高度利用住宅地の周辺や幹線道路の沿道、千歳市の地域商業業務地の周辺な

どに配置し、生活利便施設や医療・福祉施設、公共公益施設等が適切に配置された、良好な

住環境の形成を図る。また、恵庭市の一般住宅地のうち、都市基盤施設が未整備のまま土地

利用が進んできた住宅地については、これらの施設の整備を進め、住環境の改善を図る。 
    ・専用住宅地は、千歳市の自由ヶ丘地区、桜木地区、北光地区、北陽地区、JR 長都駅前及び周

辺地区、桂木地区、新星地区、恵庭市の恵み野地区、美咲野地区、黄金地区などに配置し、

低層専用住宅を主体としたゆとりある住環境の維持、保全を図る。 
    ・千歳市の泉沢向陽台地区等には、臨森林型住宅地の専用住宅を配置し、周辺の森林環境を生

かしたゆとりと潤いのある低層専用住宅地を配置する。 
    ・今後、整備される住宅地については、地区特性等を踏まえ必要に応じて地区計画等を活用す

ることにより、計画的に良好な住環境の形成を図るとともに、生活利便施設等の立地につい

て、適切な規模及び配置となるよう誘導に努める。 
 

② 商業業務地 
・本区域の商業業務地は、中心商業業務地、地域商業業務地及び沿道商業業務地で構成する。 

・中心商業業務地は、千歳市の JR 千歳駅周辺に配置し、多様な経済活動や事業活動、人の交流

が行われる広域的かつ総合的な拠点の形成を図る。 

・地域商業業務地は、千歳市の JR 長都駅周辺、泉沢タウンセンター地区、恵庭市の JR 恵庭駅

周辺及び漁町地区と JR 島松駅、JR 恵み野駅の各周辺に配置し、日常生活圏における生活利

便性等の確保や住民の健康増進や文化の享受に資する土地利用を図る。 

・沿道商業業務地は、3･2･3 号国道 36 号（国道 36 号）、3･3･7 号中央大通のうち北信濃地区か

ら北栄地区及び本町地区にかけての沿道など、主要幹線道路等の沿道に配置し、背後地の住

環境等に配慮しつつ沿道における利便性の向上を図る。 
 
③ 工業・流通業務地 

・本区域における工業・流通業務地は、一般工業地及び流通業務地で構成する。 
・千歳市の工業・流通業務地については、千歳・苫小牧地方拠点都市地域基本計画などと整合

性を図りながら新千歳空港の機能の強化に合わせ、主要幹線道路の整備を進め、製造業や先

端技術産業、流通加工機能等の集積を図ることとし、恵庭市の工業・流通業務地については、

リサーチコア事業を推進し、既存の食品・物流関連産業等を中心とする工業集積とともに、

今後は先端産業及びベンチャー企業の立地を促進していく。また、スポーツ・レクリエーシ

ョン機能の導入や公園・緑地の配置など潤いのある操業環境の創出を図る。 
・一般工業地は、千歳市の北信濃地区、上長都地区、美々地区、泉沢地区などに配置し、製造

加工業を主体とした内陸型工業地や新千歳空港への近接性、緑豊かな環境を生かした多機能

複合型工業地を形成する。 
・恵庭市の恵庭テクノパークには一般工業地を配置し、一般企業の誘致のほか、インキュベー
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ト機能の増進やベンチャー企業の受け入れを図ることにより、既存企業が新技術等の導入に

より新規事業を立ち上げるなどの産業振興を支援する。 
・流通業務地は、千歳市の流通地区及び清流地区に配置し、広域的な交通利便性の高さを生か

すとともに、周辺の住環境に配慮した流通業務地の形成を図る。 
 
④ 産業支援・交流業務地 

・本区域の産業支援・交流業務地は千歳市の JR 南千歳駅周辺、美々地区、流通地区に配置し、

中心商業業務地を補完し、生産、物流、学術研究の活動を支える都市活動拠点の形成を図る。 
 

（２）市街地における建築物の密度の構成に関する方針 
・中心商業業務地や官公庁が立地する地区については、各機能の集積による効果を高めるため高

密度での土地利用を推進する。 
・中層公営住宅を計画的に配置する千歳市の末広地区及び緑町地区並びに公営住宅の建替事業を

図る恵庭市の恵央地区については､公共空間やオープンスペースの適切な確保を図りながら高

密度での土地利用を進める。 
・計画的な住宅地の開発が行われた千歳市の泉沢地区、清流地区、北陽地区､勇舞地区、現在、開

発が進められている千歳市のおさつ駅みどり台地区、北陽高校前地区、あずさ地区、恵庭市の

恵み野地区、黄金地区、美咲野地区などについては、低密度での土地利用により、ゆとりある

良好な住環境の維持、形成を図る。 
 

（３）市街地における住宅建設の方針 
・本区域における公共賃貸住宅については、千歳市公営住宅ストック総合活用計画及び恵庭市公

営住宅整備活用計画に基づき、計画的に建替事業を推進しているところであり、今後について

も、高齢化社会に対応した公共賃貸住宅の整備を進めるとともに、住宅マスタープランの見直

し及び新たに策定予定の公営住宅長寿命化計画などにより、今後の公営住宅の建替や既存スト

ックの有効利用を図るものとする。 
 

（４）市街地において特に配慮すべき問題等を有する市街地の土地利用の方針 
  ① 土地の高度利用に関する方針 

・中心商業業務地については、土地の高度利用の促進と都市機能の向上、建築物の不燃化を図
るとともに、魅力ある良好な都市空間を創出に努める。特に JR 千歳駅付近を駅前交流拠点と
し、主要幹線道路沿道での商業・業務機能と居住機能の複合化による都心機能や沿道サービ
ス機能の強化、魅力ある商業空間の創出を図る。 

・千歳市の JR 長都駅周辺や泉沢タウンセンター地区については、地域商業業務地として、日

常生活圏における利便性の向上に資する土地の高度利用を図る。 
・恵庭市の JR 恵庭駅周辺については、市の玄関口としてふさわしい商業・業務機能の集積を促

進するため、土地の高度利用を図る。 
・千歳市の末広地区及び緑町地区並びに恵庭市の恵央地区の公営住宅については、計画的な建

替事業等の促進により土地の高度利用を進めるとともに、オープンスペース等を適切に確保

することにより住環境の改善を図る。 
 
   ② 用途転換、用途純化又は用途の複合化に関する方針 

・中心商業業務地や JR 長都駅周辺及び泉沢地域のタウンセンター地区周辺については、周辺

住民のニーズや土地利用の動向等を踏まえ、必要に応じて用途転換や用途の複合化を図るこ

とにより、多様な都市機能の集積や商業業務機能の増進を図る。 

・一定規模の未利用地について、周辺住民のニーズ等を踏まえた生活利便施設の立地など、用

途転換や用途の複合化を図る場合には、地区計画等を活用し計画的な土地利用の誘導に努め

る。 

・恵庭市のJR恵庭駅周辺は､多くの人々が集い交流する魅力的な地域拠点の形成を進めるため、

用途転換や用途の複合化を図る。 

・本区域の幹線道路の沿道については、背後地の住環境や工業地の操業環境等に配慮し、地区

特性に応じた用途転換を図る。 
 
   ③ 居住環境の改善又は維持に関する方針 

・既存の中心商業業務地周辺にある老朽高密住宅地は、商業機能の集積、拡大にあわせ、建替

えと高度利用及び不燃化を促進し、地区環境の改善を図る。 
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・耐震性が確保されていない老朽住宅等においては、耐震化の促進に取り組み、建替えにあわ

せ長期優良住宅等の推進を行い、居住環境の改善を図る。 
・千歳市の航空機騒音の影響を受ける準工業地域のうち、主に住宅系の土地利用が図られてい

る地区については、住宅地としての環境の保全を推進する。 
・老朽化した公営住宅が立地する千歳市の末広地区、富丘地区並びに恵庭市の恵央地区の公営

住宅については、建替事業により良好な住環境の形成を図る。 
・計画的に開発が行われた千歳市の泉沢地区、清流地区、北陽地区､勇舞地区及び現在開発が進

められている、おさつ駅みどり台地区や北陽高校前地区及びあずさ地区、恵庭市の恵み野地

区、黄金地区、美咲野地区などの住宅地は、地区計画等により引き続き良好な居住環境の維

持形成に努めることとする。 
 
   ④ 市街化区域内の緑地又は都市の風致の維持に関する方針 

・本区域の市街地部では、千歳川や漁川をはじめとする多くの河川が市街化区域内を貫流し、
市街地の縁辺部も含めて自然環境が多く残されていることが特徴である。このことから、市
街地整備に当たってもこれらの環境を生かしていくことを基本に、市街地の水辺、樹林、斜
面等の緑地については、都市として守るべき緑地であり、都市の貴重な自然環境として、計
画的に保全活用を図るものとする。 

 
（５）市街化調整区域の土地利用の方針 

   ① 優良な農地との健全な調和に関する方針 
・本区域のうち、集団的農用地や国・道営の土地改良事業など各種農業投資が実施されている

区域、実施を予定している区域などについては、健全な農業の維持と発展を図るためにも、

今後とも優良な農用地として、その保全に努め、特に、農用地利用計画の中で、農振法第 8

条第 2 項第 1 号の規定に基づき、農用地区域として定められたものについては「農業上の利

用を図るべき土地」として、原則市街化区域の拡大の対象とはしない。 

・千歳市の北東部は優良な農業地域となっており、都市地域との整合を図りながら、生産性が

高く魅力ある農業経営をめざすものとし、農業基盤の整備や農業と他産業との結びつきを深

める複合的産業化を進めるなど、農村環境の一層の整備を図る。 

・恵庭市においても、農用地は、市民に新鮮な農作物を提供する生産の場であると同時にその

生産の仕組みを通じてまち全体の土地や、水、緑の環境を守り、土に親しむ機会を提供する

貴重な都市住民との交流の場であることから、このような重要な役割を果たしている農業地

域においては、都市地域との調和や交流に配慮しながら保全を図る。 
 
   ② 災害防止の観点から必要な市街地の抑制に関する方針 

・崖地や傾斜地などの災害の発生のおそれがある地区については、市街化を抑制するとともに

緑化を促進し、保全に努め災害の防止を図る。 
 
   ③ 自然環境形成の観点から必要な保全に関する方針 

・市街地の周辺にある保安林や千歳市の蘭越地区周辺の樹林地及び恵庭市の西島松地区南側に

ある環境緑地保護地区の既存樹林地等にあっては、良好な自然環境は後世に継承すべき貴重

な市民の財産であることから、その良好な風致景観を維持し、保全を図る。 
 
   ④ 秩序ある都市的土地利用の実現に関する方針 

・本区域は、人口、産業規模ともに増加傾向を示しており、都市化の熟度に合わせ、新たな市

街地について、環境保全上の観点に十分配慮し、農林業との十分な調整を図りつつ、市街地

整備の見通しが確実になった段階で市街化区域への編入を予定することとする。 
・千歳市においては、新千歳空港周辺や新たに整備予定の空港インターチェンジ周辺について

既存市街地の工業系未利用地の活用を基本としながらも、交通利便性や産業振興等の観点か

ら都市的土地利用の可能性について検討を行う。 
・恵庭市においては、西島松地区及び北柏木・柏陽町地区について、住居系及び沿道商業・業

務系の計画的な市街地整備の検討を行うと共に、「道と川の駅」周辺の整備を進め交流拠点と

しての強化充実を図る。 

・市街化区域等の都市的土地利用が行われている区域に囲まれた市街化調整区域のうち、無秩

序な土地利用や街区の環境が形成されるおそれがあり、隣接する市街化区域の環境の保全等

が必要な区域については、必要に応じて農林業との調整を図った上で地区計画等を定めるこ

とにより、都市的土地利用の整序を図る。また、農業地域等における各活動拠点での公共公
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益施設を中心とした生活拠点の充実、国道や道道沿道での景観形成の視点や沿道サービス施

設など有効利用の観点、グリーンツーリズムをはじめとする都市地域と農村地域の新たな交

流の促進など、市街化区域では達成できない特有の開発や土地利用については、必要に応じ

て農林業と調整を図った上で地区計画等を定めることにより、周辺環境と調和した計画的な

立地となるよう努める。 
・恵庭市の市街化調整区域における優良田園住宅の整備については、周辺の自然環境の保全や

農業と都市的土地利用の調和に配慮するとともに、地区計画を定め、良好な田園環境の形成

を目指す。 
 

２．都市施設の整備に関する主要な都市計画の方針 
（１）交通施設 

① 基本方針 
ａ 交通体系の整備の方針 

本区域は､北海道の空の玄関である新千歳空港を擁し、本道の政治経済及び文化の中心であ

る札幌と、開発の進む苫小牧東部工業基地の中間に位置し、交通結節点としての機能をもち、

臨空港型工業都市、観光都市及び道央都市圏における広域的な都市機能を分担する都市とし

て発展を続けている都市計画区域である。 

本区域の交通体系は、北海道縦貫自動車道、北海道横断自動車道、3・2・63 号道央新道(道

央圏連絡道路)、3･2･3 号国道 36 号（国道 36 号）、3･3･10 号駅大通（国道 337 号）が主要幹

線道路として広域交通の骨格を構成し、さらに､ＪＲ千歳線、石勝線が道内の主要都市へ連絡

するなど、交通の要衝となっている。 

一方、交通の主流である自動車交通については、本区域を縦貫している 3･2･3 号国道 36

号（国道 36 号）が、室蘭、苫小牧方面と札幌、小樽方面を結ぶ主要幹線道路である。 

交通施設の整備は、効率性、快適性のほか、安全性や環境との調和を考慮し、各交通手段

が適切に役割分担した交通体系となるよう総合的、一体的に進めるとともに、人口減少など

の社会情勢の変化に対応した、将来の都市像に沿った交通体系となっているかについて、長

期未着手の都市計画道路の見直しを含めた検討を進める。また、社会情勢の変化とともに、

都市交通のニーズが高度化、多様化していることから、交通量に基づく施設整備の考え方と、

情報技術などを活用し、既存の交通施設を有効利用する考え方を連動させた総合的な視点で、

交通施設整備を検討する。 

これらの考えを基に、基本方針は次のとおりとする。 

 

ア 広域交通及び域内交通需要に対しては､人口減少などの社会情勢の変化や新千歳空港の

機能強化に対応した、各種交通機関の適切な役割分担と有機的な連携を図り、総合的な交

通体系の確立を目指す。 

イ 施設整備にあたっては交通需要に応じて計画的・段階的整備を行うとともに、生活様式

の多様化への対応、安全性や環境との調和の向上、高齢化社会を踏まえたバリアフリ－化

の推進など、活力と潤いのある都市環境の確保に努める。 
ウ 駅周辺を中核とした公共交通ネットワークの充実に努めるとともに、ＣＯ２の削減など、

より環境へ配慮しながらも利用者や時代のニーズに沿った適切な交通システムを目指す。 

 
ｂ 整備水準の目標 

交通体系については、広域的かつ長期的視点にたって整備を図っていくものとするが、道

路については､当面次のような整備水準を目標として整備を進める。 

街路網については、広域交通に対応する骨格街路網の全線整備を目指すとともに、都市内

の幹線街路網は各街路機能に応じて段階的な整備を進め､将来の幹線街路網密度がおおむね

3.51 ㎞/km2となるように都市計画道路の整備を図る。 

 

年  次 
平成 17 年 

（基準年） 

平成 32 年 

(目標年) 

幹線街路網 3.35 ㎞/km2 3.51 ㎞/km2 

 
② 主要な施設の配置の方針 

ａ 道 路 
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・広域的な観点から､迅速かつ円滑な自動車交通を確保するため､新たに札幌・千歳・帯広方

面をネットワークする北海道横断自動車道、札幌・石狩方面と千歳・新千歳空港をネット

ワークする 3･2･63 号道央新道（道央圏連絡道路・国道 337 号）、北海道縦貫自動車道にお

ける空港インターチェンジの整備を促進するとともに、北海道横断自動車道への利用拡大

の為、スマートインターチェンジの設置を検討する。 

・空港・産業・流通・観光の連携強化に適切に対応するため、3･2･3 号国道 36 号（国道 36

号）、3･4･18 号支笏湖通（道道支笏湖公園線）、3･2･54 号空港泉沢大通（道道泉沢新千歳空

港線）、3･2･26 号美々駒里大通（道道早来千歳線）等において交通環境の改善や整備を促進

するとともに、羊ヶ丘通延伸の配置について検討を行う。また、これら主要幹線道路を補

完する幹線道路の 3･4･107 号恵南柏木通、3･4･111 号基線通、3･4･123 号団地中央通などを

配置する。さらに、主要幹線道路等の道路網形成については、これらに連絡する既存の道

路の活用を基本としていることから、交通需要や都市交通のニーズなどを勘案し必要に応

じて新たな道路整備や改良などの検討を行う。 
・住区レベルの道路については､近隣住区内の幹線となる補助幹線道路やそれに連絡する住区

内の主要な区画道路の整備を促進する。 

・鉄道の踏切部で発生する交通混雑解消に向けた検討を行うとともに、土地利用の動向や計

画交通量などから都市構造を勘案し、適切な時期に鉄道の高架化の検討を行う。 

・サイクリングロードについては広域での自治体連携等によるサイクルネット構想が検討さ

れていることから、広域自転車道の整備促進を図る。 

 

ｂ 駐車場・駐輪場 

・駐車場･駐輪場については、駅周辺における駐車場･駐輪場需要に対応するため効率的な駐

車場･駐輪場を配置する。 

 

ｃ 自動車ターミナル 

・人と地球にやさしい交通システムを目指すため、公共交通ネットワークの利便性を向上さ

せ、市民が集い親しまれる空間として、駅周辺におけるバスターミナル機能の充実を図る。 

 

ｄ 空 港 

・北海道の空の玄関である新千歳空港については、グローバル化の進展に伴う人や物の増大

に対応するため、国際拠点空港化を推進し、国内、国際航空旅客及び貨物の需要に対応で

きる整備促進を図る。 

 
③ 主要な施設の整備目標 

おおむね 10 年以内に実施を予定する主要な事業は次のとおりである。 
ａ 道 路 

・北海道横断自動車道の整備を促進する。 

・3･2･63 号道央新道（道央圏連絡道路・国道 337 号）の整備を促進する。 

・北海道縦貫自動車道における空港インターチェンジの整備を促進する。 

・3･2･54 号空港泉沢大通（道道泉沢新千歳空港線）の整備を促進する。 

・3･2･26 号美々駒里大通（道道早来千歳線）の拡幅整備を促進する。 

 
ｂ 空 港 

・新千歳空港の第２旅客ターミナルビルを含めた全体計画の早期完成を図るとともに、空港周

辺の環境整備を進める。 
 

（２）下水道及び河川 
① 基本方針 

        ａ 下水道及び河川の整備の方針 
近年における都市化の進展は、市街地の保水遊水機能の低下による中小河川の氾濫、雨水

排水施設の整備の立ち遅れによる浸水被害などの問題をもたらしている。 
このため､土地利用計画と河川及び下水道の整備計画との整合を図り､総合的な治水対策を

促進する。 
   ア 下水道 
     ・生活環境の改善、公共用水域の水質保全及び浸水被害の防止を図り、都市の健全な発展
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と衛生環境の向上に資するため、下水道整備を促進する。 
   イ 河 川 
     ・河川については、流域の現況や洪水特性を踏まえ、「石狩川水系千歳川河川整備計画」に

基づき積極的に治水施設などの整備を促進する。また､市街地の開発にあっては、流域が

本来有している保水、遊水機能の確保を図りつつ､流域の土地利用計画などを勘案し、総

合的な治水対策を促進するとともに、自然環境の保全に努める。 
 

ｂ 整備水準の目標 
ア 下水道 

・本区域における下水道の整備は将来の土地利用計画と整合を図りながら公共下水道によ

り整備する。 

   公共下水道の普及率は平成 17 年で千歳市が 97.7％、恵庭市が 96.8％であり、引き続き

市街地の普及を目指し、整備促進を図る。 

    イ 河 川 
     ・河川については、市街地の進展に伴う土地利用の変化、市街地の拡大等による流出量の

増大に対する安全性の確保に十分配慮するとともに、市街地の公園緑地とネットワーク

を強めて、河川の親水性の向上に努め、周辺環境に配慮した河川整備を促進する。 
 

② 主要な施設の配置方針 
ａ 下水道 

・本区域における都市の健全な発展及び公衆衛生の向上に寄与し、あわせて公共用水域の水

質の保全に資するため､千歳市を排水区域とする千歳公共下水道及び恵庭市を排水区域と

する恵庭公共下水道の整備を図る。 

・千歳公共下水道については、清流及び美々に処理場を配置し、排水区域内にポンプ場、幹

線管渠を確保するとともに、適切な改築更新を図る。 

・恵庭公共下水道については、中島松地区に処理場を配置し幹線管渠を適切に確保し、順次

処理区域の拡大を図る。 

・雨水処理ついては河川改修整備の進捗を踏まえ､市街地整備との整合を図りながら、雨水貯

留機能を備えた流出抑制対策を計画する。 

 
ｂ 河 川 

・千歳川、長都川、漁川、島松川、柏木川、ユカンボシ川などの河川は、治水上の安全性を

確保するために、市街地整備との整合を図りながら順次整備促進を図るとともに、河川環

境の保全、親水性に配慮した潤いのある河川空間の創出に努める。美々川については、自

然環境の保全に努める。                                
・流域の地形特性、土地利用状況、洪水被害の実態を踏まえて、それぞれの地域に適合した

流域対策に努める。 
 
      ③ 主要な施設の整備目標 

おおむね１０年以内に実施を予定する主要な事業は次のとおりである。 

ａ 下水道 

・千歳公共下水道では、千歳川左岸地区などの幹線管渠の整備を行うとともに、老朽化した

下水道施設は長寿命化を図りながら改築更新を図る。 

・恵庭公共下水道では、市街化整備に対応し、管渠整備を進めるとともに、処理場の整備を

行う。また老朽化した下水道施設の長寿命化を図りながら計画的な改築更新を行い、機能

維持を図る。 

 

ｂ 河 川 

・河川については、千歳川、長都川、漁川、島松川、柏木川、ユカンボシ川などの整備の促

進を図るとともに、内水対策、流域対策について、地域で協議を行い必要な対策をすすめ

ていく。 
 

（３）その他の都市施設の都市計画の決定の方針 
① 基本方針 
ａ 廃棄物処理施設 
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・一般廃棄物処理施設は、「北海道循環型社会推進基本計画」、「北海道廃棄物処理計画」を準

拠し、各市において定める「一般廃棄物処理計画」等に基づき、計画的な施設の整備及び

維持管理を図る。また、民間事業者等による一般廃棄物処理施設は、各計画における位置

付け等を踏まえ、公益性及び恒久的性格を有するものについては、都市計画決定に向けた

検討を行う。 

・産業廃棄物処理施設は、「北海道循環型社会推進基本計画」及び「北海道廃棄物処理計画」

に基づき、適切な立地及び施設整備となるよう誘導を図るとともに、各計画における位置

付け等を踏まえ、公益性及び恒久的性格を有するものについては、都市計画決定に向けた

検討を行う。 

 

ｂ 市 場 

・千歳市の公設地方卸売市場は、消費ニーズの多様化や市場外取引の増大により、市場の  

取扱量が減少しており、市場として適正な規模を検討する。 
 

② 主要な施設の配置の方針 

ａ 廃棄物処理施設 

・千歳市の一般廃棄物処理施設は、再資源化施設及び焼却施設、隣接して埋立処分場を美々

地区に設置しており、当分の間、この処理体制を維持するとともに効率的・効果的なごみ

処理体制の充実を図るため、広域化についても検討を行う。 

・恵庭市の一般廃棄物処理施設は、中間処理施設としてリサイクルセンターを島松沢地区に

配置しているが、ごみの減量化及び再資源化を図る観点から、生ごみをエネルギー資源と

して利活用する生ごみ資源化処理施設、さらには紙資源化処理施設の整備を図るとともに、

ごみ焼却施設を整備する｡ 

 

ｂ 市 場 

・千歳市公設地方卸売市場は、上長都地区に配置されているが、市場の取扱量が減少してお

り、市場としての適正な規模を検討する。 
 

③ 主要な施設の整備目標 

ａ 廃棄物処理施設 

・千歳市の廃棄物再資源化施設については、破砕処理施設の整備を行い、再資源化の機能向

上を図る。 
・恵庭市では、生ごみ資源化処理施設は平成 24 年度、紙資源化処理施設及びごみ焼却施設は

平成 27 年度の供用開始を目標として、計画的な施設整備を進める。 
 

３．市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定の方針 
（１）主要な市街地開発事業の決定の方針 

・中心商業業務地及び恵庭市の JR 恵庭駅周辺については、商業業務機能のより一層の集積と拡

大を図るため、市街地再開発事業などにより、土地利用の高度化を図るとともに魅力的で快

適な都市空間の確保に努める。 
・既成市街地の住宅地のうち、都市基盤施設が未整備な地区については、計画的に面的整備を

促進し、土地利用の増進と良好な住環境の創出を図る。 
・新市街地については、積極的に土地区画整理事業などによる計画的開発を進め、秩序ある市

街地の形成を図る。 
 

（２）市街地整備の目標 
千歳市においては、中心市街地地区における交流拠点にふさわしい、快適な歩行者空間の確

保と景観形成を進めるとともに、市街地の開発においては、おさつ駅みどり台地区、北陽高校

前地区及びあずさ地区の土地区画整理事業の推進により、低層住宅を主体とした良好な住宅地

供給を行う。 
恵庭市においては、地域中心における土地利用の転換や高度利用を促進し、鉄道駅との連

携を図りながら、土地のポテンシャルにあった合理的な土地利用と商業・業務機能の集積を
図る。恵庭駅周辺は、土地区画整理事業、市街地再開発事業の推進により、市の玄関口にふ
さわしい快適で魅力ある地域商業業務地としての再構築を図る。恵み野駅西口地区は、土地
区画整理事業の推進により、商業・業務地を中心とする宅地の供給を行う。 
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４．自然的環境の整備又は保全に関する主要な都市計画の決定の方針 
（１）基本方針 

① 自然的環境の特徴と現状、整備又は保全の必要性 
本区域は、石狩平野の南端に位置し、南西部及び東部を山岳・丘陵地帯で囲まれ、区域内に

は千歳川・漁川をはじめとする水量豊富な清流が貫流し、郊外では広大に広がる農地が防風林

の配置と程よく調和し、優れた田園景観を有している。 

また、北海道の空の玄関口である新千歳空港を有し、道央ベルト地帯の中央にあって、道都

札幌市とも主要交通施設で結ばれ、人口、産業規模ともに増加傾向を示していることからも、

都市化の進展が予想され、ついては、秩序ある都市形成と豊かな緑に包まれた環境の維持形成

などについて積極的な取り組みが一層必要となっている。 

このことから、豊かな自然資源と共存を図りながら、将来とも自然環境豊かな街づくりを進

めていくために、 

・住区基幹公園の優先的な整備 

  ・緑豊かな運動公園の設置 

  ・清流と河畔林を活かした緑の軸の育成強化 

  ・市街地縁辺の樹林地の保全 
  等の施策が求められている｡ 

これらの施策を進めるにあたって、緑地形態については、南北に千歳川、長都川、漁川、蘭

越地区周辺の樹林地及び防風林、東西に空港周辺の樹林地及び防風林をそれぞれ骨格とした格

子型を基本とする。この骨格的な緑地をはじめ自然環境に優れた美々公園や郷土性の高い漁川

河川緑地の整備保全を図るとともに、基本的な緑地の形態に即応しつつ「環境保全」、「レクリ

エーション」、「防災」、「景観構成」などの機能が総合的に発揮されるように、「緑の基本計画」

に基づき、公園緑地などを適正に配置し整備を図る。 
 
      ② 緑地の確保目標水準 

        

緑地の確保目標量 

（平成 32 年） 

将来市街地に対する割

合 

都市計画区域に対する割

合 

将来市街地内  約 522ha 

都市計画区域内 約 653ha 
約 10 ％ 約 1 ％ 

    
③ 住民１人あたりの公共空地の面積 

        

年  次 
平成 17 年 

（基準年） 

平成 32 年 

（目標年） 

都市計画区域内人口 

一人当りの目標水準 
33.4 ㎡/人 39.8 ㎡/人 

 

（２）主要な緑地の配置の方針 
① 環境保全系統の配置方針 

・都市における緑地の骨格を形成する緑地として、千歳川及び漁川などの河川緑地並びに青葉

公園、蘭越地区周辺の樹林地及び恵庭公園等の樹林地の保全を図る。 

・自然環境保持のため泉沢地区、豊栄神社境内等の樹林地の保全を図る。 

   
② レクリエーション系統の配置方針 

・各住区毎に近隣公園、街区公園を適正に配置するとともに、３～４住区に１箇所の地区公園

を配置し、子供の遊び場や青壮年または老人の身近な運動、休養の場の整備を図る。 

・住民の休養、休息、運動、教養、自然、文化とのふれあい等を通じて、住民の健康の維持・

増進、文化活動の涵養等に資するように、総合公園、運動公園の整備を図る。 

・レクリエーション利用効果を高めるとともに、日常の通勤買い物等に利用される緑道の整備

を図る。 

・貴重な水辺空間である千歳川、漁川等の河川敷を多目的なレクリエーションの場として利用

を図る。 

・河川のもつ優れた生態や風致機能の増進を図る、開拓記念公園及び観光レクリエーションの

場となるサーモンパークを配置する。 
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③ 防災系統の配置方針 

・地震・火災などの災害時の避難地として、公園緑地の整備を図り、千歳川、漁川、その他河

川緑地を防災帯として配置するほか、緑道を避難路として配置する。 

・美々地区、戸磯地区などの工業団地周辺及び工業地と住宅地が隣接する地域については緩衝

緑地を配置し、整備を図る。 

・空港周辺に防音などに資する緩衝樹林を配置する。 

・土砂流出、崩壊等による災害を防止するため、桂木地区、大和地区及び柏木地区などの急傾

斜地の斜面緑地の保全や整備を図る。 

 
④ 景観構成系統の配置方針 

・街並みの背景となる青葉公園から蘭越地区周辺にいたる樹林地、恵庭公園内の森林、北信濃

地区及び戸磯地区の防風林などの保全を図る。 

・都市景観として、サーモンパーク、グリーンベルトの保全・活用と漁川河川緑地の整備を図

る。 

・郷土景観として意識の高い、遺跡や寺社と一体的な樹林地の整備、保全を図る。 

・市街地内及び空港アクセス沿道においては、街路樹の植栽や広幅員道路の緑化とあわせ、緑

道を配置するなど都市景観の向上に資する緑地の整備を図る。 
 

（３）実現のための具体の都市計画制度の方針 
① 公園緑地等の整備目標及び配置方針                              

整 備 目 標（㎡/人） 公園緑地等 

の種別 
配 置 方 針 

平成 17 年 平成 32 年 

街区公園 誘致距離の標準を 250ｍとして配置する。 3.2 3.5 

近隣公園 １住区 1 箇所を標準として配置する。 2.6 3.3 

地区公園 ３～４住区に 1 箇所を標準として配置する。 2.2 2.2 

総合公園 
千歳市に青葉公園、美々公園、恵庭市に恵庭

公園、恵み野中央公園を配置する。 
9.7 9.4 

運動公園 千歳市に青空公園を配置する。 0.4 0.8 

特殊公園 

千歳市に開拓記念公園、恵庭市に柏木レクリ

エーション施設、中恵庭公園、松鶴公園、盤

尻公園を配置する。 

0.3 0.8 

その他の公 

園緑地等 

緑地としてゴセン川緑地、漁川河川緑地、柏

木川河川緑地や緑道などを配置。恵庭市の西

島松地区に多目的緑地を配置し整備を図る。

千歳市に墓園を配置する。 

14.0 20.0 

 

② 特別緑地保全地区等の指定目標及び指定方針 

指 定 目 標 
地区の種別 指 定 方 針 

平成 17 年 平成 32 年 

特別緑地保全地区 
良好な都市環境に資する樹林地等

の指定を図る。 
約 - ha 約 1.9ha 

         

（４） 主要な緑地の確保目標 
① おおむね１０年以内に整備予定の主要な公園緑地等 

・本区域のおおむね１０年以内に整備すべき主要な公園緑地等については、各市において定め
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る「緑の基本計画」による配置計画に基づき、公園緑地等の整備を予定する。 
 

② おおむね１０年以内に指定予定の主要な特別緑地保全地区等の地域地区 
・本区域での、緑地保全地区等については、指定目標及び指定方針に従い、計画的に指定につ

いて検討し、逐次、都市計画に定め、その保全を図るものとする。 
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計
 

約
４

３
，

９
９

０
h

a
 

２
．

 都
市

づ
く
り

の
基

本
理

念
 

本
区

域
は

､
道

央
広

域
連

携
地

域
（

石
狩

地
域

）
の

中
核

都
市

群
と

し
て

、
道

都
札

幌
市

と
苫

小

牧
市

及
び

室
蘭

市
の

臨
海

工
業

地
帯

の
中

間
に

位
置

し
、

陸
、

海
及

び
空

路
の

全
て

を
い

か
せ

る
交

通
の
要
衝
地
で
､
人
口

1
5
9
,
0
5
1
人
（
平
成

1
7
年
国
勢
調
査
）
を
擁
す
る
地
域
で
あ
り
、
交
通
、
工

業
、

観
光

等
の

都
市

機
能

と
恵

ま
れ

た
気

候
及

び
風

土
に

よ
り

農
業

と
の

調
和

を
図

り
な

が
ら

快
適

な
都
市
圏
の
形
成
に
努
め
て
い
る
。

 
圏
域
は
､
千
歳
市
と
恵
庭
市
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、

Ｊ
Ｒ
千
歳
線
、
Ｊ
Ｒ
石
勝
線
、
3
･
2
･
3
号
国
道

3
6
号
（
国
道

3
6
号
）
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
、
北

海
道
横
断
自
動
車
道
等
に
よ
っ
て
全
道
各
地
と

連
携
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
千
歳
空
港
に
よ
っ
て
全

国
の
主
要
地
域
と
結
ば
れ
て
い
る
。
 

現
在

､
圏

域
で

は
、

新
・

北
海

道
総

合
計

画
に

基
づ

き
、

北
海

道
全

体
を

け
ん

引
す

る
「

道
央

広

域
連

携
地

域
」

と
し

て
取

り
組

み
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

ま
た

､
新

千
歳

空
港

の
国

際
拠

点
空

港
化

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の

よ
う

な
立

地
条

件
に

あ
っ

て
､
支

笏
洞

爺
国

立
公

園
に

連
な

る
水

と
緑

豊
か

な
自

然
、

北
海

道
の

な
か

で
は

雪
が

少
な

く
比

較
的

温
暖

な
気

候
、

平
坦

で
広

大
な

用
地

、
地

下
水

を
は

じ
め

と
す

る
豊

富
な

水
資

源
な

ど
､
都

市
的

な
発

展
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

に
支

え
ら

れ
、

平
成

5
年

に
地

方
拠

点

都
市

地
域

の
指

定
を

受
け

る
な

ど
、

先
端

的
な

技
術

開
発

を
中

心
と

し
た

知
識

集
約

型
産

業
の

育
成

と
自

然
と

共
生

す
る

、
ゆ

と
り

と
潤

い
に

満
ち

た
都

市
づ

く
り

を
進

め
、

北
の

ハ
イ

テ
ク

都
市

の
形

成
を
目
指
し
て
い
る
。
 

一
方

、
地

方
拠

点
都

市
地

域
と

し
て

千
歳

恵
庭

圏
の

都
市

機
能

を
さ

ら
に

向
上

さ
せ

る
な

ど
、

地

域
の

自
立

的
成

長
力

を
高

め
て

い
く

こ
と

が
重

要
と

な
っ

て
い

る
が

、
ま

ち
づ

く
り

に
お

い
て

は
、

「
都

市
化

社
会

」
か

ら
、

安
定

・
成

熟
し

た
「

都
市

型
社

会
」

の
時

代
を

迎
え

て
お

り
、

少
子

高

齢
・

人
口

減
少

社
会

の
到

来
、

産
業

構
造

の
転

換
な

ど
の

社
会

経
済

情
勢

の
変

化
に

対
応

し
、

構
成

市
に

お
け

る
以

下
の

基
本

目
標

を
踏

ま
え

つ
つ

、
安

全
で

快
適

な
都

市
生

活
を

持
続

可
能

と
す

る
コ

ン
パ

ク
ト

な
ま

ち
づ

く
り

、
さ

ら
に

は
地

球
環

境
時

代
に

対
応

し
た

低
炭

素
型

都
市

構
造

へ
の

転
換

に
向
け
た
都
市

づ
く
り
を
進
め
る
。

 
 

Ⅰ
．

 
都

市
計

画
の

目
標

 

１
．

 基
本

的
事

項
 

 
 

（
１

）
 

目
標

年
次

 

・
こ

の
方

針
で

は
、

千
歳

恵
庭

圏
都

市
計

画
区

域
（

以
下

「
本

区
域

」
と

い
う

）
に

つ
い

て
、

将

来
の
姿
を
展

望
し
つ
つ
、
土
地
利
用
、
都
市
施
設
等
の
決
定
方
針
を
平
成

2
2
年

の
姿
と
し
て
策

定
す
る
。

 

（
２

）
 

範
 

囲
 

・
そ
の
範
囲
及
び
規
模
は
､
千
歳
市
及
び
恵
庭
市
の

2
市
に
わ
た
り
、
そ
の
面
積
は
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

 

市
 

範
 

 
 

囲
 

面
 

 
 

積
 

千
歳

市
 

行
政

区
域

の
一

部
 

約
２

７
，

５
７

０
h

a 
恵

庭
市

 
行

政
区

域
の

一
部

 
約

１
６

，
４

２
０

h
a 

都
市

計
画

区
域

の
範

囲
 

合
 

 
 

 
 

計
 

約
４

３
，

９
９

０
h

a 
 

２
．

 都
市

づ
く
り

の
基

本
理

念
 

本
区

域
は

､
道

都
札

幌
市

と
苫

小
牧

市
及

び
室

蘭
市

の
臨

海
工

業
地

帯
の

中
間

に
位

置
し

、
陸

、
海

及
び
空
路
の
全
て
を
い
か
せ
る
交
通
の
要
衝
地
で
､
人
口

1
5
4
,
1
3
6
人
（
平
成

1
2
年
国
勢
調
査
）
を

擁
す

る
地

域
で

あ
り

、
交

通
、

工
業

、
観

光
等

の
都

市
機

能
と

恵
ま

れ
た

気
候

及
び

風
土

に
よ

り
農

業
と
の
調
和
を
図

り
な
が
ら
快
適
な
都
市
圏
の
形
成
に
努
め
て
い
る
。
 

圏
域

は
､
千

歳
市

と
恵

庭
市

に
よ

っ
て

構
成

さ
れ

、
Ｊ

Ｒ
千

歳
線

､
Ｊ

Ｒ
石

勝
線

3
・

2
・

3
号

国
道

3
6
号
（
国
道

36
号
）
、
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
、
北
海
道
横
断
自
動
車
道
等
に
よ
っ
て
全
道
各
地
と

連
携
さ
れ
る
と
と

も
に
､
新
千
歳
空
港
に
よ
っ
て
全
国
の
主
要
地
域
と
結
ば
れ
て
い
る
。
 

 現
在

､
圏

域
で

は
、

第
３

次
北

海
道

長
期

総
合

計
画

の
個

性
豊

か
な

地
域

が
連

携
し

、
世

界
と

結
び

北
海

道
を

支
え

る
｢
道

央
圏

｣
の

形
成

に
向

け
て

取
り

組
み

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
ま

た
､
新

千
歳

空
港

の
国
際
拠
点
空
港

化
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
の

よ
う

な
立

地
条

件
に

あ
っ

て
､
支

笏
洞

爺
国

立
公

園
に

連
な

る
水

と
緑

豊
か

な
自

然
、

北
海

道

の
な

か
で

は
雪

が
少

な
く

比
較

的
温

暖
な

気
候

、
平

坦
で

広
大

な
用

地
、

地
下

水
を

は
じ

め
と

す
る

豊
富
な
水
資
源
な

ど
､
都
市
的
な
発
展
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
支
え
ら
れ
、
平
成

5
年
に
地
方
拠
点
都
市

地
域

の
指

定
を

受
け

る
な

ど
、

先
端

的
な

技
術

開
発

を
中

心
と

し
た

知
識

集
約

型
産

業
の

育
成

と
自

然
と

共
生

す
る

、
ゆ

と
り

と
潤

い
に

満
ち

た
都

市
づ

く
り

を
進

め
、

北
の

ハ
イ

テ
ク

都
市

の
形

成
を

目
指
し
て
い
る
。

 
一

方
、

ま
ち

づ
く

り
に

お
い

て
は

、
「

都
市

化
社

会
」

か
ら

「
都

市
型

社
会

」
の

時
代

を
迎

え
つ

つ

あ
り

、
都

市
の

高
齢

化
や

景
観

形
成

な
ど

、
「

都
市

型
社

会
」

の
新

た
な

ニ
ー

ズ
に

積
極

的
に

対
応

し

つ
つ

、
構

成
市

に
お

け
る

以
下

の
よ

う
な

将
来

像
を

踏
ま

え
て

、
安

全
で

快
適

な
都

市
生

活
を

持
続

可
能
と
す
る
地
域
社
会
の
形
成
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
    

22



 

（
１

）
 
千

歳
市

 

千
歳

市
は

、
安

定
し

た
地

域
農

業
の

確
立

、
製

造
業

や
光

関
連

産
業

に
加

え
、

交
通

の
利

便
性

を
活

か
し

た
物

流
施

設
や

北
海

道
の

農
産

物
を

活
か

し
た

食
品

加
工

産
業

な
ど

の
誘

致
の

推
進

、

支
笏

洞
爺

国
立

公
園

を
主

と
す

る
豊

か
な

大
自

然
を

背
景

と
し

た
観

光
産

業
の

振
興

、
新

千
歳

空

港
等

交
通

体
系

の
整

備
充

実
並

び
に

堅
実

な
人

口
増

加
に

支
え

ら
れ

た
住

宅
地

の
整

備
が

着
実

に

進
め

ら
れ

て
お

り
、

水
と

緑
豊

か
な

生
活

環
境

の
も

と
、

文
化

的
で

人
間

味
あ

ふ
れ

る
国

際
都

市

の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

 
近

年
の

少
子

高
齢

化
の

進
行

と
人

口
減

少
社

会
の

到
来

、
社

会
経

済
の

グ
ロ

ー
バ

ル
化

と
逼

迫

す
る

地
方

財
政

、
環

境
問

題
の

深
刻

化
に

よ
る

消
費

型
社

会
か

ら
循

環
型

社
会

へ
の

転
換

な
ど

、

地
方

自
治

体
を

取
り

巻
く

環
境

は
大

き
な

変
革

期
を

迎
え

て
い

る
な

か
、

市
民

協
働

に
よ

る
自

主

自
立

の
自

治
体

運
営

と
地

域
社

会
の

持
続

的
な

発
展

を
目

指
し

、
長

期
的

な
視

野
に

立
っ

た
ま

ち

づ
く

り
の

指
針

を
示

す
新

た
な

総
合

計
画

（
平

成
２

３
年

度
～

平
成

３
２

年
度

）
と

の
整

合
を

図

り
な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

 
（
２

）
 
恵

庭
市

 

恵
庭

市
は

、
食

品
・

住
宅

関
連

産
業

を
中

心
と

す
る

工
業

の
集

積
や

、
道

都
圏

の
増

加
人

口
を

収

容
す

る
た

め
の

住
宅

地
の

整
備

、
開

発
に

よ
り

、
道

内
で

も
有

数
な

人
口

増
加

都
市

と
し

て
成

長
を

遂
げ

て
き

て
お

り
、

人
口

減
少

、
高

齢
化

等
、

社
会

情
勢

が
変

化
す

る
中

に
お

い
て

も
緩

や
か

で
は

あ
る

が
人

口
増

加
を

続
け

て
き

た
。

し
か

し
将

来
に

お
い

て
は

、
「

集
約

型
都

市
構

造
」

を
明

確
に

意

識
し

た
上

で
、

恵
庭

、
島

松
、

恵
み

野
の

Ｊ
Ｒ

千
歳

線
３

駅
を

中
心

に
、

そ
れ

ぞ
れ

個
性

豊
な

「
地

域
中

心
」

の
形

成
を

図
り

な
が

ら
、

都
市

全
体

と
し

て
必

要
な

都
市

機
能

を
分

担
し

て
提

供
し

、
だ

れ
も
が
、
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
生
活
都
市
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
。

 

平
成

1
8
年

3
月

に
議

決
さ

れ
た

第
4
期

恵
庭

市
総

合
計

画
(平

成
18

年
度

～
平

成
27

年
度

)は
､
将

来
像

を
「

水
・

緑
・

花
 
人

が
ふ

れ
あ

う
 
生

活
都

市
え

に
わ

」
と

し
て

お
り

、
そ

の
実

現
に

向
け

て
、

①

水
と

緑
と

花
に

彩
ら

れ
た

魅
力

あ
る

ま
ち

づ
く

り
、

②
安

心
し

て
健

康
に

暮
ら

し
子

ど
も

を
大

切
に

す
る

ま
ち

づ
く

り
、

③
学

ぶ
こ

こ
ろ

と
元

気
な

か
ら

だ
を

育
む

ま
ち

づ
く

り
、

④
生

活
環

境
が

整
い

安
全

安
心

で
ゆ

と
り

あ
る

ま
ち

づ
く

り
、

⑤
地

域
資

源
を

生
か

し
た

活
気

あ
る

ま
ち

づ
く

り
、

⑥
市

民
と

行
政

が
情

報
と

活
動

を
共

有
す

る
ま

ち
づ

く
り

の
６

つ
の

基
本

目
標

に
基

づ
き

、
ま

ち
づ

く
り

を
推
進
し
て
い
る
。

 
 

 
Ⅱ

．
 

区
域

区
分

の
決

定
の

有
無

及
び

区
域

区
分

を
定

め
る

際
の

方
針

 
 

１
．

 
区

域
区

分
の

決
定

の
有

無
 

本
区

域
に

区
域

区
分

を
定

め
る

。
 

な
お

、
区

域
区

分
を

定
め

る
こ

と
と

し
た

根
拠

は
以

下
の

と
お

り
で

あ
る

。
 

本
区

域
は

道
央

圏
の

中
核

的
都

市
と

し
て

、
人

口
及

び
世

帯
数

と
も

に
増

加
傾

向
を

示
し

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

も
空

陸
交

通
の

要
衝

と
し

て
の

利
便

性
や

自
然

環
境

の
豊

か
さ

を
好

条
件

と
し

て
、

先
端

産
業

や
食

品

加
工

業
な

ど
の

企
業

進
出

が
行

わ
れ

、
製

造
品

出
荷

額
等

に
つ

い
て

も
増

加
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後

も
農

林
業

と
の

調
整

を
図

り
な

が
ら

、
無

秩
序

な
市

街
化

を
抑

制
し

、
計

画
的

な
市

街
地

整
備

を
図

っ
て

い

く
た

め
、

引
き

続
き

区
域

区
分

を
定

め
る

。
 

 

２
．

 区
域

区
分

の
方

針
 

（
１

）
 
お

お
む

ね
の

人
口

 

本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
お
お
む
ね
の
人
口
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

 

 千
歳

市
は

、
安

定
し

た
地

域
農

業
の

確
立

、
先

端
技

術
産

業
及

び
バ

イ
オ

関
連

産
業

を
中

心
と

し

た
臨

空
型

工
業

の
積

極
的

誘
導

、
支

笏
洞

爺
国

立
公

園
を

主
と

す
る

豊
か

な
大

自
然

を
背

景
と

し
た

観
光

産
業

の
振

興
、

新
千

歳
空

港
等

交
通

体
系

の
整

備
充

実
並

び
に

堅
実

な
人

口
増

加
に

支
え

ら
れ

た
住

宅
地

の
整

備
が

着
実

に
進

め
ら

れ
て

お
り

、
水

と
緑

豊
か

な
生

活
環

境
の

も
と

、
文

化
的

で
人

間
味
あ
ふ
れ
る
国
際
都
市
の
形
成
を
目
指
し
て
い
る
。

 
平

成
１

２
年

１
２

月
に

議
決

さ
れ

た
千

歳
市

新
長

期
総

合
計

画
（

平
成

１
３

年
度

～
平

成
２

２
年

度
）

は
、

将
来

像
を

「
ひ

と
・

ま
ち

☆
き

ら
り

 
地

球
の

笑
顔

が
見

え
る

ま
ち

 
千

歳
」

と
し

て
お

り
、

そ
の

実
現

に
向

け
て

、
①

心
が

か
よ

い
幸

せ
感

じ
る

都
市

づ
く

り
、

②
安

全
で

人
と

地
球

に
や

さ
し

い
都

市
づ

く
り

、
③

学
び

あ
い

心
ふ

れ
あ

う
都

市
づ

く
り

、
④

魅
力

と
活

力
あ

ふ
れ

る
都

市
づ

く
り
、
⑤
参
加
と
連
携
に
よ
る
都
市
づ
く
り
の
５
つ
の
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。

 
   恵

庭
市

は
、

食
品

・
住

宅
関

連
産

業
を

中
心

と
す

る
工

業
の

集
積

や
、

道
都

圏
の

増
加

人
口

を
収

容
す

る
恵

庭
ニ

ュ
－

タ
ウ

ン
恵

み
野

の
開

発
に

よ
り

、
道

内
で

も
有

数
な

人
口

増
加

都
市

と
し

て
成

長
を
遂
げ
て
い
る
。

 
    平
成

7
年

1
2
月

に
議
決
さ
れ
た
第
３
期
恵
庭
市
総
合
計
画
（
平
成

8
年
度
～
平
成

1
7
年
度
）
は
､

将
来

像
を

「
水

と
緑

豊
か

な
複

合
機

能
都

市
」

と
し

て
お

り
､
そ

の
実

現
に

向
け

て
、

①
秩

序
あ

る
発

展
の

基
礎

を
つ

く
る

､
②

快
適

で
安

全
な

生
活

の
場

を
つ

く
る

､
③

市
民

の
健

康
と

福
祉

を
は

ぐ
く

む
、

④
学

ぶ
心

と
文

化
を

育
て

る
､
⑤

元
気

な
産

業
を

育
て

る
、

⑥
心

ふ
れ

あ
う

地
域

社
会

を
つ

く

る
、
⑦
計
画
を
推
進
す
る
の
７
つ
の
基
本
政
策
体
系
に
基
づ
き
､
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

 
     Ⅱ

 
区

域
区

分
の

決
定

の
有

無
及

び
区

域
区

分
を

定
め

る
際

の
方

針
 

１
．

 
区

域
区

分
の

決
定

の
有

無
 

本
都
市
計
画

区
域
に
区
域
区
分
を
定
め
る
。

 
な

お
、

区
域

区
分

を
定

め
る

こ
と

と
し

た
根

拠
は

以
下

の
と

お
り

で
あ

る
。

 
本

区
域

は
道

央
圏

の
中

核
的

都
市

と
し

て
、

人
口

も
堅

調
な

増
加

傾
向

を
示

し
て

お
り

、
こ

れ
ま

で
も

空

陸
交

通
の

要
衝

と
し

て
の

利
便

性
や

自
然

環
境

の
豊

か
さ

を
好

条
件

と
し

て
、

先
端

産
業

や
食

品
加

工

業
な

ど
の

企
業

進
出

が
行

わ
れ

、
製

造
品

出
荷

額
等

に
つ

い
て

も
増

加
傾

向
に

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

農
林

業
と

の
調

整
を

図
り

な
が

ら
、

無
秩

序
な

市
街

化
を

抑
制

し
、

計
画

的
な

市
街

地
整

備
を

図
っ

て
い

く

た
め

、
本

都
市

計
画

区
域

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
区

域
区

分
を

定
め

る
必

要
が

あ
る

。
 

 
２

．
 区

域
区

分
の

方
針

 
（
１

）
 お

お
む

ね
の

人
口

 
本
区
域
の
将
来
に
お
け
る
お
お
む
ね
の
人
口
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。
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年
次

 
区
分

 
平
成

17
年

 
（
基
準
年
）

 
平
成

32
年

 
（
目
標
年
）

 

都
市
計
画
区
域
内
人
口

 
15

9
千
人

 
お
お
む
ね

1
6
4
千
人
 

市
街
化
区
域
内
人
口

 
14

5
千
人

 
お
お
む
ね

1
5
4
千
人
 

（
注
）
市
街
化
区
域
内
人
口
は
、
保
留
さ
れ
た
人
口
を
含
む
も
の
と
す
る
。

 
 

（
２

）
 産

業
の

規
模

 
本
区
域
の

将
来
に
お
け
る
産
業
の
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
年
次

 
区
分

 
平
成

17
年

 
（
基
準
年
）

 
平
成

32
年

 
（
目
標
年
）

 

工
業
出
荷
額

 
3
,
4
0
5
億
円

4
,
5
8
9
億
円

生 産 規 模
卸
小
売
販
売
額

 
2
,
6
8
0
億
円

3
,
1
8
6
億
円

第
１
次
産
業

 
2
.9

千
人
（

3
.8

%
）

2
.5

千
人
（

3
.2

%
）

第
２
次
産
業

 
1
5
.7

千
人

(2
0
.9

%
)

1
7
.5

千
人
（

2
2
.0

%
）

就 業 構 造
第
３
次
産
業

 
5
6
.6

千
人

(7
5
.3

%
）

5
9
.4

千
人
（

7
4
.8

%
）

  

（
３

）
 市

街
化

区
域

の
お

お
む

ね
の

規
模

及
び

現
在

市
街

化
し

て
い

る
区

域
と

の
関

係
 

市
街
化
区
域
は
、
平
成

1
7
年
時
点
で
市
街
化
し

て
い
る
区
域
及
び
当
該
区
域
に
隣
接
し
お
お
む

ね
1
0

年
以

内
に

優
先

的
か

つ
計

画
的

市
街

化
を

図
る

べ
き

区
域

を
市

街
化

区
域

と
す

る
こ

と
と

し
､
そ

の
規

模
に

つ
い

て
は

、
都

市
計

画
基

礎
調

査
に

基
づ

き
、

将
来

の
市

街
地

を
配

置
す

べ
き

人

口
・
産
業
を
適
切
に
収
容
し
う
る
規
模
と
し
て
、
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。
 

 

年
 
 
 
 
 
次

 
平

成
32

年
 

市
街
化
区
域
面
積

 
 
 
お
お
む
ね
 
 
 

5,
02

6 
ｈ
ａ

 

 (注
)市

街
化
区
域

面
積
は
、
平
成

32
年
時
点
に

お
け
る
人
口
の
保

留
フ
レ
ー
ム
に

対
応
す
る
市
街

化
区
域

面
積
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。

 
  

  
 
 
 
 
 
年
次

 
区
分

 
平
成

12
年

 
（
基
準
年
）

 
平
成

22
年

 
（
基
準
年
の

10
年
後
）

 

都
市
計
画
区
域
内
人
口

 
15

4
千
人

 
お
お
む
ね

18
4
千
人

 

市
街
化
区
域
内
人
口

 
13

9
千
人

 
お
お
む
ね

17
1
千
人

 

（
注
）
市
街
化
区
域
内
人
口
は
、
保
留
さ
れ
た
人
口
を
含
む
も
の
と
す
る
。

 
 

（
２

）
 産

業
の

規
模

 
本
区
域
の
将

来
に
お
け
る
産
業
の
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

 
 
 
 

 
 
 
年
次

 
区
分

 
平
成

12
年

 
（
基
準
年
）

 
平
成

22
年

 
（
基
準
年
の

10
年
後
）

 

工
業
出
荷
額

 
4
,0

1
8
億
円

5
,3

0
6
億
円

 
生 産 規 模

卸
小
売
販
売
額

3
,1

3
0
億
円

5
,2

0
1
億
円

 

第
１
次
産
業

 
2
.8

千
人
（

3
.7

%
）

2
.5

千
人
（

2
.8

%
）

 

第
２
次
産
業

 
1
7
.7

千
人

(2
3
.4

%
)

2
3
.0

千
人
（

2
5
.3

%
）

 

就 業 構 造
第
３
次
産
業

 
5
5
.2

千
人

(7
2
.9

%
）

6
5
.3

千
人
（

7
1
.9

%
）

 

  

（
３

）
 市

街
化

区
域

の
お

お
む

ね
の

規
模

及
び

現
在

市
街

化
し

て
い

る
区

域
 

 
と

の
関

係
 

本
区

域
に

お
け

る
人

口
､
産

業
の

見
通

し
に

基
づ

き
、

か
つ

市
街

化
の

現
況

及
び

動
向

を
勘

案

し
、

お
お

む
ね

平
成

22
年

時
点

で
市

街
化

し
て

い
る

区
域

及
び

当
該

区
域

に
隣

接
し

お
お

む
ね

10
年

以
内

に
優

先
的

か
つ

計
画

的
市

街
化

を
図

る
べ

き
区

域
を

市
街

化
区

域
と

す
る

こ
と

と
し

､

市
街
化
区
域
の
お
お
む
ね
の
規
模
を
次
の
と
お
り
想
定
す
る
。

 
 

年
 
 
 
 
 
次

 
平
成

22
年

 

市
街
化
区
域
面
積

 
 
 
お
お
む
ね
 
 
 

4,
95

6 
ｈ
ａ

 

 (注
)市

街
化
区
域

面
積
は
、
平
成

22
年
時
点
に

お
け
る
人
口
の
保

留
フ
レ
ー
ム
に

対
応
す
る
市
街

化
区
域

面
積
を
含
ま
な
い
も
の
と
す
る
。
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Ⅲ
．

 主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

方
針

 
１

．
土

地
利

用
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 
（
１

）
 主

要
用

途
の

配
置

の
方

針
 

本
区

域
は

、
豊

か
な

自
然

に
恵

ま
れ

、
空

・
陸

交
通

の
要

衝
と

し
て

発
展

し
て

お
り

、
そ

れ
に

伴
う

人
口

増
加

に
合

わ
せ

た
計

画
的

な
市

街
地

の
整

備
を

進
め

て
き

た
が

、
少

子
高

齢
・

人
口

減

少
社

会
の

到
来

、
産

業
構

造
の

転
換

な
ど

の
都

市
を

と
り

ま
く

環
境

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、

都
市

機
能

の
適

切
な

配
置

や
既

存
ス

ト
ッ

ク
の

有
効

活
用

な
ど

に
よ

り
コ

ン
パ

ク
ト

で
成

熟
し

た

ま
ち
づ
く
り
、
さ
ら
に
は
、
低
炭
素
型
都
市
構
造
へ
の
転
換
を
目
指
す
。
 

こ
の

た
め

、
本

区
域

の
市

街
地

に
お

い
て

は
、

住
居

系
、

商
業

系
、

工
業

系
の

そ
れ

ぞ
れ

の
土

地
利

用
の

方
針

に
沿

っ
て

、
周

辺
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

市
街

地
の

形
成

を
図

る
と

と
も

に
、

地

区
計

画
制

度
等

を
活

用
し

な
が

ら
、

地
区

の
特

性
に

応
じ

た
ま

ち
づ

く
り

を
目

指
す

こ
と

と
し

、

住
宅

地
、

商
業

業
務

地
、

工
業

・
流

通
業

務
地

、
産

業
支

援
・

交
流

業
務

地
の

各
用

途
を

次
の

よ

う
に
配
置
す
る
。
 

①
 

住
宅

地
 

・
本
区
域
の
住
宅
地
は
、
高
度
利
用
住
宅
地
、
一
般
住
宅
地
及
び
専
用
住
宅
地
で
構
成
す
る
。

 
 

 
 

 
・

高
度

利
用

住
宅

地
は

、
千

歳
市

の
中

心
商

業
業

務
地

の
周

辺
や

恵
庭

市
の

地
域

商
業

業
務

地

の
周

辺
に

配
置

し
、

中
高

層
住

宅
を

主
体

と
し

多
様

な
都

市
機

能
と

複
合

化
し

た
利

便
性

の

高
い

住
宅

地
を

形
成

す
る

。
ま

た
、

恵
庭

市
の

高
度

利
用

住
宅

地
に

つ
い

て
は

、
住

宅
の

更

新
な
ど

に
合
わ
せ
て
土
地
の
高
度
利
用
の
促
進
や
市
街
地
環
境
の
改
善
を
図
る
。

 
・

一
般

住
宅

地
は

、
高

度
利

用
住

宅
地

の
周

辺
や

幹
線

道
路

の
沿

道
、

千
歳

市
の

地
域

商
業

業

務
地

の
周

辺
な

ど
に

配
置

し
、

生
活

利
便

施
設

や
医

療
・

福
祉

施
設

、
公

共
公

益
施

設
等

が

適
切

に
配

置
さ

れ
た

、
良

好
な

住
環

境
の

形
成

を
図

る
。

ま
た

、
恵

庭
市

の
一

般
住

宅
地

の

う
ち

、
都

市
基

盤
施

設
が

未
整

備
の

ま
ま

土
地

利
用

が
進

ん
で

き
た

住
宅

地
に

つ
い

て
は

、

こ
れ
ら
の
施
設
の
整
備
を
進
め
、
住
環
境
の
改
善
を
図
る
。

 
 

 
 

 
・

専
用

住
宅

地
は

、
千

歳
市

の
自

由
ヶ

丘
地

区
、

桜
木

地
区

、
北

光
地

区
、

北
陽

地
区

、
J
R

長

都
駅

前
及

び
周

辺
地

区
、

桂
木

地
区

、
新

星
地

区
、

恵
庭

市
の

恵
み

野
地

区
、

美
咲

野
地

区
、

黄
金

地
区

な
ど

に
配

置
し

、
低

層
専

用
住

宅
を

主
体

と
し

た
ゆ

と
り

あ
る

住
環

境
の

維

持
、
保

全
を
図
る
。

 
 

 
 

 
・

千
歳

市
の

泉
沢

向
陽

台
地

区
等

に
は

、
臨

森
林

型
住

宅
地

の
専

用
住

宅
を

配
置

し
、

周
辺

の

森
林
環

境
を
生
か
し
た
ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
低
層
専
用
住
宅
地
を
配
置
す
る
。

 
 

 
 

 
・

今
後

、
整

備
さ

れ
る

住
宅

地
に

つ
い

て
は

、
地

区
特

性
等

を
踏

ま
え

必
要

に
応

じ
て

地
区

計

画
等

を
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
計

画
的

に
良

好
な

住
環

境
の

形
成

を
図

る
と

と
も

に
、

生

活
利
便

施
設
等
の
立
地
に
つ
い
て
、
適
切
な
規
模
及
び
配
置
と
な
る
よ
う
誘
導
に
努
め
る
。

 
 

         

Ⅲ
 

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

方
針

 
１

．
 

土
地

利
用

に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
 

 
（
１

）
主

要
用

途
の

配
置

の
方

針
 

          ①
 

住
宅

地
 

千
歳

市
の

住
宅

地
は

、
都

心
周

辺
住

宅
地

、
一

般
住

宅
地

、
低

層
住

宅
地

及
び

臨
森

林
型

住

宅
地
で
構
成
す
る
。

 
・

既
存

の
中

心
商

業
業

務
地

周
辺

に
は

、
都

心
周

辺
住

宅
地

と
し

て
、

中
高

層
住

宅
を

主
体

と

し
、

商
業

施
設

、
業

務
施

設
等

が
適

切
に

混
在

す
る

利
便

性
が

高
く

に
ぎ

わ
い

の
あ

る
住

宅

地
を
配
置
す
る
。

 
・

都
心

周
辺

住
宅

地
の

周
辺

、
地

域
中

心
商

業
業

務
地

の
周

辺
、

都
市

内
幹

線
道

路
の

沿
道

に

は
、

低
層

住
宅

、
中

層
住

宅
を

主
体

と
し

、
商

店
や

医
療

福
祉

施
設

な
ど

公
共

公
益

施
設

が

身
近

に
配

置
さ

れ
る

な
ど

、
利

便
性

が
高

く
、

複
合

的
な

土
地

利
用

を
図

る
住

宅
地

を
配

置

す
る
。
 

・
既

存
住

宅
地

の
自

由
ヶ

丘
、

桜
木

、
北

光
、

北
陽

、
長

都
駅

前
、

桂
木

、
新

星
、

泉
沢

向
陽

台
地

区
及

び
現

在
に

お
い

て
市

街
地

整
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

Ｊ
Ｒ

長
都

駅
周

辺
地

区
や

、

北
信

濃
な

ど
の

住
宅

市
街

地
に

つ
い

て
は

、
低

層
住

宅
地

と
し

て
、

低
層

住
宅

を
主

体
と

し

た
ゆ
と
り
と
お
ち
つ
き
の
あ
る
住
宅
地
を
配
置
す
る
。
 

・
泉

沢
向

陽
台

等
に

は
、

臨
森

林
型

住
宅

地
と

し
て

、
市

街
地

周
辺

の
森

林
環

境
を

い
か

し
た

ゆ
と
り
と
潤
い
の
あ
る
住
宅
地
を
配
置
す
る
。
 

 恵
庭

市
の

住
宅

地
は

中
心

商
業

・
業

務
地

及
び

地
域

中
心

商
業

・
業

務
地

周
辺

住
宅

地
、

一

般
住
宅
地
、
専
用
住
宅
地
で
構
成
す
る
。

 
・

中
心

商
業

・
業

務
地

及
び

地
域

中
心

商
業

・
業

務
地

周
辺

は
、

中
高

層
住

宅
を

主
体

と
し

た

商
業

・
業

務
施

設
等

の
混

在
す

る
利

便
性

の
高

い
住

宅
地

と
す

る
。

古
く

か
ら

市
街

地
を

形

成
し

て
い

る
住

宅
地

は
、

商
業

・
業

務
機

能
の

強
化

、
公

営
住

宅
の

建
替

え
、

住
宅

地
の

更

新
な
ど
に
合
わ
せ
高
度
利
用
を
促
進
し
、
細
街
路
な
ど
の
地
区
環
境
改
善
を
図
る
。

 
・

中
心

商
業

・
業

務
地

及
び

地
域

中
心

商
業

・
業

務
地

周
辺

住
宅

地
の

周
辺

及
び

都
市

内
幹

線

道
路

の
沿

道
は

、
低

・
中

層
住

宅
を

主
体

と
し

、
商

業
施

設
や

公
共

公
益

施
設

な
ど

が
適

切

に
配

置
さ

れ
、

利
便

性
の

よ
い

落
ち

着
き

の
あ

る
住

宅
地

と
す

る
。

  
ま

た
、

都
市

基
盤

施

設
が

未
整

備
の

ま
ま

個
別

開
発

が
進

め
ら

れ
た

既
成

市
街

地
地

区
な

ど
の

住
宅

地
は

、
小

規

模
地

区
単

位
で

き
め

細
か

く
基

盤
施

設
や

生
活

関
連

施
設

の
整

備
を

進
め

、
長

期
的

な
見

地

で
環
境
改
善
を
図
る
。

 
・

近
年

土
地

区
画

整
理

事
業

や
大

規
模

開
発

行
為

に
よ

り
計

画
的

に
開

発
整

備
が

行
わ

れ
た

恵

み
野

地
区

な
ど

の
低

層
住

宅
地

は
、

今
後

と
も

良
好

な
住

環
境

を
維

持
、

保
全

し
て

い
く

。
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    ②
 商

業
業

務
地

 
・
本

区
域

の
商

業
業

務
地

は
、

中
心

商
業

業
務

地
、

地
域

商
業

業
務

地
及

び
沿

道
商

業
業

務
地

で
構

成
す

る
。
 

・
中

心
商

業
業

務
地

は
、

千
歳

市
の

J
R

千
歳

駅
周

辺
に

配
置

し
、

多
様

な
経

済
活

動
や

事
業

活
動

、

人
の

交
流

が
行

わ
れ

る
広

域
的

か
つ

総
合

的
な

拠
点

の
形

成
を

図
る

。
 

・
地

域
商

業
業

務
地

は
、

千
歳

市
の

J
R

長
都

駅
周

辺
、

泉
沢

タ
ウ

ン
セ

ン
タ

ー
地

区
、

恵
庭

市
の

J
R

恵
庭

駅
周

辺
及

び
漁

町
地

区
と

J
R

島
松

駅
、
J
R

恵
み

野
駅

の
各

周
辺

に
配

置
し

、
日

常
生

活
圏

に
お

け
る

生
活

利
便

性
等

の
確

保
や

住
民

の
健

康
増

進
や

文
化

の
享

受
に

資
す

る
土

地
利

用
を

図
る

。
 

・
沿

道
商

業
業

務
地

は
、
3
･2

･3
号

国
道

3
6

号
（
国

道
3
6

号
）
、
3･
3
･7

号
中

央
大

通
の

う
ち

北
信

濃

地
区

か
ら

北
栄

地
区

及
び

本
町

地
区

に
か

け
て

の
沿

道
な

ど
、

主
要

幹
線

道
路

等
の

沿
道

に
配

置

し
、

背
後

地
の

住
環

境
等

に
配

慮
し

つ
つ

沿
道

に
お

け
る

利
便

性
の

向
上

を
図

る
。
 

  

            ③
 

工
業

・
流

通
業

務
地

 
・
本
区
域
に
お
け
る
工
業
・
流
通
業
務
地
は
、
一
般
工
業
地
及
び
流
通
業
務
地
で
構
成
す
る
。

 
・

千
歳

市
の

工
業

・
流

通
業

務
地

に
つ

い
て

は
、

千
歳

・
苫

小
牧

地
方

拠
点

都
市

地
域

基
本

計

画
な

ど
と

整
合

性
を

図
り

な
が

ら
新

千
歳

空
港

の
機

能
の

強
化

に
合

わ
せ

、
主

要
幹

線
道

路

の
整

備
を

進
め

、
製

造
業

や
先

端
技

術
産

業
、

流
通

加
工

機
能

等
の

集
積

を
図

る
こ

と
と

し
、

恵
庭

市
の

工
業

・
流

通
業

務
地

に
つ

い
て

は
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

事
業

を
推

進
し

、
既

存

の
食

品
・

物
流

関
連

産
業

等
を

中
心

と
す

る
工

業
集

積
と

と
も

に
、

今
後

は
先

端
産

業
及

び

ベ
ン

チ
ャ

ー
企

業
の

立
地

を
促

進
し

て
い

く
。

ま
た

、
ス

ポ
ー

ツ
・

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

機

能
の
導
入
や
公
園
・
緑
地
の
配
置
な
ど
潤
い
の
あ
る
操
業
環
境
の
創
出
を
図
る
。

 
・

一
般

工
業

地
は

、
千

歳
市

の
北

信
濃

地
区

、
上

長
都

地
区

、
美

々
地

区
、

泉
沢

地
区

な
ど

に

配
置

し
、

製
造

加
工

業
を

主
体

と
し

た
内

陸
型

工
業

地
や

新
千

歳
空

港
へ

の
近

接
性

、
緑

豊

か
な
環
境
を
生
か
し
た
多
機
能
複
合
型
工
業
地
を
形
成
す
る
。

 
・

恵
庭

市
の

恵
庭

テ
ク

ノ
パ

ー
ク

に
は

一
般

工
業

地
を

配
置

し
、

一
般

企
業

の
誘

致
の

ほ
か

、

ま
た

、
新

た
に

開
発

さ
れ

る
住

宅
地

は
、

地
区

の
特

性
に

応
じ

地
区

計
画

制
度

等
を

活
用

し

て
用

途
純

化
を

図
る

な
ど

に
よ

り
、

良
好

な
住

環
境

の
形

成
を

図
る

と
と

も
に

、
地

域
住

民

の
利
便
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
適
切
な
規
模
の
商
業
施
設
の
誘
導
に
努
め
る
。

 
 

②
 

商
業

地
 

千
歳

市
の

商
業

地
は

、
中

心
商

業
業

務
地

、
地

域
中

心
商

業
業

務
地

、
産

業
支

援
交

流
業

務
地

及
び
幹
線
道
路
沿
道
商
業
業
務
地
で
構
成
す
る
。
 

・
千

歳
駅

周
辺

は
、

中
心

商
業

業
務

地
と

し
て

、
人

の
流

れ
が

集
中

し
、

多
様

な
都

市
活

動
が

展

開
さ
れ
る
広
域
的
、
総
合
的
な
都
市
活
動
拠
点
の
形
成
を
図
る
。
 

・
長

都
駅

周
辺

、
泉

沢
地

域
中

心
部

は
、

地
域

中
心

商
業

業
務

地
と

し
て

、
中

心
商

業
業

務
地

を

補
完
し
、
市
民
の
日
常
的
な
活
動
を
支
え
る
都
市
活
動
拠
点
の
形
成
を
図
る
。
 

・
南

千
歳

駅
周

辺
、

美
々

地
区

、
流

通
地

区
付

近
は

、
産

業
支

援
交

 
 

流
業

務
地

と
し

て
、

中

心
商

業
業

務
地

を
補

完
し

、
生

産
、

物
流

、
学

術
研

究
の

活
動

を
支

え
る

都
市

活
動

拠
点

の
形

成
を
図
る
。
 

・
3
・
2
・
3
号

国
道

3
6
号
（
国
道

3
6
号
）
及
び

3
・
3
・
7
号
中
央
大
通
沿
道
の
北
信
濃
か
ら
北
栄

及
び

本
町

に
か

け
て

の
幹

線
道

路
沿

道
は

、
幹

線
道

路
沿

道
商

業
業

務
地

と
し

て
、

交
通

利
便

性
に
優
れ
た
商
業
業
務
地
の
形
成
を
図
る
。
 
 
 

恵
庭

市
の

商
業

地
は

、
中

心
商

業
・

業
務

地
、

地
域

中
心

商
業

・
業

務
地

、
沿

道
商

業
・

業
務

地
で
構
成
す
る
。
 

・
現

在
漁

町
周

辺
に

形
成

さ
れ

て
い

る
既

存
商

業
・

業
務

地
の

機
能

を
強

化
し

、
J
R

恵
庭

駅
周

辺

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
中

心
商

業
・

業
務

地
と

し
て

、
土

地
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

に
見

合
っ

た
合

理
的

な
土

地
利

用
を

図
る

。
ま

た
、

恵
庭

の
顔

と
し

て
個

性
あ

る
商

業
の

近
代

化
、

高
度

化
を

推
進

す
る

と
と

も
に

快
適

で
親

し
み

の
あ

る
歩

行
者

空
間

の
整

備
を

促
進

す
る

。
具

体
的

に
は

商
業

力
の

集
約

、
購

買
力

の
集

積
、

諸
施

設
と

の
関

連
づ

け
な

ど
、

個
性

豊
な

自
立

性
の

高
い
商
業
基
盤
の
再
構
築
を
目
指
す
。
 

・
恵

庭
、

島
松

、
恵

み
野

の
地

域
中

心
商

業
・

業
務

地
は

、
日

常
最

寄
品

の
み

な
ら

ず
、

健
康

、

文
化
機
能
も
取
り
込
ん
だ
魅
力
的
な
生
活
中
心
地
区
を
目
指
す
。
 

・
国

道
等

の
主

要
幹

線
沿

い
は

、
沿

道
商

業
・

業
務

地
と

し
て

、
自

動
車

利
用

者
及

び
周

辺
居

住

者
に
対
す
る
日
常
的
な
商
業
サ
ー
ビ
ス
施
設
の
整
備
を
図
る
。
 

 ③
 

工
業

地
 

千
歳

市
の

工
業

地
は

、
道

央
地

域
高

度
技

術
産

業
集

積
活

性
化

計
画

、
千

歳
・

苫
小

牧
地

方

拠
点

都
市

地
域

基
本

計
画

な
ど

と
整

合
性

を
図

り
な

が
ら

新
千

歳
空

港
の

発
展

に
あ

わ
せ

、
空

港
機

能
の

強
化

と
主

要
幹

線
道

路
の

整
備

を
進

め
、

製
造

業
、

先
端

技
術

産
業

、
流

通
加

工
機

能
の
集
積
を
図
る
。

 
用

途
の

配
置

方
針

と
し

て
は

、
北

信
濃

地
区

、
上

長
都

地
区

、
美

々
地

区
の

鉄
道

以
南

に
、

製
造

、
加

工
を

主
体

と
し

た
内

陸
型

の
生

産
系

工
業

地
を

配
置

し
、

流
通

、
清

流
、

根
志

越
、

祝
梅

、
柏

台
に

は
、

広
域

的
な

交
通

利
便

性
を

い
か

し
た

物
流

を
主

体
と

し
た

物
流

・
住

居
調

和
型
工
業
地
を
配
置
す
る
。

 
ま

た
、

泉
沢

、
柏

台
、

美
々

等
に

は
、

新
千

歳
空

港
へ

の
近

接
性

、
緑

豊
か

な
環

境
を

い
か

し
た

、
多

機
能

複
合

型
工

業
地

を
配

置
す

る
と

と
も

に
、

北
海

道
縦

貫
自

動
車

道
に

お
け

る
空

港
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
の

設
置

を
検

討
す

る
こ

と
を

念
頭

に
、

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

と
一

体
的

に
連
携
を
図
る
広
域
物
流
拠
点
な
ど
の
形
成
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。
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イ
ン

キ
ュ

ベ
ー

ト
機

能
の

増
進

や
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

の
受

け
入

れ
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

既

存
企

業
が

新
技

術
等

の
導

入
に

よ
り

新
規

事
業

を
立

ち
上

げ
る

な
ど

の
産

業
振

興
を

支
援

す

る
。

 
・

流
通

業
務

地
は

、
千

歳
市

の
流

通
地

区
及

び
清

流
地

区
に

配
置

し
、

広
域

的
な

交
通

利
便

性

の
高
さ
を
生
か
す
と
と
も
に
、
周
辺
の
住
環
境
に
配
慮
し
た
流
通
業
務
地
の
形
成
を
図
る
。

 
  

   

 

 ④
 

産
業

支
援

・
交

流
業

務
地

 
・
本
区
域
の
産
業
支
援
・
交
流
業
務
地
は
千
歳
市
の

J
R
南
千
歳
駅
周
辺
、
美
々
地
区
、
流
通
地

区
に

配
置

し
、

中
心

商
業

業
務

地
を

補
完

し
、

生
産

、
物

流
、

学
術

研
究

の
活

動
を

支
え

る

都
市
活
動
拠
点
の
形
成
を
図
る
。
 

 

（
２

）
 市

街
地

に
お

け
る

建
築

物
の

密
度

の
構

成
に

関
す

る
方

針
 

・
中

心
商

業
業

務
地

や
官

公
庁

が
立

地
す

る
地

区
に

つ
い

て
は

、
各

機
能

の
集

積
に

よ
る

効
果

を

高
め
る
た

め
高
密
度
で
の
土
地
利
用
を
推
進
す
る
。

 
・

中
層

公
営

住
宅

を
計

画
的

に
配

置
す

る
千

歳
市

の
末

広
地

区
及

び
緑

町
地

区
並

び
に

公
営

住
宅

の
建

替
事

業
を

図
る

恵
庭

市
の

恵
央

地
区

に
つ

い
て

は
､
公

共
空

間
や

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

の

適
切
な
確

保
を
図
り
な
が
ら
高
密
度
で
の
土
地
利
用
を
進
め
る
。

 
・

計
画

的
な

住
宅

地
の

開
発

が
行

わ
れ

た
千

歳
市

の
泉

沢
地

区
、

清
流

地
区

、
北

陽
地

区
､
勇

舞
地

区
、

現
在

、
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
千

歳
市

の
お

さ
つ

駅
み

ど
り

台
地

区
、

北
陽

高
校

前
地

区
、

あ
ず

さ
地

区
、

恵
庭

市
の

恵
み

野
地

区
、

黄
金

地
区

、
美

咲
野

地
区

な
ど

に
つ

い
て

は
、

低
密
度
で
の
土
地
利
用
に
よ
り
、
ゆ
と
り
あ
る
良
好
な
住
環
境
の
維
持
、
形
成
を
図
る
。

 
 

  

（
３

）
 市

街
地

に
お

け
る

住
宅

建
設

の
方

針
 

・
本

区
域

に
お

け
る

公
共

賃
貸

住
宅

に
つ

い
て

は
、

千
歳

市
公

営
住

宅
ス

ト
ッ

ク
総

合
活

用
計

画

及
び

恵
庭

市
公

営
住

宅
整

備
活

用
計

画
に

基
づ

き
、

計
画

的
に

建
替

事
業

を
推

進
し

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

に
つ

い
て

も
、

高
齢

化
社

会
に

対
応

し
た

公
共

賃
貸

住
宅

の
整

備
を

進
め

る
と

と
も

に
、

住
宅

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

見
直

し
及

び
新

た
に

策
定

予
定

の
公

営
住

宅
長

寿
命

化
計

画
な

ど
に

よ
り

、
今

後
の

公
営

住
宅

の
建

替
や

既
存

ス
ト

ッ
ク

の
有

効
利

用
を

図
る

も
の

と
す
る
。

 
 

  （
４

）
 市

街
地

に
お

い
て

特
に

配
慮

す
べ

き
問

題
等

を
有

す
る

市
街

地
の

土
地

利
用

の
方

針
 

①
 土

地
の

高
度

利
用

に
関

す
る

方
針

 
・

中
心

商
業

業
務

地
に

つ
い

て
は

、
土

地
の

高
度

利
用

の
促

進
と

都
市

機
能

の
向

上
、

建
築

物

恵
庭

市
の

工
業

地
は

、
道

央
地

域
高

度
技

術
産

業
集

積
活

性
化

計
画

及
び

恵
庭

ハ
イ

コ
ン

プ

レ
ッ

ク
ス

シ
テ

ィ
構

想
の

実
現

を
目

指
し

､
既

存
の

食
品

・
住

宅
関

連
産

業
を

中
心

と
す

る
工

業

集
積
と
と
も
に
､
今
後
は
先
端
産
業
及
び
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立
地
を
促
進
し
て
い
く
。

 
恵

庭
テ

ク
ノ

パ
ー

ク
の

拡
張

整
備

を
進

め
、

一
般

企
業

誘
致

は
も

と
よ

り
、

リ
サ

ー
チ

コ
ア

の
イ

ン
キ

ュ
ベ

ー
タ

ー
な

ど
か

ら
成

長
し

、
企

業
化

に
成

功
し

た
ベ

ン
チ

ャ
ー

企
業

を
受

け
入

れ
る

と
と

も
に

、
既

存
の

企
業

が
新

技
術

を
利

用
し

た
新

規
事

業
を

開
始

す
る

場
と

し
て

位
置

付
け
る
。

 
工

業
地

の
イ

メ
ー

ジ
も

今
ま

で
の

製
造

業
中

心
の

工
業

群
か

ら
､
ス

ポ
ー

ツ
･
レ

ク
リ

エ
ー

シ

ョ
ン
、
公
園
･
緑
地
に
包
ま
れ
た
潤
い
の
あ
る
環
境
を
創
出
し
て
い
く
。

 
ま

た
、

工
業

地
の

中
で

一
定

程
度

は
流

通
業

務
用

地
と

し
て

供
さ

れ
て

き
て

い
る

が
、

今
後

予
想

さ
れ

る
流

通
量

の
増

大
に

対
応

す
る

た
め

、
主

要
幹

線
道

路
沿

い
な

ど
に

流
通

業
務

地
を

配
置
す
る
。

 
   

 

 （
２

）
 市

街
地

に
お

け
る

建
築

物
の

密
度

構
成

に
関

す
る

方
針

 
中

心
商

業
業

務
地

に
お

け
る

市
役

所
な

ど
官

公
庁

が
立

地
す

る
地

区
は

、
各

機
能

の
集

積
に

よ

る
効

果
を

高
め

る
た

め
高

密
度

利
用

を
進

め
、

ま
た

、
百

貨
店

､
量

販
店

、
専

門
店

な
ど

が
立

地
す

る
地

区
は

、
魅

力
あ

る
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
ゾ

ー
ン

を
形

成
す

る
た

め
､
商

店
街

近
代

化
な

ど
に

よ
り

魅

力
あ
る
商
業
空
間
を
創
造
す
る
と
と
も
に
高
密
度
利
用
を
図
る
。

 
計

画
的

に
中

層
公

営
住

宅
を

配
置

す
る

千
歳

市
の

新
富

地
区

、
花

園
地

区
、

末
広

地
区

並
び

に

恵
庭

市
の

恵
央

地
区

の
建

替
事

業
地

区
は

､
公

共
空

間
の

確
保

を
図

り
な

が
ら

高
密

度
利

用
を

進
め

る
。

 
ま

た
､
計

画
的

に
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
千

歳
市

の
泉

沢
地

区
、

清
流

・
幸

福
地

区
、

北
陽

地

区
､
あ
ず
さ
地
区
､
及
び

JR
長
都

駅
周
辺
地
区
な
ど
の
住
宅
地
、
恵
庭
市
の
恵
み
野
地
区
、
黄
金
戸

磯
地

区
、

牧
場

川
沿

地
区

な
ど

の
住

宅
地

は
、

低
密

度
利

用
を

図
り

、
良

好
な

居
住

環
境

の
維

持

形
成
を
図
る
。

 
 

（
３

）
 市

街
地

に
お

け
る

住
宅

建
設

の
方

針
 

本
区

域
に

お
け

る
住

宅
建

設
に

つ
い

て
は

、
Ｊ

Ｒ
長

都
駅

周
辺

地
区

や
黄

金
戸

磯
地

区
等

に
お

い
て

良
好

な
宅

地
供

給
が

行
わ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

が
、

公
共

賃
貸

住
宅

に
つ

い
て

は
、

老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

現
状

か
ら

、
千

歳
市

公
共

賃
貸

住
宅

再
生

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
及

び
恵

庭
市

公

共
賃

貸
住

宅
再

生
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

に
基

づ
き

、
建

替
事

業
を

推
進

し
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
る

。

今
後

に
つ

い
て

も
、

北
国

の
風

土
に

あ
っ

た
居

住
環

境
の

優
れ

た
住

宅
づ

く
り

や
宅

地
供

給
を

促

進
し

、
こ

れ
か

ら
の

高
齢

化
社

会
に

対
応

す
る

時
代

に
あ

っ
た

公
共

賃
貸

住
宅

づ
く

り
を

進
め

る

と
と

も
に

、
千

歳
市

に
お

い
て

は
住

宅
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
策

定
す

る
な

ど
、

住
宅

・
宅

地
対

策

の
充
実
を
図
る
も
の
と
す
る
。

 
 

（
４

）
 市

街
地

に
お

い
て

特
に

配
慮

す
べ

き
問

題
等

を
有

す
る

市
街

地
の

土
地

利
用

の
方

針
 

①
 土

地
の

高
度

利
用

に
関

す
る

方
針

 
・

中
心

商
業

業
務

地
に

つ
い

て
は

、
有

効
な

土
地

利
用

の
促

進
と

都
市

機
能

の
向

上
及

び
建

築
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の
不
燃
化
を
図
る
と
と
も
に
、
魅
力
あ
る
良
好
な
都
市
空
間
を
創
出
に
努
め
る
。
特
に

J
R
千

歳
駅

付
近

を
駅

前
交

流
拠

点
と

し
、

主
要

幹
線

道
路

沿
道

で
の

商
業

・
業

務
機

能
と

居
住

機
能

の
複

合
化

に
よ

る
都

心
機

能
や

沿
道

サ
ー

ビ
ス

機
能

の
強

化
、

魅
力

あ
る

商
業

空
間

の
創

出
を
図
る
。
 

・
千
歳
市
の

J
R
長
都
駅
周
辺
や
泉
沢
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
域
商
業
業
務
地

と
し
て
、
日
常
生
活
圏
に
お
け
る
利
便
性
の
向
上
に
資
す
る
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
。
 

・
恵
庭
市
の

J
R
恵
庭
駅
周
辺
に
つ
い
て
は
、
市
の
玄
関
口
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
商
業
・
業
務
機

能
の
集
積
を
促
進
す
る
た
め
、
土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
。
 

・
千

歳
市

の
末

広
地

区
及

び
緑

町
地

区
並

び
に

恵
庭

市
の

恵
央

地
区

の
公

営
住

宅
に

つ
い

て

は
、

計
画

的
な

建
替

事
業

等
の

促
進

に
よ

り
土

地
の

高
度

利
用

を
進

め
る

と
と

も
に

、
オ

ー

プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
を
適
切
に
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
住
環
境
の
改
善
を
図
る
。
 

  

    

 

 

 

  ②
 用

途
転

換
、

用
途

純
化

又
は

用
途

の
複

合
化

に
関

す
る

方
針

 
・
中
心
商
業
業
務
地
や

J
R
長
都
駅
周
辺
及
び
泉
沢
地
域
の
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
地
区
周
辺
に
つ
い

て
は

、
周

辺
住

民
の

ニ
ー

ズ
や

土
地

利
用

の
動

向
等

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
用

途
転

換

や
用

途
の

複
合

化
を

図
る

こ
と

に
よ

り
、

多
様

な
都

市
機

能
の

集
積

や
商

業
業

務
機

能
の

増

進
を
図
る
。
 

・
一

定
規

模
の

未
利

用
地

に
つ

い
て

、
周

辺
住

民
の

ニ
ー

ズ
等

を
踏

ま
え

た
生

活
利

便
施

設
の

立
地

な
ど

、
用

途
転

換
や

用
途

の
複

合
化

を
図

る
場

合
に

は
、

地
区

計
画

等
を

活
用

し
計

画

的
な
土
地
利
用
の
誘
導
に
努
め
る
。
 

・
恵

庭
市

の
J
R

恵
庭

駅
周

辺
は

､
多

く
の

人
々

が
集

い
交

流
す

る
魅

力
的

な
地

域
拠

点
の

形
成

を
進
め
る
た
め
、
用
途
転
換
や
用
途
の
複
合
化
を
図
る
。
 

・
本

区
域

の
幹

線
道

路
の

沿
道

に
つ

い
て

は
、

背
後

地
の

住
環

境
や

工
業

地
の

操
業

環
境

等
に

配
慮
し
、
地
区
特
性
に
応
じ
た
用
途
転
換
を
図
る
。
 

  

         

物
の

不
燃

化
を

図
り

、
あ

わ
せ

て
公

共
施

設
の

整
備

と
良

好
な

都
市

空
間

を
確

保
す

る
た

め
、
市
街
地
再
開
発
を
促
進
し
、
高
度
利
用
を
進
め
る
。

 
・

千
歳

市
に

お
い

て
は

、
Ｊ

Ｒ
千

歳
駅

付
近

を
駅

前
交

流
拠

点
と

し
、

国
道

な
ど

の
沿

道
で

は

中
高

層
の

商
業

業
務

施
設

・
住

宅
を

主
体

と
し

た
都

心
型

商
業

業
務

機
能

の
強

化
や

沿
道

商

業
サ

ー
ビ

ス
機

能
の

強
化

、
魅

力
あ

る
商

業
空

間
を

創
出

す
る

た
め

に
、

高
度

利
用

を
図

る
。

ま
た

、
Ｊ

Ｒ
長

都
駅

付
近

は
鉄

道
南

側
の

工
業

地
と

北
側

の
住

宅
地

か
ら

な
る

地
域

で

あ
り

、
地

域
中

心
機

能
の

強
化

を
図

る
た

め
鉄

道
高

架
も

含
め

て
総

合
的

な
再

整
備

を
行

う

必
要

が
あ

り
、

Ｊ
Ｒ

長
都

駅
を

中
心

に
駅

・
交

通
施

設
の

整
備

を
促

進
し

、
駅

と
連

携
し

た

商
業

業
務

等
の

利
便

施
設

、
公

共
公

益
施

設
の

集
積

と
土

地
の

高
度

利
用

に
よ

り
、

利
便

性

の
高

い
地

域
の

拠
点

形
成

を
図

る
。

こ
の

ほ
か

、
泉

沢
地

域
の

タ
ウ

ン
セ

ン
タ

－
地

区
に

お

い
て

は
、

地
域

の
生

活
、

生
産

活
動

の
中

心
と

し
て

、
３

・
２

・
８

号
真

町
泉

沢
大

通
の

白

樺
２

丁
目

、
里

美
２

丁
目

付
近

及
び

３
・

２
・

８
号

真
町

泉
沢

大
通

と
３

・
４

・
４

４
号

泉

沢
学

園
通

の
交

差
点

付
近

に
お

け
る

土
地

の
高

度
利

用
と

公
共

公
益

施
設

の
集

積
に

よ
る

機

能
の
充
実
を
図
る
。

 
・

恵
庭

市
に

お
い

て
は

、
Ｊ

Ｒ
恵

庭
駅

周
辺

に
つ

い
て

土
地

利
用

の
高

度
化

を
推

進
す

る
と

と

も
に
、
市
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
商
業
・
業
務
機
能
の
集
積
を
図
る
。

 
・

千
歳

市
の

新
富

地
区

、
花

園
地

区
、

末
広

地
区

並
び

に
恵

庭
市

の
恵

央
地

区
の

低
層

公
営

住

宅
に

つ
い

て
は

、
建

替
事

業
等

の
促

進
に

よ
り

高
度

利
用

を
進

め
、

居
住

環
境

の
改

善
を

図

る
。

 

 

 ②
 用

途
転

換
、

用
途

純
化

又
は

用
途

の
複

合
化

に
関

す
る

方
針

 
・

千
歳

市
の

Ｊ
Ｒ

千
歳

駅
周

辺
は

、
商

業
サ

ー
ビ

ス
需

要
の

高
ま

り
か

ら
、

中
心

商
業

業
務

地

と
し

て
形

成
し

、
JＲ

長
都

駅
周

辺
は

、
利

便
性

の
高

い
地

域
の

中
心

核
と

し
て

、
地

域
中

心

商
業
業
務
地
の
形
成
に
向
け
た
用
途
転
換
を
図
る
。

 
・

泉
沢

地
域

の
タ

ウ
ン

セ
ン

タ
－

地
区

周
辺

に
お

い
て

は
、

中
層

 
 

 
住

宅
や

商
店

、
福

祉

医
療

施
設

な
ど

の
公

共
公

益
施

設
が

身
近

に
配

置
さ

れ
る

利
便

性
が

高
い

地
区

整
備

な
ど

を

行
う
た
め
、
用
途
転
換
や
用
途
の
複
合
化
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

 
  ・

新
千

歳
空

港
周

辺
地

域
に

お
け

る
工

業
地

で
は

、
空

港
の

交
通

利
便

性
を

背
景

と
し

た
地

域

の
優
位
性
を
よ
り
高
め
る
た
め
の
土
地
利
用
を
検
討
し
、
用
途
転
換
を
図
る
。

 
 ・
恵

庭
市

の
Ｊ

Ｒ
恵

庭
駅

周
辺

は
､
多

く
の

人
々

が
集

い
交

流
す

る
活

力
と

魅
力

あ
る

地
域

拠
点

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
用
途
転
換
や
用
途
の
複
合
化
を
図
る
。

 
・

本
区

域
の

幹
線

道
路

沿
の

地
区

に
つ

い
て

は
、

後
背

住
宅

地
及

び
工

業
団

地
の

環
境

を
配

慮

し
、

地
区

の
特

性
に

応
じ

た
用

途
転

換
を

図
る

。
特

に
、

現
在

整
備

が
進

め
ら

れ
て

い
る

３
・

２
・

６
３

号
道

央
新

道
（

道
央

圏
連

絡
道

路
・

国
道

３
３

７
号

）
、

３
・

２
・

５
４

号
空

港
泉

沢
大

通
（

道
道

泉
沢

新
千

歳
空

港
線

）
、

３
・

２
・

２
６

号
美

々
駒

里
大

通
（

道
道

早
来

千
歳

線
）

沿
道

に
お

い
て

は
、

今
後

の
交

通
需

要
の

増
大

に
応

じ
た

沿
道

整
備

が
不

可
欠

で

あ
り

、
地

区
の

特
性

を
最

大
限

に
生

か
し

た
土

地
利

用
の

た
め

の
用

途
配

置
等

を
行

う
も

の

と
す
る
。

 
・

市
街

地
に

点
在

す
る

工
場

等
不

適
格

建
築

物
に

つ
い

て
は

、
移

転
を

促
進

し
、

用
途

純
化

を

図
る
。
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③
 居

住
環

境
の

改
善

又
は

維
持

に
関

す
る

方
針

 
・

既
存

の
中

心
商

業
業

務
地

周
辺

に
あ

る
老

朽
高

密
住

宅
地

は
、

商
業

機
能

の
集

積
、

拡
大

に

あ
わ
せ
、
建
替
え
と
高
度
利
用
及
び
不
燃
化

を
促
進
し
、
地
区
環
境
の
改
善
を
図
る
。

 
・

耐
震

性
が

確
保

さ
れ

て
い

な
い

老
朽

住
宅

等
に

お
い

て
は

、
耐

震
化

の
促

進
に

取
り

組
み

、

建
替
え
に
あ
わ
せ
長
期
優
良
住
宅
等
の
推
進
を
行
い
、
居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
。

 
・

千
歳

市
の

航
空

機
騒

音
の

影
響

を
受

け
る

準
工

業
地

域
の

う
ち

、
主

に
住

宅
系

の
土

地
利

用

が
図
ら
れ
て
い
る
地
区
に
つ
い
て
は
、
住
宅
地
と
し
て
の
環
境
の
保
全
を
推
進
す
る
。

 
 ・

老
朽

化
し

た
公

営
住

宅
が

立
地

す
る

千
歳

市
の

末
広

地
区

、
富

丘
地

区
並

び
に

恵
庭

市
の

恵

央
地
区
の
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
建
替
事

業
に
よ
り
良
好
な
住
環
境
の
形
成
を
図
る
。

 
 ・

計
画

的
に

開
発

が
行

わ
れ

た
千

歳
市

の
泉

沢
地

区
、

清
流

地
区

、
北

陽
地

区
､
勇

舞
地

区
及

び

現
在

開
発

が
進

め
ら

れ
て

い
る

、
お

さ
つ

駅
み

ど
り

台
地

区
や

北
陽

高
校

前
地

区
及

び
あ

ず

さ
地

区
、

恵
庭

市
の

恵
み

野
地

区
、

黄
金

地
区

、
美

咲
野

地
区

な
ど

の
住

宅
地

は
、

地
区

計

画
等
に
よ
り
引
き
続
き
良
好
な
居
住
環
境
の
維
持
形
成
に
努
め
る
こ
と
と
す
る
。

 
 

④
 市

街
化

区
域

内
の

緑
地

又
は

都
市

の
風

致
の

維
持

に
関

す
る

方
針

 
・

本
区

域
の

市
街

地
部

で
は

、
千

歳
川

や
漁

川
を

は
じ

め
と

す
る

多
く

の
河

川
が

市
街

化
区

域
内

を
貫

流
し

、
市

街
地

の
縁

辺
部

も
含

め
て

自
然

環
境

が
多

く
残

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

特
徴

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
市

街
地

整
備

に
当

た
っ

て
も

こ
れ

ら
の

環
境

を
生

か
し

て
い

く
こ

と
を

基
本

に
、

市
街

地
の

水
辺

、
樹

林
、

斜
面

等
の

緑
地

に
つ

い
て

は
、

都
市

と
し

て
守

る
べ

き
緑

地
で
あ
り
、
都
市
の
貴
重
な
自
然
環
境
と
し
て
、
計
画
的
に
保
全
活
用
を
図
る
も
の
と
す
る
。

 
 

（
５

）
 市

街
化

調
整

区
域

の
土

地
利

用
の

方
針

 
①

 
優

良
な

農
地

と
の

健
全

な
調

和
に

関
す

る
方

針
 

・
本

区
域

の
う

ち
、

集
団

的
農

用
地

や
国

・
道

営
の

土
地

改
良

事
業

な
ど

各
種

農
業

投
資

が
実

施
さ

れ
て

い
る

区
域

、
実

施
を

予
定

し
て

い
る

区
域

な
ど

に
つ

い
て

は
、

健
全

な
農

業
の

維

持
と

発
展

を
図

る
た

め
に

も
、

今
後

と
も

優
良

な
農

用
地

と
し

て
、

そ
の

保
全

に
努

め
、

特

に
、

農
用

地
利

用
計

画
の

中
で

、
農

振
法

第
８

条
第

２
項

第
１

号
の

規
定

に
基

づ
き

、
農

用

地
区

域
と

し
て

定
め

ら
れ

た
も

の
に

つ
い

て
は

「
農

業
上

の
利

用
を

図
る

べ
き

土
地

」
と

し

て
、
原
則
市
街
化
区
域
の
拡
大
の
対
象
と
は
し
な
い
。
 

・
千

歳
市

の
北

東
部

は
優

良
な

農
業

地
域

と
な

っ
て

お
り

、
都

市
地

域
と

の
整

合
を

図
り

な
が

ら
、

生
産

性
が

高
く

魅
力

あ
る

農
業

経
営

を
め

ざ
す

も
の

と
し

、
農

業
基

盤
の

整
備

や
農

業

と
他

産
業

と
の

結
び

つ
き

を
深

め
る

複
合

的
産

業
化

を
進

め
る

な
ど

、
農

村
環

境
の

一
層

の

整
備
を
図
る
。
 

・
恵

庭
市

に
お

い
て

も
、

農
用

地
は

、
市

民
に

新
鮮

な
農

作
物

を
提

供
す

る
生

産
の

場
で

あ
る

と
同

時
に

そ
の

生
産

の
仕

組
み

を
通

じ
て

ま
ち

全
体

の
土

地
や

、
水

、
緑

の
環

境
を

守
り

、

土
に

親
し

む
機

会
を

提
供

す
る

貴
重

な
都

市
住

民
と

の
交

流
の

場
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の

よ
う

な
重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
農

業
地

域
に

お
い

て
は

、
都

市
地

域
と

の
調

和
や

交

流
に
配
慮
し
な
が
ら
保
全
を
図
る
。
 

 

 

  

③
 居

住
環

境
の

改
善

又
は

維
持

に
関

す
る

方
針

 
・

既
存

の
中

心
商

業
業

務
地

周
辺

に
あ

る
老

朽
高

密
住

宅
地

は
、

商
業

機
能

の
集

積
、

拡
大

に

あ
わ
せ
、
建
替
え
と
高
度
利
用
及
び
不
燃
化
を
促
進
し
、
地
区
環
境
の
改
善
を
図
る
。

 
・

千
歳

市
の

中
心

市
街

地
地

区
及

び
周

辺
の

住
宅

地
に

つ
い

て
は

、
２

世
帯

住
宅

や
中

高
層

の

共
同

住
宅

の
建

設
、

ま
た

中
高

層
部

分
が

住
宅

の
都

市
型

住
宅

や
中

高
層

住
宅

を
主

体
に

低

層
住

宅
、

店
舗

、
事

務
所

等
が

複
合

す
る

住
宅

地
と

し
て

、
老

朽
住

宅
の

建
替

を
促

進
し

、

居
住
環
境
の
改
善
を
図
る
。

 
 ・

老
朽

化
し

た
公

営
住

宅
が

立
地

す
る

千
歳

市
の

新
富

地
区

、
花

園
地

区
、

末
広

地
区

並
び

に

恵
庭

市
の

恵
央

地
区

の
公

営
住

宅
に

つ
い

て
は

、
建

替
事

業
に

よ
り

良
好

な
居

住
環

境
の

形

成
を
図
る

。
 

・
計

画
的

に
開

発
が

進
め

ら
れ

て
い

る
千

歳
市

の
泉

沢
地

区
、

清
流

・
幸

福
地

区
、

北
陽

地
区

､

あ
ず
さ
地
区
及
び

JR
長
都
駅
周

辺
地
区
、
恵
庭
市
の
恵
み
野
地
区
、
黄
金
戸
磯
地
区
、
牧
場

川
沿

地
区

な
ど

の
住

宅
地

は
、

引
き

続
き

良
好

な
居

住
環

境
の

維
持

形
成

に
努

め
る

こ
と

と

す
る
。

 
 ④

 市
街

化
区

域
内

の
緑

地
又

は
都

市
の

風
致

の
維

持
に

関
す

る
方

針
 

・
本

区
域

の
市

街
地

部
で

は
、

千
歳

川
や

漁
川

を
は

じ
め

と
す

る
多

く
の

河
川

が
市

街
化

区
域

内

を
貫

流
し

、
市

街
地

の
縁

辺
部

も
含

め
て

自
然

環
境

が
多

く
残

さ
れ

て
い

る
こ

と
が

特
徴

で
あ

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
市

街
地

整
備

に
当

た
っ

て
も

こ
れ

ら
の

環
境

を
生

か
し

て
い

く
こ

と
を

基
本

に
、

市
街

地
の

水
辺

、
樹

林
、

斜
面

等
の

緑
地

に
つ

い
て

は
、

都
市

と
し

て
守

る
べ

き
緑

地
で
あ
り
、
都
市
の
貴
重
な
自
然
環
境
と
し
て
、
計
画
的
に
保
全
活
用
を
図
る
も
の
と
す
る
。

 
 

（
５

）
 市

街
化

調
整

区
域

の
土

地
利

用
の

方
針

 
①

 
優

良
な

農
地

と
の

健
全

な
調

和
に

関
す

る
方

針
 

・
本

区
域

の
う

ち
、

集
団

的
農

用
地

や
国

・
道

営
の

土
地

改
良

事
業

な
ど

各
種

農
業

投
資

が
実

施
さ

れ
て

い
る

区
域

、
実

施
を

予
定

し
て

い
る

区
域

な
ど

に
つ

い
て

は
、

健
全

な
農

業
の

維

持
と

発
展

を
図

る
た

め
に

も
、

今
後

と
も

優
良

な
農

用
地

と
し

て
、

そ
の

保
全

に
努

め
、

特

に
、

農
用

地
利

用
計

画
の

中
で

、
農

振
法

第
１

０
条

第
３

項
の

規
定

に
基

づ
き

、
農

用
地

区

域
と

し
て

定
め

ら
れ

た
も

の
に

つ
い

て
は

「
農

業
上

の
利

用
を

図
る

べ
き

土
地

」
と

し
て

、

市
街
化
区
域
の
拡
大
の
対
象
と
は
し
な
い
。
 

 ・
千

歳
市

の
北

東
部

は
優

良
な

農
業

地
域

と
な

っ
て

お
り

、
都

市
地

域
と

の
整

合
を

図
り

な
が

ら
、

生
産

性
が

高
く

魅
力

あ
る

農
業

経
営

を
め

ざ
す

も
の

と
し

、
農

業
基

盤
の

整
備

や
農

業

と
他

産
業

と
の

結
び

つ
き

を
深

め
る

複
合

的
産

業
化

を
進

め
る

な
ど

、
農

村
環

境
の

一
層

の

整
備
を
図
る
。
 

・
恵

庭
市

に
お

い
て

も
、

農
用

地
は

、
市

民
に

新
鮮

な
農

作
物

を
提

供
す

る
生

産
の

場
で

あ
る

と
同

時
に

そ
の

生
産

の
仕

組
み

を
通

じ
て

ま
ち

全
体

の
土

地
や

、
水

、
緑

の
環

境
を

守
り

、

土
に

親
し

む
機

会
を

提
供

す
る

貴
重

な
生

涯
学

習
の

場
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
こ

の
よ

う
な

重

要
な

役
割

を
果

た
し

て
い

る
農

業
地

域
に

お
い

て
は

、
都

市
地

域
と

の
調

和
や

交
流

に
配

慮

し
な
が
ら
保
全
を
図
る

。
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②
 

災
害

防
止

の
観

点
か

ら
必

要
な

市
街

化
の

抑
制

に
関

す
る

方
針

 
・

崖
地

や
傾

斜
地

な
ど

の
災

害
の

発
生

の
お

そ
れ

が
あ

る
地

区
に

つ
い

て
は

、
市

街
化

を
抑

制

す
る
と
と
も
に
緑
化
を
促
進
し
、
保
全
に
努

め
災
害
の
防
止
を
図
る
。

 
 

③
 

自
然

環
境

形
成

の
観

点
か

ら
必

要
な

保
全

に
関

す
る

方
針

 
・

市
街

地
の

周
辺

に
あ

る
保

安
林

や
千

歳
市

の
蘭

越
地

区
周

辺
の

樹
林

地
及

び
恵

庭
市

の
西

島

松
地

区
南

側
に

あ
る

環
境

緑
地

保
護

地
区

の
既

存
樹

林
地

等
に

あ
っ

て
は

、
良

好
な

自
然

環

境
は

後
世

に
継

承
す

べ
き

貴
重

な
市

民
の

財
産

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

良
好

な
風

致
景

観

を
維
持
し
、
保
全
を
図
る
。

 
 ④

 
秩

序
あ

る
都

市
的

土
地

利
用

の
実

現
に

関
す

る
方

針
 

・
本

区
域

は
、

人
口

、
産

業
規

模
と

も
に

増
加

傾
向

を
示

し
て

お
り

、
都

市
化

の
熟

度
に

合
わ

せ
、

新
た

な
市

街
地

に
つ

い
て

、
環

境
保

全
上

の
観

点
に

十
分

配
慮

し
、

農
林

業
と

の
十

分

な
調

整
を

図
り

つ
つ

、
市

街
地

整
備

の
見

通
し

が
確

実
に

な
っ

た
段

階
で

市
街

化
区

域
へ

の

編
入
を

予
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
・

千
歳

市
に

お
い

て
は

、
新

千
歳

空
港

周
辺

や
新

た
に

整
備

予
定

の
空

港
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ

周
辺

に
つ

い
て

、
既

存
市

街
地

の
工

業
系

未
利

用
地

の
活

用
を

基
本

と
し

な
が

ら
も

、
交

通

利
便
性
や
産
業
振
興
等
の
観
点
か
ら
都
市
的
土
地
利
用
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

 
  ・
恵

庭
市

に
お

い
て

は
、

西
島

松
地

区
及

び
北

柏
木

・
柏

陽
町

地
区

に
つ

い
て

、
住

居
系

及
び

沿
道

商
業

・
業

務
系

の
計

画
的

な
市

街
地

整
備

の
検

討
を

行
う

と
共

に
、
「

道
と

川
の

駅
」

周

辺
の
整
備
を
進
め
交
流
拠
点
と
し
て
の
強
化
充
実
を
図
る
。

 

 ・
市
街
化
区
域

等
の
都
市
的
土

地
利
用
が
行
わ

れ
て
い
る
区
域

に
囲
ま
れ
た
市

街
化
調
整
区
域

の

う
ち
、
無
秩
序

な
土
地
利
用
や

街
区
の
環
境
が

形
成
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
、

隣
接
す
る
市
街

化
区
域
の
環
境

の
保
全
等
が
必

要
な
区
域
に
つ

い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
農
林

業
と
の
調
整
を

図
っ

た
上

で
地

区
計

画
等

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
、

都
市

的
土

地
利

用
の

整
序

を
図

る
。

ま

た
、
農
業
地
域

等
に
お
け
る
各

活
動
拠
点
で
の

公
共
公
益
施
設

を
中
心
と
し
た

生
活
拠
点
の
充

実
、

国
道

や
道

道
沿

道
で

の
景

観
形

成
の

視
点

や
沿

道
サ

ー
ビ

ス
施

設
な

ど
有

効
利

用
の

観

点
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
を

は
じ
め
と
す
る

都
市
地
域
と
農

村
地
域
の
新
た

な
交
流
の
促
進

な
ど
、
市
街
化

区
域
で
は
達
成

で
き
な
い
特
有

の
開
発
や
土
地

利
用
に
つ
い
て

は
、
必
要
に
応

じ
て
農
林
業
と

調
整
を
図
っ
た

上
で
地
区
計
画

等
を
定
め
る
こ

と
に
よ
り
、
周

辺
環
境
と
調
和

し
た
計
画
的
な
立
地
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

 
・

恵
庭

市
の

市
街

化
調

整
区

域
に

お
け

る
優

良
田

園
住

宅
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

周
辺

の
自

然

環
境

の
保

全
や

農
業

と
都

市
的

土
地

利
用

の
調

和
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
地

区
計

画
を

定

め
、
良
好
な
田
園
環
境
の
形
成
を
目
指
す
。

 
   

 ２
．

都
市

施
設

の
整

備
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 
（
１

）
 交

通
施

設
 

①
 

基
本

方
針

 

  
②

 
災

害
防

止
の

観
点

か
ら

必
要

な
市

街
化

の
抑

制
に

関
す

る
方

針
 

・
崖

地
や

傾
斜

地
な

ど
の

災
害

の
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

地
区

に
つ

い
て

は
、

市
街

化
を

抑
制

す
る
と
と

も
に
緑
化
を
促
進
し
、
保
全
に
努
め
災
害
の
防
止
を
図
る
。

 
 ③

 
自

然
環

境
形

成
の

観
点

か
ら

必
要

な
保

全
に

関
す

る
方

針
 

・
市

街
地

の
周

辺
に

あ
る

保
安

林
や

千
歳

市
の

蘭
越

地
区

周
辺

の
 

樹
林

地
及

び
恵

庭
市

の
西

島
松

地
区

南
側

に
あ

る
環

境
緑

地
保

護
地

区
の

既
存

樹
林

地
等

に
あ

っ
て

は
、

良
好

な
自

然

環
境

は
後

世
に

継
承

す
べ

き
貴

重
な

市
民

の
財

産
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
そ

の
良

好
な

風
致

景

観
を
維
持

し
、
保
全
を
図
る
。

 
 ④

 
秩

序
あ

る
都

市
的

土
地

利
用

の
実

現
に

関
す

る
方

針
 

・
本

区
域

は
、

北
海

道
の

市
部

に
お

い
て

も
有

数
の

人
口

増
加

地
域

で
あ

り
、

都
市

化
の

熟
度

に
合

わ
せ

、
増

加
人

口
の

受
け

皿
地

と
な

る
新

た
な

住
宅

地
に

つ
い

て
、

環
境

保
全

上
の

観

点
に

十
分

配
慮

し
、

農
林

業
と

の
十

分
な

調
整

を
図

り
つ

つ
、

市
街

地
整

備
の

見
通

し
が

確

実
に
な
っ
た
段
階
で
市
街
化
区
域
へ
の
編
入
を
予
定
す
る
こ
と
と
す
る
。

 
・

千
歳

市
に

お
い

て
は

、
Ｊ

Ｒ
長

都
駅

周
辺

で
の

市
街

地
開

発
が

進
め

ら
れ

て
お

り
、

こ
の

地

区
と

接
す

る
北

信
濃

周
辺

地
区

や
、

既
に

周
辺

の
市

街
地

が
成

熟
し

て
い

る
も

の
の

、
市

街

化
調

整
区

域
と

な
っ

て
い

る
北

光
地

区
及

び
桂

木
地

区
に

つ
い

て
、

住
居

系
の

計
画

的
な

市

街
地
整
備
の
検
討
を
行
う
。

 
 ・
恵

庭
市

に
お

い
て

は
、

西
島

松
地

区
及

び
北

柏
木

・
柏

陽
町

地
区

に
つ

い
て

、
住

居
系

の
計

画
的
な
市
街
地
整
備
の
検
討
を
行
う
。

 
  ・

市
街

化
調

整
区

域
内

で
の

都
市

的
土

地
利

用
に

つ
い

て
は

、
農

業
や

林
業

な
ど

の
産

業
振

興

や
過

疎
化

対
策

な
ど

地
域

振
興

の
方

策
と

し
て

検
討

す
る

も
の

で
あ

り
、

市
街

化
区

域
縁

辺

部
に

お
け

る
宅

地
供

給
な

ど
の

都
市

的
開

発
に

つ
い

て
は

、
人

口
推

計
や

産
業

の
見

通
し

に

基
づ

き
、

原
則

と
し

て
市

街
化

区
域

へ
の

編
入

に
よ

り
対

応
す

る
。

ま
た

、
農

業
地

域
等

に

お
け

る
各

活
動

拠
点

で
の

公
共

公
益

施
設

を
中

心
と

し
た

生
活

拠
点

の
充

実
、

国
道

や
道

道

沿
道

で
の

景
観

形
成

の
視

点
や

沿
道

サ
ー

ビ
ス

施
設

な
ど

有
効

利
用

の
観

点
、

グ
リ

ー
ン

ツ

ー
リ

ズ
ム

を
は

じ
め

と
す

る
都

市
地

域
と

農
村

地
域

の
新

た
な

交
流

の
促

進
な

ど
、

市
街

化

区
域

で
は

達
成

で
き

な
い

特
有

の
開

発
や

土
地

利
用

に
つ

い
て

は
、

関
連

法
令

の
規

定
に

基

づ
き
、
地
区
計
画
制
度
や
開
発
許
可
制
度
等
に
よ
る
対
応
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

 
・

千
歳

市
に

お
け

る
既

存
宅

地
制

度
の

廃
止

に
伴

う
対

応
と

し
て

は
、

新
た

な
市

街
地

整
備

を

予
定

せ
ず

、
市

街
化

区
域

と
の

近
接

度
や

都
市

基
盤

整
備

の
状

況
を

客
観

的
に

捉
え

、
そ

の

状
況

の
維

持
が

不
可

欠
か

つ
許

容
さ

れ
る

地
区

に
つ

い
て

、
住

民
等

の
権

利
を

守
る

こ
と

を

目
的

と
し

て
、

法
令

の
規

定
に

基
づ

く
道

条
例

に
よ

る
地

区
指

定
を

検
討

し
、

一
定

の
開

発

行
為
の
許
可
が
可
能
な
体
制
を
整
え
る
。

 
   

２
．

都
市

施
設

の
整

備
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 
（
１

）
 交

通
施

設
 

①
 

基
本

方
針
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ａ
 

交
通

体
系

の
整

備
の

方
針

 
本

区
域

は
､
北

海
道

の
空

の
玄

関
で

あ
る

新
千

歳
空

港
を

擁
し

、
本

道
の

政
治

経
済

及
び

文
化

の
中

心
で

あ
る

札
幌

と
、

開
発

の
進

む
苫

小
牧

東
部

工
業

基
地

の
中

間
に

位
置

し
、

交
通

結
節

点
と

し
て

の
機

能
を

も
ち

、
臨

空
港

型
工

業
都

市
、

観
光

都
市

及
び

道
央

都
市

圏
に

お
け

る
広

域
的
な
都
市
機
能
を
分
担
す
る
都
市
と
し
て
発

展
を
続
け
て
い
る
都
市
計
画
区
域
で
あ
る
。
 

本
区

域
の

交
通

体
系

は
、

北
海

道
縦

貫
自

動
車

道
、

北
海

道
横

断
自

動
車

道
、

3
・

2
・

6
3

号

道
央
新
道
(
道
央
圏
連
絡
道
路
)
、
3
・
2
・
3
号
国
道

3
6
号
（
国
道

3
6
号
）
、
3
・
3
・
1
0
号
駅
大

通
（
国
道

3
3
7
号
）
が
主
要
幹
線
道
路
と
し
て
広
域
交
通
の
骨
格
を
構
成
し
、
さ
ら
に
､
Ｊ
Ｒ
千

歳
線
、
石
勝
線
が
道
内
の
主
要
都
市
へ
連
絡
す

る
な
ど
、
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
。
 

 一
方
、
交
通
の
主
流
で
あ
る
自
動
車
交
通
に

つ
い
て
は
、
本
区
域
を
縦
貫
し
て
い
る

3
・
2
・
3

号
国
道

3
6
号
（
国
道

3
6
号
）
が
、
室
蘭
、
苫

小
牧
方
面
と
札
幌
、
小
樽
方
面
を
結
ぶ
主
要
幹

線
道
路
で
あ
る
。
 

交
通

施
設

の
整

備
は

、
効

率
性

、
快

適
性

の
ほ

か
、

安
全

性
や

環
境

と
の

調
和

を
考

慮
し

、

各
交

通
手

段
が

適
切

に
役

割
分

担
し

た
交

通
体

系
と

な
る

よ
う

総
合

的
、

一
体

的
に

進
め

る
と

と
も

に
、

人
口

減
少

な
ど

の
社

会
情

勢
の

変
化

に
対

応
し

た
、

将
来

の
都

市
像

に
沿

っ
た

交
通

体
系

と
な

っ
て

い
る

か
に

つ
い

て
、

長
期

未
着

手
の

都
市

計
画

道
路

の
見

直
し

を
含

め
た

検
討

を
進

め
る

。
ま

た
、

社
会

情
勢

の
変

化
と

と
も

に
、

都
市

交
通

の
ニ

ー
ズ

が
高

度
化

、
多

様
化

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
交

通
量

に
基

づ
く

施
設

整
備

の
考

え
方

と
、

情
報

技
術

な
ど

を
活

用

し
、

既
存

の
交

通
施

設
を

有
効

利
用

す
る

考
え

方
を

連
動

さ
せ

た
総

合
的

な
視

点
で

、
交

通
施

設
整
備
を
検
討
す
る
。
 

 
こ
れ
ら
の
考
え
を
基
に
、
基
本
方
針
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。
 

 ア
 

広
域

交
通

及
び

域
内

交
通

需
要

に
対

し
て

は
､
人

口
減

少
な

ど
の

社
会

情
勢

の
変

化
や

新
千

歳
空

港
の

機
能

強
化

に
対

応
し

た
、

各
種

交
通

機
関

の
適

切
な

役
割

分
担

と
有

機
的

な
連

携

を
図
り
、
総
合
的
な
交
通
体
系
の
確
立
を
目
指
す
。
 

イ
 

施
設

整
備

に
あ

た
っ

て
は

交
通

需
要

に
応

じ
て

計
画

的
・

段
階

的
整

備
を

行
う

と
と

も

に
、

生
活

様
式

の
多

様
化

へ
の

対
応

、
安

全
性

や
環

境
と

の
調

和
の

向
上

、
高

齢
化

社
会

を

踏
ま

え
た

バ
リ

ア
フ

リ
－

化
の

推
進

な
ど

、
活

力
と

潤
い

の
あ

る
都

市
環

境
の

確
保

に
努

め

る
。

 
ウ

 
駅

周
辺

を
中

核
と

し
た

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
充

実
に

努
め

る
と

と
も

に
、

Ｃ
Ｏ

２

の
削

減
な

ど
、

よ
り

環
境

へ
配

慮
し

な
が

ら
も

利
用

者
や

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
沿

っ
た

適
切

な

交
通
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
。
 

 

 

   ｂ
 

整
備

水
準

の
目

標
 

交
通

体
系

に
つ

い
て

は
、

広
域

的
か

つ
長

期
的

視
点

に
た

っ
て

整
備

を
図

っ
て

い
く

も
の

と

す
る
が
、

道
路
に
つ
い
て
は
､
当
面
次
の
よ
う
な
整
備
水
準
を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。
 

 
 
街

路
網

に
つ

い
て

は
、

広
域

交
通

に
対

応
す

る
骨

格
街

路
網

の
全

線
整

備
を

目
指

す
と

と
も

に
、

都
市

内
の

幹
線

街
路

網
は

各
街

路
機

能
に

応
じ

て
段

階
的

な
整

備
を

進
め

､
将

来
の

幹
線

ａ
 

交
通

体
系

の
整

備
の

方
針

 
本

区
域

は
､
北

海
道

の
空

の
玄

関
で

あ
る

新
千

歳
空

港
を

擁
し

、
本

道
の

政
治

経
済

及
び

文
化

の
中

心
で

あ
る

札
幌

と
、

開
発

の
進

む
苫

小
牧

東
部

工
業

基
地

の
中

間
に

位
置

し
、

交
通

結
節

点
と

し
て

の
機

能
を

も
ち

、
臨

空
港

型
工

業
都

市
、

観
光

都
市

及
び

道
央

都
市

圏
に

お
け

る
広

域
的
な
都
市
機
能
を
分
担
す
る
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け
て
い
る
都
市
計
画
区
域
で
あ
る
。
 

本
区

域
の

交
通

体
系

は
、

北
海

道
縦

貫
自

動
車

道
、

北
海

道
横

断
自

動
車

道
、

3
・

2
・

6
3

号

道
央
新
道
(
道
央
圏
連
絡
道
路
)
、
3
・
2
・
3
号
国
道

3
6
号
（
国
道

3
6
号
）
、
3
・
3
・
1
0
号
駅
大

通
（
国
道

3
3
7
号
）
が
主
要
幹
線
道
路
と
し
て
広
域
交
通
の
骨
格
を
構
成
し
、
さ
ら
に
､
Ｊ
Ｒ
千

歳
線
、
石
勝
線
が
道
内
の
主
要
都
市
へ
連
絡
す
る
な
ど
、
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
。
 

 一
方
、
交
通
の
主
流
で
あ
る
自
動
車
交
通
に
つ
い
て
は
、
本
区
域
を
縦
貫
し
て
い
る

3
・
2
・
3

号
国
道

3
6
号
（
国
道

3
6
号
）
が
、
室
蘭
、
苫
小
牧
方
面
と
札
幌
、
小
樽
方
面
を
結
ぶ
主
要
幹

線
道
路
で
あ
る
。
 

 
 
こ

の
よ

う
な

状
況

を
踏

ま
え

、
本

区
域

の
交

通
体

系
は

、
交

通
環

境
の

改
善

を
図

る
と

と
も

に
､
各

種
交

通
機

関
の

結
節

点
と

し
て

都
市

機
能

の
充

実
を

目
指

し
、

以
下

の
基

本
方

針
を

基

に
総
合
的
な
交
通
施
設
の
整
備
を
進
め
る
。
 

  
 

      

ア
 

今
後

と
も

増
大

す
る

広
域

交
通

及
び

域
内

交
通

需
要

に
対

し
て

は
､
各

種
交

通
機

関
の

適
切

な
機
関
分
担
と
有
機
的
な
連
携
を
図
る
た
め
、
総
合
的
な
交
通
体
系
の
確
立
を
目
指
す
。

 
 イ

 
施

設
整

備
に

あ
た

っ
て

は
交

通
需

要
に

応
じ

て
計

画
的

・
段

階
的

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

生
活

様
式

の
多

様
化

へ
の

対
応

、
安

全
性

や
環

境
と

の
調

和
の

向
上

、
高

齢
化

社
会

を

踏
ま

え
た

バ
リ

ア
フ

リ
－

化
の

推
進

な
ど

、
活

力
と

潤
い

の
あ

る
都

市
環

境
の

確
保

に
努

め

る
。

 
ウ

 
公

共
交

通
に

つ
い

て
は

、
駅

周
辺

に
お

け
る

交
通

結
節

点
の

整
備

充
実

、
ノ

ン
ス

テ
ッ

プ

バ
ス

な
ど

の
低

床
バ

ス
に

よ
る

バ
リ

ア
フ

リ
ー

化
の

推
進

、
さ

ら
に

は
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
バ

ス

の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
交
通
体
系
を
確
立
す
る
。
 

 エ
 

新
千

歳
空

港
の

施
設

整
備

及
び

臨
空

港
型

工
業

地
等

の
開

発
に

伴
う

発
生

集
中

交
通

に
対

処
す

る
た

め
、

各
種

交
通

機
関

の
結

節
点

強
化

を
図

る
な

ど
、

交
通

体
系

の
運

営
管

理
に

も

十
分
配
慮
し
た
効
率
的
な
総
合
交
通
体
系
の
確
立
を
目
指
す
。

 
 

ｂ
 

整
備

水
準

の
目

標
 

 
 
交

通
体

系
に

つ
い

て
は

、
広

域
的

か
つ

長
期

的
視

点
に

た
っ

て
整

備
を

図
っ

て
い

く
も

の
と

す
る
が
、
道
路
に
つ
い
て
は
､
当
面
次
の
よ
う
な
整
備
水
準
を
目
標
と
し
て
整
備
を
進
め
る
。
 

 
 
街

路
網

に
つ

い
て

は
、

広
域

交
通

に
対

応
す

る
骨

格
街

路
網

の
全

線
整

備
を

目
指

す
と

と
も

に
、

都
市

内
の

幹
線

街
路

網
は

各
街

路
機

能
に

応
じ

て
段

階
的

な
整

備
を

進
め

､
将

来
の

幹
線

31



 

街
路
網
密

度
が
お
お
む
ね

3
.
5
1
㎞
/
k
m
2
と
な
る

よ
う
に
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
図
る
。
 

年
 
 
次
 

平
成

1
7
年
 

（
基
準
年
）
 

平
成

3
2
年

 

(
目
標
年
)
 

幹
線
街
路
網
 

3
.
3
5
㎞
/
k
m
2
 

3
.
5
1
㎞
/
k
m
2
 

 ②
 

主
要

な
施

設
の

配
置

の
方

針
 

  
ａ
 

道
 

路
 

・
広

域
的

な
観

点
か

ら
､
迅

速
か

つ
円

滑
な

自
動

車
交

通
を

確
保

す
る

た
め

､
新

た
に

札
幌

・
千

歳
・

帯
広

方
面

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
す

る
北

海
道

横
断

自
動

車
道

、
札

幌
・

石
狩

方
面

と
千

歳
・

新
千
歳
空
港
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る

3
・
2
・
6
3
号
道
央
新
道
（
道
央
圏
連
絡
道
路
・
国
道

3
3
7

号
）
、

北
海

道
縦

貫
自

動
車

道
に

お
け

る
空

港
イ

ン
タ

ー
チ

ェ
ン

ジ
の

整
備

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

北
海

道
横

断
自

動
車

道
へ

の
利

用
拡

大
の

為
、

ス
マ

ー
ト

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ

の
設

置
を

検
討
す
る
。

 
・

空
港

・
産

業
・

流
通

・
観

光
の

連
携

強
化

に
適

切
に

対
応

す
る

た
め

､
3
・

2
・

3
号

国
道

3
6

号

（
国
道

3
6
号
）
、
3
・
4
・
1
8
号
支
笏
湖
通
（
道
道
支
笏
湖
公
園
線
）
､
3
・
2
・
5
4
号
空
港
泉
沢

大
通
（
道
道
泉
沢
新
千
歳
空
港
線
）
､
3
・
2
・
2
6
号
美
々
駒
里
大
通
（
道
道
早
来
千
歳
線
）
等
に

お
い

て
交

通
環

境
の

改
善

や
整

備
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
羊

ヶ
丘

通
延

伸
の

配
置

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

ま
た

、
こ

れ
ら

主
要

幹
線

道
路

を
補

完
す

る
幹

線
道

路
の

3
・

4
・

1
0
7

号
恵

南

柏
木
通
、
3
・
4
・
1
1
1
号
基
線
通
、
3
・
4
・
1
2
3
号
団
地
中
央
通

な
ど
を
配
置
す
る
。
さ
ら
に
、

主
要

幹
線

道
路

等
の

道
路

網
形

成
に

つ
い

て
は

、
こ

れ
ら

に
連

絡
す

る
既

存
の

道
路

の
活

用
を

基
本

と
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

交
通

需
要

や
都

市
交

通
の

ニ
ー

ズ
な

ど
を

勘
案

し
必

要
に

応
じ

て
新
た
な
道
路
整
備
や
改
良
な
ど
の
検
討
を
行
う
。

 
 

・
住

区
レ

ベ
ル

の
道

路
に

つ
い

て
は

､
近

隣
住

区
内

の
幹

線
と

な
る

補
助

幹
線

道
路

や
そ

れ
に

連
絡

す
る
住
区
内
の
主
要
な
区
画
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
。

 
・

鉄
道

の
踏

切
部

で
発

生
す

る
交

通
混

雑
解

消
に

向
け

た
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
土

地
利

用
の

動
向

や
計

画
交

通
量

な
ど

か
ら

都
市

構
造

を
勘

案
し

、
適

切
な

時
期

に
鉄

道
の

高
架

化
の

検
討

を
行
う
。
 

 ・
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

に
つ

い
て

は
広

域
で

の
自

治
体

連
携

等
に

よ
る

サ
イ

ク
ル

ネ
ッ

ト
構

想

が
検
討
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
域
自
転
車
道
の
整
備
促
進
を
図
る
。

 
ｂ
 

駐
車

場
・
駐

輪
場

 
・

駐
車

場
･
駐

輪
場

に
つ

い
て

は
、

駅
周

辺
に

お
け

る
駐

車
場

･
駐

輪
場

需
要

に
対

応
す

る
た

め
効

率
的
な
駐
車
場
･
駐
輪
場
を
配
置
す
る
。

 
   ｃ

 
自

動
車

タ
ー

ミ
ナ

ル
 

・
人

と
地

球
に

や
さ

し
い

交
通

シ
ス

テ
ム

を
目

指
す

た
め

、
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

利
便

性

を
向

上
さ

せ
、

市
民

が
集

い
親

し
ま

れ
る

空
間

と
し

て
、

駅
周

辺
に

お
け

る
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

機
能
の
充
実
を
図
る
。

 
 ｄ

 
空

港
 

・
北

海
道

の
空

の
玄

関
で

あ
る

新
千

歳
空

港
に

つ
い

て
は

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
の

進
展

に
伴

う
人

や

物
の

増
大

に
対

応
す

る
た

め
、

国
際

拠
点

空
港

化
を

推
進

し
、

国
内

、
国

際
航

空
旅

客
及

び
貨

街
路
網
密
度
が
お
お
む
ね

3
.
7
㎞
/
k
m
2
と
な
る
よ
う
に
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
図
る
。
 

年
 
 
次
 

平
成

1
2
年
 

（
基
準
年
）
 

平
成

3
2
年
 

(
基
準
年
の

1
0
年
後
)
 

幹
線
街
路
網

3
.
4
㎞
/
k
m
2
 

3
.
7
㎞
/
k
m
2
 

 

②
 

主
要

な
施

設
の

配
置

の
方

針
 

  
ａ
 

道
 

路
 

・
広

域
的

な
観

点
か

ら
､
迅

速
か

つ
円

滑
な

自
動

車
交

通
を

確
保

す
る

た
め

､
新

た
に

札
幌

・
千

歳
・

帯
広

方
面

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
す

る
北

海
道

横
断

自
動

車
道

、
札

幌
・

石
狩

方
面

と
千

歳
・

新
千
歳
空
港
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
す
る

3
・
2
・
6
3
号
道
央
新
道
（
道
央
圏
連
絡
道
路
・
国
道

3
3
7

号
）

の
整

備
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
北

海
道

縦
貫

自
動

車
道

に
お

け
る

空
港

イ
ン

タ
ー

チ
ェ

ン
ジ
の
設
置
を
検
討
す
る
。
 

 ・
新

た
に

市
街

地
開

発
事

業
な

ど
に

よ
り

発
生

す
る

交
通

需
要

に
適

切
に

対
応

す
る

た
め

､
3
・

2
・

3
号
国
道

3
6
号

（
国
道

3
6
号
）
、
3
・
4
・
1
8
号
支
笏
湖
通
（
道
道
支
笏
湖
公
園
線
）
､
3
・
2
・

5
4

号
空

港
泉

沢
大

通
（

道
道

泉
沢

新
千

歳
空

港
線

）
､
3
・

2
・

2
6

号
美

々
駒

里
大

通
（

道
道

早

来
千
歳
線
）
、
3
・
4
・
1
0
3
号
川
沿
大
通
（
道
道
恵
庭
岳
公
園
線
）
、
3
・
4
・
1
2
3
号
団
地
中
央
通

（
道

道
恵

庭
栗

山
線

）
等

に
お

い
て

交
通

環
境

の
改

善
や

整
備

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

千
歳

バ
イ

パ
ス

、
羊

ヶ
丘

通
延

伸
の

配
置

に
つ

い
て

検
討

を
行

い
、

さ
ら

に
、

こ
れ

ら
主

要
幹

線
道

路
を

補
完

し
､
都

市
の

骨
格

を
形

成
す

る
よ

う
格

子
状

に
、

泉
沢

新
ア

ク
セ

ス
道

路
、

3
・

4
・

2
1

号
9
線
通
､
3
・
4
・
5
0
号

2
8
号
通

、
3
・
5
・
3
3
号
鉄
北
通
、
3
・
4
・
1
0
7
号
恵
南
柏
木
通
、
3
・

4
・

1
1
1

号
基

線
通

、
3
・

4
・

1
2
3

号
団

地
中

央
通

な
ど

の
幹

線
道

路
の

整
備

を
推

進
す

る
。

ま

た
、
広
域
的
な
連
携
を
図
る

3
・
3
・
1
0
6
号
島
松
大
通
の
延
伸
を
計
画
す
る
。

 
・

住
区

レ
ベ

ル
の

道
路

に
つ

い
て

は
､
近

隣
住

区
内

の
幹

線
と

な
る

補
助

幹
線

道
路

や
そ

れ
に

連
絡

す
る
住
区
内
の
主
要
な
区
画
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
。

 
・

千
歳

市
の

市
街

地
の

鉄
道

に
よ

る
著

し
い

交
通

渋
滞

の
解

決
の

た
め

、
Ｊ

Ｒ
長

都
駅

周
辺

地
区

で
の
鉄
道
の
高
架
化
を
検
討
す
る
。

 
・

恵
庭

市
に

お
い

て
も

都
市

形
成

の
成

熟
度

を
ふ

ま
え

て
､
適

切
な

時
期

に
鉄

道
の

高
架

化
の

検
討

を
行
う
。

 
 

 
 

・
サ

イ
ク

リ
ン

グ
ロ

ー
ド

に
つ

い
て

は
広

域
で

の
自

治
体

連
携

等
に

よ
る

サ
イ

ク
ル

ネ
ッ

ト
構

想

が
検
討
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
域
自
転
車
道
の
整
備
促
進
を
図
る
。

 
  

ｂ
 

駐
車

場
・
駐

輪
場

 
・

駐
車

場
･
駐

輪
場

に
つ

い
て

は
、

駅
周

辺
に

お
け

る
駐

車
場

･
駐

輪
場

需
要

に
対

応
す

る
た

め
効

率
的
な
駐
車
場
･
駐
輪
場
整
備
を
検
討
す
る
。

 
 

  
ｃ
 

自
動

車
タ

ー
ミ

ナ
ル

 
・

郊
外

と
都

市
と

を
結

ぶ
バ

ス
輸

送
を

円
滑

に
処

理
す

る
た

め
、

千
歳

駅
周

辺
に

バ
ス

タ
ー

ミ
ナ

ル
機
能
を
設
け
、
交
通
結
節
点
と
し
て
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
。

 
  

 ｄ
 

空
港

 
・

航
空

機
の

大
型

化
、

高
速

化
及

び
年

々
増

大
す

る
航

空
需

要
に

対
応

す
る

と
と

も
に

､
国

内
幹

線

空
港

と
し

て
だ

け
で

は
な

く
､
わ

が
国

の
北

の
国

際
拠

点
空

港
と

し
て

、
今

後
と

も
増

加
の

見
込
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物
の
需
要
に
対
応
で
き
る
整
備
促
進
を
図
る
。
 

   
③

 
主

要
な

施
設

の
整

備
目

標
 

 
  

  
 お

お
む
ね

1
0
年
以
内
に

実
施
を
予
定
す
る
主
要

な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
  

 ａ
 

道
路

 
 
・
 
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
整
備
を
促
進
す
る
。
 

 
・
 
3
・
2
・
6
3
号
道
央
新
道
（
道
央
圏
連
絡
道
路
・
国
道

3
3
7
号
）
の
整
備
を
促
進
す
る
。
 

 
・
 
北
海
道
縦
貫
自
動
車
道
に
お
け
る
空
港
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整
備
を
促
進
す
る
。
 

・
 
3
・
2
・
5
4
号
空
港
泉
沢
大
通
（
道
道
泉
沢
新
千
歳
空
港
線
）
の
整
備
を
促
進
す
る
。
 

 
・
 
3
・
2
・
2
6
号
美
々
駒
里
大
通
（
道
道
早
来
千
歳
線
）
の
拡
幅
整
備
を
促
進
す
る
。
 

 
 
 
 
 
 

     
ｂ
 

空
 

港
 

・
新

千
歳

空
港

の
第

２
旅

客
タ

ー
ミ

ナ
ル

ビ
ル

を
含

め
た

全
体

計
画

の
早

期
完

成
を

図
る

と
と

も

に
、
空
港
周
辺
の
環
境
整
備
を
進
め
る
。
 

 
（
２

）
 

下
水

道
及

び
河

川
 

 
①

 
基

本
方

針
 

 
 

ａ
 

下
水

道
及

び
河

川
の

整
備

の
方

針
 

 近
年

に
お

け
る

都
市

化
の

進
展

は
、

市
街

地
の

保
水

遊
水

機
能

の
低

下
に

よ
る

中
小

河
川

の
氾

濫
、
雨
水
排
水
施
設
の
整
備
の
立
ち
遅
れ
に
よ
る
浸
水
被
害
な
ど
の
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

 
 

こ
の

た
め

､
土

地
利

用
計

画
と

河
川

及
び

下
水

道
の

整
備

計
画

と
の

整
合

を
図

り
､
総

合
的

な

治
水
対
策
を
促
進
す
る

。
 

 
 
ア

 下
水

道
 

 
 

 
・

生
活

環
境

の
改

善
、

公
共

用
水

域
の

水
質

保
全

及
び

浸
水

被
害

の
防

止
を

図
り

、
都

市
の

健
全
な
発
展
と
衛
生
環
境
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
下
水
道
整
備
を
促
進
す
る
。

 
 
 
イ
 
河
川

 
 
 
 

・
河
川

に
つ
い

て
は
、

流
域
の

現
況
や

洪
水

特
性
を
踏

ま
え
、
「
石
狩

川
水
系
千

歳
川
河

川
整

備
計

画
」
に

基
づ

き
積

極
的

に
治

水
施

設
な

ど
の

整
備

を
促

進
す

る
。

ま
た

､
市
街

地
の

開

発
に

あ
っ
て

は
、

流
域

が
本

来
有

し
て

い
る

保
水

、
遊

水
機

能
の

確
保

を
図

り
つ

つ
､
流

域

の
土

地
利

用
計

画
な

ど
を

勘
案

し
、

総
合

的
な

治
水

対
策

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

自
然

環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

 
  
ｂ
 

整
備

水
準

の
目

標
 

 
 

 
ア
 
下
水
道

 
・

本
区

域
に

お
け

る
下

水
道

の
整

備
は

将
来

の
土

地
利

用
計

画
と

整
合

を
図

り
な

が
ら

公
共

下

水
道
に
よ
り
整
備
す
る
。

 
 

ま
れ

る
国

内
、

国
際

航
空

旅
客

及
び

貨
物

の
需

要
に

対
応

で
き

る
新

千
歳

空
港

の
整

備
促

進
を

図
る
。
 

・
空
港
機
能
を
補
完
す
る
た
め
､
新
千
歳
空
港
周
辺
の
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る
。

 
 

③
 

主
要

な
施

設
の

整
備

目
標

 
 

  
  

  
お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
実
施
を
予
定
す
る
主
要
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
  

 ａ
 

道
路

 
 
・
 
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
整
備
を
促
進
す
る
。
 

 
・
 
3
・
2
・
6
3
号
道
央
新
道
（
道
央
圏
連
絡
道
路
・
国
道

3
3
7
号
）
の
整
備
を
促
進
す
る
。
 

  
・
 
3
・
2
・
5
4
号
空
港
泉
沢
大
通
（
道
道
泉
沢
新
千
歳
空
港
線
）
の
整
備
を
促
進
す
る
。
 

 
・
 
3
・
2
・
2
6
号
美
々
駒
里
大
通
（
道
道
早
来
千
歳
線
）
の
拡
幅
整
備
を
促
進
す
る
。
 

 
・
 
3
・
4
・
1
2
3
号
団
地
中
央

通
（
道
道
恵
庭

栗
山
線
）
の
立

体
交
差
化
及
び

路
線
の
整
備
を
促

進
す
る
。

 

 
 
 
 
 
・
 
3
・
4
・
2
1
号

9
線
通
、
3
・
4
・
5
0
号

2
8
号
通
、
3
・
5
・
3
3
号
鉄
北
通
、
3
・
4
・
1
0
7
号
恵

南
柏
木
通
、
3
・
4
・
1
1
1
号
基
線
通
、
3
・
4
・
1
2
3
号
団
地
中
央
通
な
ど
の
整
備
を
図
る
。
 

 

 
 

ｂ
 

空
 

港
 

・
新

千
歳

空
港

の
第

３
期

部
分

の
早

期
完

成
を

図
る

と
と

も
に

、
空

港
周

辺
の

環
境

整
備

を
進

め

る
。
 

 

（
２

）
 

下
水

道
及

び
河

川
 

 
①

 
基

本
方

針
 

 
 

ａ
 

下
水

道
及

び
河

川
の

整
備

の
方

針
 

 近
年

に
お

け
る

都
市

化
の

進
展

は
、

市
街

地
の

保
水

遊
水

機
能

の
低

下
に

よ
る

中
小

河
川

の
氾

濫
、
雨
水
排
水

施
設
の
整
備
の
立
ち
遅
れ
に
よ
る
浸
水
被
害
な
ど
の
問
題
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

 
 

こ
の

た
め

､
土

地
利

用
計

画
と

河
川

及
び

下
水

道
の

整
備

計
画

と
の

整
合

を
も

た
せ

､
総

合
的

な
治
水
対
策
な

ど
に
努
め
る
。

 
 
 
ア

 下
水
道

 
 

 
 

・
生

活
環

境
の

改
善

、
公

共
用

水
域

の
水

質
保

全
及

び
浸

水
被

害
の

防
除

を
図

り
、

都
市

の

健
全
な
発
展
と
衛
生
環
境
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
下
水
道
整
備
を
促
進
す
る
。

 
 
 
イ
 
河
川

 
 

 
 

・
河

川
に

つ
い

て
は

、
流

域
の

現
況

や
洪

水
特

性
を

踏
ま

え
、

積
極

的
に

治
水

施
設

な
ど

の

整
備

を
促

進
す

る
。

ま
た

､
市

街
地

の
開

発
に

あ
っ

て
は

、
流

域
が

本
来

有
し

て
い

る
保

水
、

遊
水
機

能
の

確
保

を
図

り
つ

つ
､
流
域

の
土
地

利
用

計
画

な
ど

を
勘

案
し

、
総

合
的

な

治
水
対
策
に
努
め
る
と
と
も
に
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

 
 

 
  

ｂ
 

整
備

水
準

の
目

標
 

  
 
ア
 
下
水
道

 
・

本
区

域
に

お
け

る
下

水
道

の
整

備
は

将
来

の
土

地
利

用
計

画
と

整
合

を
図

り
な

が
ら

公
共

下

水
道
に
よ
り
整
備
す
る
。
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公

共
下

水
道

の
普

及
率

は
平

成
１

７
年

で
千

歳
市

が
９

７
.７

％
、

恵
庭

市
が

９
６

.８
％

で

あ
り
、
引
き
続
き
市
街
地
の
普
及
を
目
指
し
、
整
備
促
進
を
図
る
。

 
 
 
イ
 
河
川

 
 

 
 

・
河

川
に

つ
い

て
は

、
市

街
地

の
進

展
に

伴
う

土
地

利
用

の
変

化
、

市
街

地
の

拡
大

等
に

よ

る
流

出
量

の
増

大
に

対
す

る
安

全
性

の
確

保
に

十
分

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
市

街
地

の
公

園
緑

地
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

め
て

、
河

川
の

親
水

性
の

向
上

に
努

め
、

周
辺

環
境

に
配

慮
し

た
河
川
整
備
を
促
進
す
る
。

 
  
②

 
主

要
な

施
設

の
配

置
の

方
針

 
 

 
ａ
 

下
水

道
 

・
本

区
域

に
お

け
る

都
市

の
健

全
な

発
展

及
び

公
衆

衛
生

の
向

上
に

寄
与

し
、

あ
わ

せ
て

公
共

用

水
域

の
水
質

の
保

全
に

資
す

る
た

め
､
千
歳

市
を
排

水
区

域
と

す
る

千
歳

公
共

下
水

道
及

び
恵

庭

市
を
排
水
区
域
と
す
る
恵
庭
公
共
下
水
道
の
整
備
を
図
る
。

 
・

千
歳

公
共

下
水

道
に

つ
い

て
は

、
清

流
及

び
美

々
に

処
理

場
を

配
置

し
、

排
水

区
域

内
に

ポ
ン

プ
場
、
幹

線
管
渠
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
適

切
な
改
築
更
新
を
図
る
。

 
・

恵
庭

公
共

下
水

道
に

つ
い

て
は

、
中

島
松

地
区

に
処

理
場

を
配

置
し

幹
線

管
渠

を
適

切
に

確
保

し
、
順
次
処
理
区
域
の
拡
大
を
図
る
。

 

・
雨

水
処

理
つ

い
て

は
河

川
改

修
整

備
の

進
捗

を
踏

ま
え

､
市

街
地

整
備

と
の

整
合

を
図

り
な

が

ら
、
雨
水
貯
留
機
能
を
備
え
た
流
出
抑
制
対
策
を
計
画
す
る
。

 
 

ｂ
 

河
川

 
・

千
歳

川
、

長
都

川
、

漁
川

、
島

松
川

、
柏

木
川

、
ユ

カ
ン

ボ
シ

川
な

ど
の

河
川

は
、

治
水

上
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

に
、

市
街

地
整

備
と

の
整

合
を

図
り

な
が

ら
順

次
整

備
促

進
を

図

る
と

と
も

に
、

河
川

環
境

の
保

全
、

親
水

性
に

配
慮

し
た

潤
い

の
あ

る
河

川
空

間
の

創
出

に

努
め
る
。
美
々
川
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
流

域
の

地
形

特
性

、
土

地
利

用
状

況
、

洪
水

被
害

の
実

態
を

踏
ま

え
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

に

適
合
し

た
流
域
対
策
に
努
め
る
。

 
 

③
 

主
要

な
施

設
の

整
備

目
標

 
 

  
  

 お
お
む
ね
１

０
年
以
内
に
実
施
を
予
定
す
る
主
要
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
  

ａ
 

下
水

道
 

・
千

歳
公

共
下

水
道

で
は

、
千

歳
川

左
岸

地
区

な
ど

の
幹

線
管

渠
の

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

老

朽
化
し
た
下
水
道
施
設
は
長
寿
命
化
を
図
り
な

が
ら
改
築
更
新
を
図
る
。

 
・

恵
庭

公
共

下
水

道
で

は
、

市
街

化
整

備
に

対
応

し
、

管
渠

整
備

を
進

め
る

と
と

も
に

、
処

理
場

の
整

備
を

行
う

。
ま

た
老

朽
化

し
た

下
水

道
施

設
の

長
寿

命
化

を
図

り
な

が
ら

計
画

的
な

改
築

更
新
を
行
い
、
機
能
維
持
を
図
る
。

 

 
  

  
ｂ
 

河
川

 
・

河
川

に
つ

い
て

は
、

千
歳

川
、

長
都

川
、

漁
川

、
島

松
川

、
柏

木
川

、
ユ

カ
ン

ボ
シ

川
な

ど
の

整
備

の
促

進
を

図
る

と
と

も
に

、
内

水
対

策
、

流
域

対
策

に
つ

い
て

、
地

域
で

協
議

を
行

い
必

要
な
対
策
を
す
す
め
て
い
く
。

 
 

 

 
公

共
下

水
道

の
普

及
率

は
平

成
１

２
年

度
末

で
千

歳
市

が
９

７
.４

％
、

恵
庭

市
が

９
５

.
２
％
で
あ
り
、
引
き
続
き
市
街
地
の
普
及
を
目
指
し
、
整
備
促
進
を
図
る
。

 
 
 
イ
 
河
川

 
 

 
 

・
河

川
に

つ
い

て
は

、
市

街
地

の
進

展
に

伴
う

土
地

利
用

の
変

化
、

市
街

地
の

拡
大

等
に

よ

る
流

出
量

の
増

大
に

対
す

る
安

全
性

の
確

保
に

十
分

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
市

街
地

の
公

園
緑

地
と

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

め
て

、
河

川
の

親
水

性
の

向
上

に
努

め
、

河
川

整
備

を
促

進
す
る
。

 
 

 
②

 
主

要
な

施
設

の
配

置
の

方
針

 
 

 
ａ
 

下
水

道
 

・
本

区
域

に
お

け
る

都
市

の
健

全
な

発
展

及
び

公
衆

衛
生

の
向

上
に

寄
与

し
、

あ
わ

せ
て

公
共

用
水

域
の

水
質

の
保

全
に

資
す

る
た

め
､
千

歳
市

を
排

水
区

域
と

す
る

千
歳

公
共

下
水

道
及

び

恵
庭
市
を
排
水
区
域
と
す
る
恵
庭
公
共
下
水
道
の
整
備
を
図
る
。

 
・

千
歳

公
共

下
水

道
に

つ
い

て
は

、
処

理
水

量
の

増
大

に
伴

い
千

歳
市

浄
化

セ
ン

タ
ー

の
整

備

を
進
め
、

未
整
備
地
区
内
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
適
切
な
改
築
更
新
を
図
る
。

 
・

恵
庭

公
共

下
水

道
に

つ
い

て
は

、
処

理
水

量
の

増
大

に
伴

い
処

理
場

の
整

備
を

進
め

る
と

と

も
に
、
合

流
地
域
の
改
善
を
図
る
。

 
・

雨
水

処
理

つ
い

て
は

河
川

改
修

整
備

の
進

捗
を

踏
ま

え
､
市

街
地

整
備

と
の

整
合

を
図

り
な

が

ら
、
雨
水
貯
留
機
能
を
備
え
た
流
出
抑
制
対
策
を
計
画
す
る
。

 
 

ｂ
 

河
川

 
・

千
歳

川
、

長
都

川
、

漁
川

、
島

松
川

、
柏

木
川

、
ユ

カ
ン

ボ
シ

川
な

ど
の

河
川

は
、

治
水

上
の

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

に
、

市
街

地
整

備
と

の
整

合
を

図
り

な
が

ら
順

次
整

備
促

進
を

図

る
と

と
も

に
、

河
川

環
境

の
保

全
、

親
水

性
に

配
慮

し
た

潤
い

の
あ

る
河

川
空

間
の

創
出

に

努
め
る
。
美
々
川
に
つ
い
て
は
、
自
然
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・
流

域
の

地
形

特
性

、
土

地
利

用
状

況
、

洪
水

被
害

の
実

態
を

踏
ま

え
て

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
域

に

適
合
し
た

流
域
対
策
に
努
め
る
。

 
 

③
 

主
要

な
施

設
の

整
備

目
標

 
 

  
  

 お
お
む
ね
１
０
年
以
内
に
実
施
を
予
定
す
る
主
要
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 
  

ａ
 

下
水

道
 

・
千

歳
公

共
下

水
道

で
は

、
千

歳
川

左
岸

地
区

の
各

幹
線

管
渠

及
び

千
歳

市
浄

化
セ

ン
タ

ー
の

整

備
を
行
う
と
と
も
に
、
老
朽
化
し
た
下
水
道
施
設
の
改
築
更
新

を
図
る
。

 
・

恵
庭

公
共

下
水

道
で

は
、

処
理

水
量

の
増

大
に

伴
い

処
理

場
の

整
備

を
行

う
。

雨
水

処
理

に
つ

い
て

､
河

川
改

修
に

よ
り

整
備

さ
れ

た
河

川
と

、
市

街
地

整
備

と
の

整
合

を
図

り
な

が
ら

､
雨

水

貯
留

機
能

を
備
え

た
流
出

抑
制
対

策
を
講

じ
た
整

備
に
つ

い
て
計

画
し
､
幹

線
管
渠

の
整
備

を
図

る
。
ま
た
老
朽
化
し
た
下
水
道
施
設
の
改
築
更
新
を
図
る
。

 
    

ｂ
 

河
川

 
・

河
川

に
つ

い
て

は
、

千
歳

川
、

長
都

川
、

漁
川

、
島

松
川

、
柏

木
川

、
ユ

カ
ン

ボ
シ

川
な

ど
の

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

内
水

対
策

、
流

域
対

策
に

つ
い

て
、

地
域

で
協

議
を

行
い

必
要

な
対

策
を
す
す
め
て
い
く
。
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（
３

）
 

そ
の

他
の

都
市

施
設

 
 ①

 
基

本
方

針
 

 ａ
 

廃
棄

物
処

理
施

設
 

・
一

般
廃

棄
物

処
理

施
設

は
、
「

北
海

道
循

環
型

社
会

推
進

基
本

計
画

」
、
「

北
海

道
廃

棄
物

処
理

計

画
」

を
準

拠
し

、
各

市
に

お
い

て
定

め
る

「
一

般
廃

棄
物

処
理

計
画

」
等

に
基

づ
き

、
計

画
的

な
施

設
の

整
備

及
び

維
持

管
理

を
図

る
。

ま
た

、
民

間
事

業
者

等
に

よ
る

一
般

廃
棄

物
処

理
施

設
は

、
各

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

等
を

踏
ま

え
、

公
益

性
及

び
恒

久
的

性
格

を
有

す
る

も
の

に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

 
・

産
業

廃
棄

物
処

理
施

設
は

、
「

北
海

道
循

環
型

社
会

推
進

基
本

計
画

」
及

び
「

北
海

道
廃

棄
物

処

理
計

画
」

に
基

づ
き

、
適

切
な

立
地

及
び

施
設

整
備

と
な

る
よ

う
誘

導
を

図
る

と
と

も
に

、
各

計
画

に
お

け
る

位
置

付
け

等
を

踏
ま

え
、

公
益

性
及

び
恒

久
的

性
格

を
有

す
る

も
の

に
つ

い
て

は
、
都
市
計
画
決
定
に
向
け
た
検
討
を
行
う
。

 
 

ｂ
 

市
場

 

 
・

千
歳

市
の

公
設

地
方

卸
売

市
場

は
、

消
費

ニ
ー

ズ
の

多
様

化
や

市
場

外
取

引
の

増
大

に
よ

り
、

市
場
の
取
扱
量
が
減
少
し
て
お
り
、
市
場
と
し
て
適
正
な
規
模
を
検
討
す
る
。
 

 
 ②

 
主

要
な

施
設

の
配

置
の

方
針

 
 ａ

 
廃

棄
物

処
理

施
設

 
・

千
歳

市
の

一
般

廃
棄

物
処

理
施

設
は

、
再

資
源

化
施

設
及

び
焼

却
施

設
、

隣
接

し
て

埋
立

処
分

場
を

美
々

地
区

に
設

置
し

て
お

り
、

当
分

の
間

、
こ

の
処

理
体

制
を

維
持

す
る

と
と

も
に

効
率

的
・
効
果
的
な
ご
み
処
理
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
広
域
化
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
う
。

 
・

恵
庭

市
の

一
般

廃
棄

物
処

理
施

設
は

、
中

間
処

理
施

設
と

し
て

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

ー
を

島
松

沢
地

区
に

配
置

し
て

い
る

が
、

ご
み

の
減

量
化

及
び

再
資

源
化

を
図

る
観

点
か

ら
、

生
ご

み
を

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
と

し
て

利
活

用
す

る
生

ご
み

資
源

化
処

理
施

設
、

さ
ら

に
は

紙
資

源
化

処
理

施
設
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
ご
み
焼
却
施
設
を
整
備
す
る
｡
 

 
     ｂ
 

市
場

 

・
千

歳
市

公
設

地
方

卸
売

市
場

は
、

上
長

都
地

区
に

配
置

さ
れ

て
い

る
が

、
市

場
の

取
扱

量
が

減
少

し
て
お
り
、
市
場
と
し
て
の
適
正
な
規
模
を
検
討
す
る
。
 

  ③
 

主
要

な
施

設
の

整
備

目
標

 
ａ
 

廃
棄

物
処

理
施

設
 

・
千

歳
市

の
廃

棄
物

再
資

源
化

施
設

に
つ

い
て

は
、

破
砕

処
理

施
設

の
整

備
を

行
い

、
再

資
源

化
の

機
能
向
上
を
図
る
。

 
・

恵
庭
市
で
は
、
生
ご
み
資
源
化
処
理
施
設
は
平
成

2
4
年
度
、
紙
資
源
化
処
理
施
設
及
び
ご
み
焼
却

施
設
は
平
成

2
7
年
度
の
供
用
開
始
を
目
標
と
し
て
、
計
画
的
な
施
設
整
備
を
進
め
る
。

 
 

（
３

）
 

そ
の

他
の

都
市

施
設

 
 ①

 
基

本
方

針
 

 ａ
 

ご
み

処
理

施
設

 
・

本
区

域
の

ご
み

処
理

に
つ

い
て

は
、

衛
生

的
な

都
市

環
境

の
保

全
を

図
る

た
め

、
清

掃
思

想
の

啓
発

を
通

じ
、

市
民

の
理

解
と

協
力

を
得

な
が

ら
、

ご
み

の
減

量
化

、
再

資
源

化
の

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

計
画

的
な

収
集

処
分

、
リ

サ
イ

ク
ル

体
制

の
確

立
を

図
り

、
収

集
業

務
の

推
進

と
ご

み
の

適
正

処
理

を
推

進
し

、
併

せ
て

長
期

的
視

点
に

立
ち

な
が

ら
廃

棄
物

処
理

施
設

の
整

備
を
図
る
。

 
・

特
に

恵
庭

市
に

お
い

て
は

、
北

海
道

の
ご

み
処

理
広

域
化

計
画

を
踏

ま
え

、
広

域
に

よ
る

ご
み

処
理

体
制

を
道

央
地

域
ご

み
処

理
広

域
化

推
進

協
議

会
に

よ
る

「
ご

み
処

理
広

域
化

施
設

整
備

基
本
方
針
」
を
策
定
す
る
中
で
、
「
ご
み
処
理
広
域
化
施
設
」
の
整
備
を
予
定
す
る
。

 
 

      ②
 

主
要

な
施

設
の

配
置

の
方

針
 

 ａ
 

ご
み

処
理

施
設

 
・

千
歳

市
の

ゴ
ミ

処
理

施
設

は
、

中
間

処
理

施
設

と
し

て
破

砕
処

理
施

設
、

焼
却

処
理

施
設

及
び

リ
サ

イ
ク

ル
セ

ン
タ

－
が

各
１

施
設

、
隣

接
し

て
埋

立
処

分
場

を
そ

れ
ぞ

れ
美

々
地

区
に

設
置

し
て
お
り
、
当
分
の
間
、
こ
の
処
理
体
制
を
維
持
す
る
。

 
・

恵
庭

市
の

ご
み

処
理

施
設

に
つ

い
て

も
、

中
間

処
理

施
設

と
し

て
破

砕
処

理
施

設
及

び
リ

サ
イ

ク
ル

セ
ン

タ
ー

が
各

１
施

設
、

最
終

処
分

施
設

と
し

て
埋

立
処

分
場

が
設

置
さ

れ
て

お
り

、
当

分
の

間
こ

の
処

理
体

制
を

維
持

す
る

。
し

か
し

、
昭

和
５

４
年

５
月

よ
り

稼
動

を
開

始
し

て
い

た
ご

み
焼

却
施

設
が

平
成

９
年

改
正

施
行

の
廃

棄
物

の
処

理
に

関
す

る
法

律
に

規
定

す
る

ダ
イ

オ
キ

シ
ン

類
排

出
基

準
値

及
び

施
設

の
構

造
・

維
持

管
理

基
準

を
満

た
す

こ
と

が
で

き
ず

、
平

成
１

４
年

１
１

月
３

０
日

に
運

転
を

停
止

し
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

可
燃

ご
み

の
処

理
に

つ
い

て
、

道
央

地
域

ご
み

処
理

広
域

化
推

進
協

議
会

（
２

市
４

町
に

よ
る

構
成

）
に

お
い

て
取

り
組

む
こ

と
と

す
る

。
そ

の
た

め
、

当
面

、
可

燃
ご

み
処

理
施

設
が

整
備

さ
れ

る
ま

で
の

間
は

盤
尻

地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
埋
立
処
分
場
に
お
い
て
処
理
す
る
｡
 

       
③

 
主

要
な

施
設

の
整

備
目

標
 

  
 恵

庭
市

で
は

、
ご

み
焼

却
施

設
の

閉
鎖

に
伴

う
「

ご
み

処
理

広
域

化
施

設
」

に
つ

い
て

、
道

央
地

域
ご

み
広

域
化

推
進

協
議

会
（

２
市

４
町

に
よ

る
構

成
）

に
お

け
る

配
置

計
画

に
よ

り
、

平
成

１
７

年
度
か
ら
施
設
整
備
を
計
画
し
、
平
成
２
０
年
度
か
ら
供
用
開
始
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。
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３
．

市
街

地
開

発
事

業
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 
（
１

）
 

主
要

な
市

街
地

開
発

事
業

の
決

定
の

方
針

 
・
中
心
商
業
業
務
地
及
び
恵
庭
市
の

J
R
恵
庭
駅
周
辺

に
つ
い
て
は
、
商
業
業
務
機
能
の
よ
り
一
層
の

集
積

と
拡

大
を

図
る

た
め

、
市

街
地

再
開

発
事

業
な

ど
に

よ
り

、
土

地
利

用
の

高
度

化
を

図
る

と

と
も
に
魅
力
的
で
快
適
な
都
市
空
間
の
確
保
に
努
め
る
。

 
・

既
成

市
街

地
の

住
宅

地
の

う
ち

、
都

市
基

盤
施

設
が

未
整

備
な

地
区

に
つ

い
て

は
、

計
画

的
に

面

的
整
備
を
促
進
し
、
土
地
利
用
の
増
進
と
良
好
な
住
環
境
の
創
出
を
図
る
。

 
         ・

新
市

街
地

に
つ

い
て

は
、

積
極

的
に

土
地

区
画

整
理

事
業

な
ど

に
よ

る
計

画
的

開
発

を
進

め
、

秩

序
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。

 
 

（
２

）
 

市
街

地
整

備
の

目
標

 
千

歳
市

に
お

い
て

は
、

中
心

市
街

地
地

区
に

お
け

る
交

流
拠

点
に

ふ
さ

わ
し

い
、

快
適

な
歩

行

者
空

間
の

確
保

と
景

観
形

成
を

進
め

る
と

と
も

に
、

市
街

地
の

開
発

に
お

い
て

は
、

お
さ

つ
駅

み

ど
り

台
地

区
、

北
陽

高
校

前
地

区
及

び
あ

ず
さ

地
区

の
土

地
区

画
整

理
事

業
の

推
進

に
よ

り
、

低

層
住
宅
を
主
体
と
し
た
良
好
な
住
宅
地
供
給
を
行

う
。

 
 恵

庭
市

に
お

い
て

は
、

地
域

中
心

に
お

け
る

土
地

利
用

の
転

換
や

高
度

利
用

を
促

進
し

、
鉄

道
駅

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
土

地
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

に
あ

っ
た

合
理

的
な

土
地

利
用

と
商

業
・

業
務

機
能

の
集

積
を

図
る

。
恵

庭
駅

周
辺

は
、

土
地

区
画

整
理

事
業

、
市

街
地

再
開

発
事

業
の

推
進

に
よ

り
、

市
の

玄
関

口
に

ふ
さ

わ
し

い
快

適
で

魅
力

あ
る

地
域

商
業

業
務

地
と

し
て

の
再

構
築

を
図

る
。

恵
み

野
駅

西
口

地
区

は
、

土
地

区
画

整
理

事
業

の
推

進
に

よ
り

、
商

業
・

業
務

地
を

中
心

と
す

る
宅

地
の

供
給

を
行

う
。

 

 

４
．

自
然

的
環

境
の

整
備

又
は

保
全

に
関

す
る

主
要

な
都

市
計

画
の

決
定

の
方

針
 

（
１

）
 

基
本

方
針

 
 ①

 
自

然
的

環
境

の
特

徴
と

現
状

、
整

備
又

は
保

全
の

必
要

性
 

 
本

区
域

は
、

石
狩

平
野

の
南

端
に

位
置

し
、

南
西

部
及

び
東

部
を

山
岳

・
丘

陵
地

帯
で

囲
ま

れ
、

区
域

内
に

は
千

歳
川

・
漁

川
を

は
じ

め
と

す
る

水
量

豊
富

な
清

流
が

貫
流

し
、

郊
外

で
は

広

大
に
広
が
る
農
地
が
防
風
林
の
配
置
と
程
よ
く
調
和
し
、
優
れ
た
田
園
景
観
を
有
し
て
い
る
。
 

  
ま

た
、

北
海

道
の

空
の

玄
関

口
で

あ
る

新
千

歳
空

港
を

有
し

、
道

央
ベ

ル
ト

地
帯

の
中

央
に

あ

っ
て

、
道

都
札

幌
市

と
も

主
要

交
通

施
設

で
結

ば
れ

、
人

口
、

産
業

規
模

と
も

に
増

加
傾

向
を

示

し
て

い
る

こ
と

か
ら

も
、

都
市

化
の

進
展

が
予

想
さ

れ
、

つ
い

て
は

、
秩

序
あ

る
都

市
形

成
と

豊

か
な

緑
に

包
ま

れ
た

環
境

の
維

持
形

成
な

ど
に

つ
い

て
積

極
的

な
取

り
組

み
が

一
層

必
要

と
な

っ

て
い
る
。
 

３
．

市
街

地
開

発
事

業
に

関
す

る
主

要
な

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 
（
１

）
 

主
要

な
市

街
地

開
発

事
業

の
決

定
の

方
針

 
本

区
域

の
中

心
商

業
業

務
地

に
つ

い
て

は
、

商
業

業
務

機
能

の
よ

り
一

層
の

集
積

と
拡

大
を

図

る
た

め
、

市
街

地
再

開
発

事
業

な
ど

に
よ

り
、

土
地

利
用

の
高

度
化

を
図

る
と

と
も

に
、

商
店

街

の
近
代
化
を
進
め
、
魅
力
的
で
快
適
な
都
市
空
間
の
確
保
に
努
め
る
。

 
既

成
市

街
地

の
住

宅
地

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
環

境
阻

害
要

因
の

侵
入

を
排

除
す

る
と

と
も

に
、

都
市

基
盤

施
設

及
び

生
活

環
境

施
設

が
未

整
備

な
地

区
に

つ
い

て
は

、
計

画
的

に
面

的
整

備

を
促
進
し
、
土
地
利
用
の
増
進
と
良
好
な
居
住
環
境
の
創
出
を
図
る
。

 
ま

た
、

市
街

地
内

に
残

存
す

る
未

整
備

未
利

用
地

に
つ

い
て

は
、

公
的

な
土

地
利

用
計

画
及

び

都
市

施
設

整
備

計
画

の
具

体
化

に
合

わ
せ

、
民

間
の

活
力

を
計

画
的

に
導

入
す

る
と

と
も

に
、

地

区
計
画
制
度
の
活
用
に
よ
り
土
地
利
用
の
増
進
を
図
る
。

 
市

街
化

進
行

地
域

に
つ

い
て

は
、

土
地

区
画

整
理

事
業

な
ど

に
よ

る
計

画
的

開
発

を
進

め
、

公

共
施

設
の

整
備

及
び

土
地

利
用

の
増

進
を

図
る

も
の

と
し

、
残

存
す

る
未

整
備

未
利

用
地

に
つ

い

て
は

、
周

辺
地

区
と

調
和

の
と

れ
た

計
画

的
開

発
を

誘
導

し
、

地
区

計
画

制
度

の
活

用
な

ど
無

秩

序
な
市
街
化
の
防
止
を
図
る
。

 
新

市
街

地
に

つ
い

て
は

、
積

極
的

に
土

地
区

画
整

理
事

業
な

ど
に

よ
る

計
画

的
開

発
を

進
め

、

秩
序
あ
る
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。

 
 

（
２

）
 

市
街

地
整

備
の

目
標

 
千
歳
市
に
お
い
て
は
、

JR
千
歳
駅
周
辺
で
の
公
共
交
通
機
関
に
よ
る
交
通
結
節
機
能
の
充
実
を

目
的

と
す

る
JR

千
歳

駅
周

辺
整

備
事

業
を

推
進

し
、

中
心

市
街

地
地

区
に

お
け

る
交

流
拠

点
に

ふ
さ

わ
し

い
、

快
適

な
歩

行
者

空
間

の
確

保
と

景
観

形
成

を
進

め
る

と
と

も
に

、
市

街
地

の
開

発

に
お

い
て

は
、

勇
舞

地
区

、
み

ど
り

台
地

区
及

び
勇

舞
第

二
地

区
の

土
地

区
画

整
理

事
業

の
推

進

に
よ
り
、
低
層
住
宅
を
主
体
と
し
た
良
好
な
住
宅
地
供
給
を
行
う
。

 
ま

た
、

恵
庭

駅
周

辺
は

、
土

地
利

用
の

転
換

や
高

度
利

用
を

促
進

し
、

恵
庭

駅
と

の
連

携
を

図

り
な

が
ら

、
土

地
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

に
見

合
っ

た
合

理
的

な
土

地
利

用
と

商
業

・
業

務
機

能
の

集

積
を

図
る

た
め

に
も

、
市

街
地

開
発

事
業

に
よ

る
再

整
備

等
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
市

の

玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
快
適
で
魅
力
あ
る
中
心
商
業
・
業
務
地

と
し
て
の
再
構
築
を
図
る
。

 
 

   ４
．

自
然

的
環

境
の

整
備

又
は

保
全

に
関

す
る

都
市

計
画

の
決

定
の

方
針

 
（
１

）
 

基
本

方
針

 
 ①

 
自

然
的

環
境

の
特

徴
と

現
状

、
整

備
又

は
保

全
の

必
要

性
 

 
本

区
域

は
、

石
狩

平
野

の
南

端
に

位
置

し
、

南
西

部
及

び
東

部
を

山
岳

・
丘

陵
地

帯
で

囲
ま

れ
、

区
域

内
に

は
千

歳
川

・
漁

川
を

は
じ

め
と

す
る

水
量

豊
富

な
清

流
が

貫
流

し
、

郊
外

で
は

広

大
に
広
が
る
農
地
が
防
風
林
の
配
置
と
程
よ
く
調
和
し
、
優
れ
た
田
園
景
観
を
有
し
て
い
る
。
 

 
ま

た
、

北
海

道
の

空
の

玄
関

口
で

あ
る

新
千

歳
空

港
を

有
し

、
道

央
ベ

ル
ト

地
帯

の
中

央
に

あ

っ
て
、
道
都
札

幌
市
と
も
主
要

交
通
施
設
で
結

ば
れ
、
J
R
長
都

駅
周
辺
・
美
々

・
柏
台
地
区
及
び

黄
金

戸
磯

・
牧

場
川

沿
地

区
を

は
じ

め
と

す
る

都
市

化
の

進
展

と
産

業
経

済
活

動
の

増
大

が
予

想

さ
れ

、
つ

い
て

は
、

秩
序

あ
る

都
市

形
成

と
豊

か
な

緑
に

包
ま

れ
た

環
境

の
維

持
形

成
な

ど
に

つ

い
て
積
極
的
な
取
り
組
み
が
一
層
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
 

36



 

 
こ

の
こ

と
か

ら
、

豊
か

な
自

然
資

源
と

共
存

を
図

り
な

が
ら

、
将

来
と

も
自

然
環

境
豊

か
な

街

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
 

 
・
住
区
基
幹
公
園
の
優
先
的
な
整
備
 

 
・
緑
豊
か
な
運
動
公
園
の
設
置
 

 
・
清
流
と
河
畔
林
を
活
か
し
た
緑
の
軸
の
育
成
強
化
 

 
・
市
街
地
縁
辺
の
樹
林
地
の
保
全

 
 
等
の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
｡
 

 こ
れ

ら
の

施
策

を
進

め
る

に
あ

た
っ

て
、

緑
地

形
態

に
つ

い
て

は
、

南
北

に
千

歳
川

、
長

都

川
、

漁
川

、
蘭

越
地

区
周

辺
の

樹
林

地
及

び
防

風
林

、
東

西
に

空
港

周
辺

の
樹

林
地

及
び

防
風

林

を
そ

れ
ぞ

れ
骨

格
と

し
た

格
子

型
を

基
本

と
す

る
。

こ
の

骨
格

的
な

緑
地

を
は

じ
め

自
然

環
境

に

優
れ

た
美

々
公

園
や

郷
土

性
の

高
い

漁
川

河
川

緑
地

の
整

備
保

全
を

図
る

と
と

も
に

、
基

本
的

な

緑
地

の
形

態
に

即
応

し
つ

つ
「

環
境

保
全

」
、
「

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

」
、
「

防
災

」
、
「

景
観

構
成

」

な
ど
の
機
能
が

総
合
的
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
に
、
「

緑
の
基
本
計

画
」
に
基
づ
き

、
公
園
緑
地
な
ど

を
適
正
に
配
置
し
整
備
を
図
る
。

 
  

②
 

緑
地

の
確

保
目

標
水

準
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑
地
の
確
保
目
標
量
 

（
平
成

3
2
年
）

 

将
来

市
街

地
に

対

す
る
割
合
 

都
市

計
画

区
域

に
対

す
る
割
合
 

将
来
市
街
地
内
 
 
約

5
2
2
h
a
 

都
市
計
画
区
域
内

 
約

6
5
3
h
a
 

約
1
0
 
％
 

約
 
1
 
％
 

 
 

 

 
③

 
住

民
一

人
あ

た
り

の
都

市
公

園
等

の
面

積
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 
 
次
 

平
成

1
7
年
（
基

準
年
）
 

平
成

3
2
年
（
目

標
年
）

都
市
計
画
区
域
内
人
口
 

一
人
当
り
の
目
標
水
準
 

 
 
3
3
.
4
㎡
/
人
 

3
9
.
8
㎡
/
人
 

 

（
２

）
 

主
要

な
緑

地
の

配
置

方
針

 
 ①

 
環

境
保

全
系

統
の

配
置

方
針

 

 
 
・
都
市
に
お

け
る
緑
地
の
骨

格
を
形
成
す
る

緑
地
と
し
て
、

千
歳
川
及
び
漁

川
な
ど
の
河
川

緑
地
並

び
に
青
葉
公
園
、
蘭
越
地
区
周
辺
の
樹
林
地
及
び
恵
庭
公
園
等
の
樹
林
地
の
保
全
を
図
る
。
 

 
 
・
自
然
環
境
保
持
の
た
め
泉
沢
地
区
、
豊
栄
神
社
境

内
等
の
樹
林
地
の
保
全
を
図
る
。
 

 
 
 

  ②
 

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

系
統

の
配

置
方

針
 

 
 
・
各
住
区
毎

に
近
隣
公
園
、

街
区
公
園
を
適

正
に
配
置
す
る

と
と
も
に
、
３

～
４
住
区
に
１

箇
所
の

地
区

公
園

を
配

置
し

、
子

供
の

遊
び

場
や

青
壮

年
ま

た
は

老
人

の
身

近
な

運
動

、
休

養
の

場
の

整
備
を
図
る
。
 

 
 
・
住
民
の
休

養
、
休
息
、
運

動
、
教
養
、
自

然
、
文
化
と
の

ふ
れ
あ
い
等
を

通
じ
て
、
住
民

の
健
康

の
維

持
・

増
進

、
文

化
活

動
の

涵
養

等
に

資
す

る
よ

う
に

、
総

合
公

園
、

運
動

公
園

の
整

備
を

 
こ

の
こ

と
か

ら
、

豊
か

な
自

然
資

源
と

共
存

を
図

り
な

が
ら

、
将

来
と

も
自

然
環

境
豊

か
な

街

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、
 

 
・
住
区
基
幹
公
園
の
優
先
的
な
整
備
 

 
・
緑
豊
か
な
運
動
公
園
の
設
置
 

 
・
清
流
と
河
畔
林
を
活
か
し
た
緑
の
軸
の
育
成
強
化
 

 
・
市
街
地
縁
辺
の
樹
林
地
の
保
全

 
 
等
の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
｡
 

 こ
れ

ら
の

施
策

を
進

め
る

に
あ

た
っ

て
、

緑
地

形
態

に
つ

い
て

は
、

南
北

に
千

歳
川

、
長

都

川
、

漁
川

、
蘭

越
地

区
周

辺
の

樹
林

地
及

び
防

風
林

、
東

西
に

空
港

周
辺

の
樹

林
地

及
び

防
風

林

を
そ

れ
ぞ

れ
骨

格
と

し
た

格
子

型
を

基
本

と
す

る
。

こ
の

骨
格

的
な

緑
地

を
は

じ
め

自
然

環
境

に

優
れ

た
美

々
公

園
や

郷
土

性
の

高
い

漁
川

河
川

緑
地

の
整

備
保

全
を

図
る

と
と

も
に

、
基

本
的

な

緑
地

の
形

態
に

即
応

し
つ

つ
「

環
境

保
全

」
、
「

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

」
、
「

防
災

」
、
「

景
観

構
成

」

な
ど
の
機
能
が

総
合
的
に
発
揮

さ
れ
る
よ
う
に
、
「
緑
の
基
本
計

画
」
に
基
づ
き

、
公
園
緑
地
な
ど

を
適
正
に
配
置
し
整
備
を
図
る
。

 
 

  
  

  
  

 ②
 

緑
地

の
確

保
目

標
水

準
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緑
地
の
確
保
目
標
量
 

（
平
成

2
2
年
）

 

将
来

市
街

地
に

対

す
る
割
合
 

都
市

計
画

区
域

に
対

す
る
割
合
 

将
来
市
街
地
 
 
約

4
9
9
h
a
 

都
市
計
画

区
域
 
約

7
5
0
h
a
 

約
9
 
％
 

約
 
2
 
％
 

 
 

 ③
 

住
民

一
人

あ
た

り
の

都
市

公
園

等
の

面
積

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
 
 
次
 

平
成

1
2
年

 
平
成

2
2
年

 

都
市
計
画
区
域
内
人
口

一
人
当
り
の
目
標
水
準

 
 
2
6
.
9
㎡
/
人
 

3
5
.
1
㎡
/
人
 

 

（
２

）
 

主
要

な
緑

地
の

配
置

方
針

 
 ①

 
環

境
保

全
系

統
の

配
置

方
針

 
 
 
・
都
市
に
お

け
る
緑
地
の
骨

格
を
形
成
す
る

緑
地
と
し
て
、

千
歳
川
及
び
漁

川
な
ど
の
河
川

緑
地
並

び
に
青
葉
公

園
、
蘭
越
地
区
周
辺
の
樹
林
地
及
び
恵
庭
公
園
等
の
樹
林
地
の
保
全
を
図
る
。
 

・
自
然
環
境
保

持
の
た
め
泉
沢
地
区
、
豊
栄
神
社
境
内
等
の
樹
林
地
の
保
全
を
図
る
。
 

 
 
・
新
千
歳
空
港
周
辺
の
環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
空
港
周
辺
に
樹
林
地
を
配
置
す
る
。
 

  ②
 

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

系
統

の
配

置
方

針
 

 
 
・
各
住
区
毎

に
近
隣
公
園
、

街
区
公
園
を
適

正
に
配
置
す
る

と
と
も
に
、
３

～
４
住
区
に
１

箇
所
の

地
区

公
園

を
配

置
し

、
子

供
の

遊
び

場
や

青
壮

年
ま

た
は

老
人

の
身

近
な

運
動

、
休

養
の

場
の

整
備
を
図
る
。
 

 
 
・
住
民
の
休

養
、
休
息
、
運

動
、
教
養
、
自

然
、
文
化
と
の

ふ
れ
あ
い
等
を

通
じ
て
、
住
民

の
健
康

の
維

持
・

増
進

、
文

化
活

動
の

涵
養

等
に

資
す

る
よ

う
に

、
総

合
公

園
、

運
動

公
園

の
整

備
を
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図
る
。
 

 
 
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
利
用

効
果
を
高
め
る

と
と
も

に
、
日

常
の
通
勤
買
い

物
等
に
利
用
さ

れ
る
緑

道
の
整
備
を
図
る
。
 

 
 
・
貴
重
な
水

辺
空
間
で
あ
る

千
歳
川
、
漁
川

等
の
河

川
敷
を

多
目
的
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と

し
て
利
用
を
図
る
。
 

  
・
河
川
の
も

つ
優
れ
た
生
態

や
風
致
機
能
の

増
進
を

図
る
、

開
拓
記
念
公
園

及
び
観
光
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
を
配
置
す
る
。

 
 

 ③
 

防
災

系
統

の
配

置
方

針
 

 
 
・
地
震
・
火

災
な
ど
の
災
害

時
の
避
難
地
と

し
て
、

公
園
緑

地
の
整
備
を
図

り
、
千
歳
川
、

漁
川
、

そ
の
他
河
川
緑
地
を
防
災
帯
と
し
て
配
置
す
る
ほ
か
、
緑
道
を
避
難
路
と
し
て
配
置
す
る
。
 

 
 
・
美
々
地
区

、
戸
磯
地
区
な

ど
の
工
業
団
地

周
辺
及

び
工
業

地
と
住
宅
地
が

隣
接
す
る
地
域

に
つ
い

て
は
緩
衝
緑
地
を
配
置
し
、
整
備
を
図
る
。
 

 
 
・
空
港
周
辺
に
防
音
な
ど
に
資
す
る
緩
衝
樹
林
を
配
置
す
る
。
 

・
土
砂
流
出
、

崩
壊
等
に
よ
る

災
害
を
防
止
す

る
た

め
、
桂
木

地
区
、
大
和
地

区
及
び
柏
木
地

区
な

ど
の
急
傾

斜
地
の
斜
面
緑
地
の
保
全
や
整
備
を
図
る
。
 

  ④
 

景
観

構
成

系
統

の
配

置
方

針
 

 
 
・

街
並

み
の

背
景

と
な

る
青

葉
公

園
か

ら
蘭

越
地

区
周

辺
に

い
た

る
樹

林
地

、
恵

庭
公

園
内

の
森

林
、
北
信
濃
地
区
及
び
戸
磯
地
区
の
防
風
林
な

ど
の
保
全
を
図
る
。
 

 
 
・
都
市
景
観

と
し
て
、
サ
ー

モ
ン
パ
ー
ク
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
保
全
・
活

用
と
漁
川
河
川

緑
地
の

整
備
を
図

る
。
 

 
 
・
郷
土
景
観

と
し
て
意
識
の
高
い
、
遺
跡
や
寺
社
と
一
体
的
な
樹
林
地
の
整
備
、
保
全
を
図
る
。
 

 
 
・
市
街
地
内

及
び
空
港
ア
ク

セ
ス
沿
道
に
お

い
て
は
、
街
路

樹
の
植
栽
や
広

幅
員
道
路
の
緑

化
と
あ

わ
せ
、
緑
道
を
配
置
す
る
な
ど
都
市
景
観
の
向

上
に
資
す
る
緑
地
の
整
備
を
図
る
。
 

 

 
（
３

）
 

実
現

の
た

め
の

具
体

の
都

市
計

画
制

度
の

方
針

 
 ①

 
公

園
緑

地
等

の
整

備
目

標
及

び
配

置
方

針
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整
 
備
 
目
 
標
（
㎡

/

人
）
 

公
園
緑
地
等

の
種
別
 

配
 
置
 
方
 
針
 

平
成

1
7
年

平
成

3
2
年

街
区
公
園
 

誘
致
距
離
の
標
準
を

2
5
0

ｍ
と
し
て
配
置
す
る
。

 

3
.2

 

 

3
.5

 

 

近
隣
公
園
 

１
住

区
1

箇
所

を
標

準

と
し
て
配
置
す
る
。

 
2
.6

 
3
.3

 

地
区
公
園
 

３
～

４
住

区
に

1
箇

所

を
標

準
と

し
て

配
置

す

る
。

 

2
.2

 
2
.2

 

図
る
。
 

 
 
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
利
用

効
果
を
高
め
る

と
と
も
に
、
日

常
の
通
勤
買
い

物
等
に
利
用
さ

れ
る
緑

道
の
整
備
を

図
る
。
 

 
 
・
貴
重
な
水

辺
空
間
で
あ
る

千
歳
川
、
漁
川

等
の
河
川
敷
を

多
目
的
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
場
と

し
て
利
用
を

図
る
。
 

  
・
河
川
の
も

つ
優
れ
た
生
態

や
風
致
機
能
の

増
進
を
図
る
、

開
拓
記
念
公
園

及
び
観
光
レ
ク

リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場

と
な
る
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
を
配
置
し
、
整
備
を
図
る
。

 
 

 ③
 

防
災

系
統

の
配

置
方

針
 

 
 
・
地
震
・
火

災
な
ど
の
災
害

時
の
避
難
地
と

し
て
、
公
園
緑

地
の
整
備
を
図

り
、
千
歳
川
、

漁
川
、

そ
の
他
河
川
緑
地
を
防
災
帯
と
し
て
配
置
す
る
ほ
か
、
緑
道
を
避
難
路
と
し
て
配
置
す
る
。
 

 
 
・
美
々
地
区

、
戸
磯
地
区
な

ど
の
工
業
団
地

周
辺
及
び
工
業

地
と
住
宅
地
が

隣
接
す
る
地
域

に
つ
い

て
は
緩
衝
緑
地
を
配
置
し
、
整
備
を
図
る
。
 

 
 
・
空
港
周
辺
に

大
規
模
な

防
音
な
ど
に
資
す
る
緩
衝
樹
林
を
配
置
す
る
。
 

 
 
・
土
砂
流
出

、
崩
壊
等
に
よ

る
災
害
を
防
止

す
る
た
め
、
北

信
濃
地
区
及
び

西
島
松
地
区
の

斜
面
緑

地
の
保
全
を
図
る
。
 

  ④
 

景
観

構
成

系
統

の
配

置
方

針
 

 
 
・

街
並

み
の

背
景

と
な

る
青

葉
公

園
か

ら
蘭

越
地

区
周

辺
に

い
た

る
樹

林
地

、
恵

庭
公

園
内

の
森

林
、
北
信
濃
地
区
及
び
戸
磯
地
区
の
防
風
林
な
ど
の
保
全
を
図
る
。
 

 
 
・
都
市
景
観

と
し
て
、
サ
ー

モ
ン
パ
ー
ク
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の
保
全
・
活

用
と
漁
川
河
川

緑
地
の

整
備
を
図
る
。
 

 
 
・
郷
土
景
観
と
し
て
意
識
の
高
い
、
遺
跡
や
寺
社
と
一
体
的
な
樹
林
地
の
整
備
、
保
全
を
図
る
。
 

 
 
・
市
街
地
内

及
び
空
港
ア
ク

セ
ス
沿
道
に
お

い
て
は
、
街
路

樹
の
植
栽
や
広

幅
員
道
路
の
緑

化
と
あ

わ
せ
、
緑
道
を
配
置
す
る
な
ど
都
市
景
観
の
向
上
に
資
す
る
緑
地
の
整
備
を
図
る
。
 

 

 
（
３

）
 

実
現

の
た

め
の

具
体

の
都

市
計

画
制

度
の

方
針

 
 ①

 
公

園
緑

地
等

の
整

備
目

標
及

び
配

置
方

針
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

整
 
備
 
目
 
標
（
㎡

/

人
）
 

公
園
緑
地
等

の
種
別
 

配
 
置
 
方
 
針
 

平
成

1
2
年

平
成

2
2
 

街
区
公
園
 

誘
致
距
離
の
標
準
を

2
5
0

ｍ
と
し
て
配
置
す
る
。

 

3
.0

 

 

3
.1

 

 
 

近
隣
公
園
 

１
住

区
1

箇
所

を
標

準

と
し
て
配
置
す
る
。

 
2
.5

 
2
.9

 

地
区
公
園
 

３
～

４
住

区
に

1
箇

所

配
置

す
る

も
の

と
し

、

９
箇
所
確
保
を
図
る
。

 

2
.3

 
2
.2
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総
合
公
園
 

千
歳

市
に

青
葉

公
園

、

美
々

公
園

、
恵

庭
市

に

恵
庭

公
園

、
恵

み
野

中

央
公
園
を
配
置
す
る
。

 

9
.7

 
9
.4

 

運
動
公
園
 

千
歳

市
に

青
空

公
園

を

配
置
す
る
。

 
0
.4

 
0
.8

 

特
殊
公
園
 

千
歳

市
に

開
拓

記
念

公

園
、

恵
庭

市
に

柏
木

レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
施

設
、

中
恵

庭
公

園
、

松

鶴
公

園
、

盤
尻

公
園

を

配
置
す
る
。

 

0
.3

 
0
.8

 

そ
の
他
の
公

園
緑
地
等
 

緑
地

と
し

て
ゴ

セ
ン

川

緑
地

、
漁

川
河

川
緑

地
、

柏
木

川
河

川
緑

地

や
緑

道
な

ど
を

配
置

。

恵
庭

市
の

西
島

松
地

区

に
多

目
的

緑
地

を
配

置

し
整

備
を

図
る

。
千

歳

市
に

墓
園

を
配

置
す

る
。

 

1
4
.0

 
2
0
.0

 

  

②
 

特
別

緑
地

保
全

地
区

等
の

指
定

目
標

及
び

指
定

方
針

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
 
定
 
目
 
標
 

地
区
の
種
別

指
 
定
 
方
 
針
 

平
成

1
7
年

平
成

3
2
年

特
別

緑
地

保

全
地

区
 

良
好

な
都

市
環

境
に

資

す
る

樹
林

地
等

の
指

定

を
図
る
。

 

約
 

-
 

h
a

約
 

1
.9

h
a

      

総
合
公

園
 

青
葉

公
園

、
美

々
公

園
、

恵
庭

公
園

及
び

恵

み
野

中
央

公
園

の
4

箇

所
を
配
置
す
る
。

 

1
0
.0

 
8
.4

 

運
動
公
園
 

千
歳

市
に

1
箇

所
（

青

空
公

園
）
、

恵
庭

市
に

1

箇
所
配
置
す
る
。

 

0
.4

 
1
.5

 

そ
の
他
の
公

園
緑
地
等
 

特
殊

公
園

と
し

て
開

拓

記
念

公
園

、
柏

木
レ

ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

施
設

な

ど
6

箇
所

を
配

置
、

緑

地
と

し
て

上
長

都
緑

地
、

漁
川

河
川

緑
地

や

緑
道

な
ど

を
配

置
、

墓

園
に

つ
い

て
は

2
箇

所

を
配

置
し

整
備

を
図

る
。

 

8
.6

 
1
7
.0

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

   ②
 

緑
地

保
全

地
区

等
の

指
定

目
標

及
び

指
定

方
針

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指
 
定
 
目
 
標
 

地
区
の
種
別

指
 
定
 
方
 
針
 

平
成

1
2
年

平
成

3
2
年
 

緑
地

保
全

地

区
 

良
好

な
都

市
環

境
に

資

す
る

樹
林

地
等

の
指

定

を
図
る
。

 

約
 

-
 

h
a

約
 

-
 

h
a 

風
致
地
区
 

都
市

に
お

け
る

良
好

な

風
致

を
維

持
す

る
た

め
、

千
歳

川
周

辺
な

ど

３
箇

所
の

指
定

を
図

る
。

 

約
 

-
 

h
a

約
1
0
5
.5

h
a 
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（
４

）
 

主
要

な
緑

地
の

確
保

目
標

 
 ①

 
お

お
む

ね
１

０
年

以
内

に
整

備
予

定
の

主
要

な
公

園
緑

地
等

 
・

本
区

域
の

お
お

む
ね

１
０

年
以

内
に

整
備

す
べ

き
主

要
な

公
園

緑
地

等
に

つ
い

て
は

、
各

市
に

お
い

て
定

め
る

「
緑

の
基

本
計

画
」

に
よ

る
配

置
計

画
に

基
づ

き
、

公
園

緑
地

等
の

整
備

を
予

定
す
る
。

 
    

 ②
 

お
お

む
ね

１
０

年
以

内
に

指
定

予
定

の
主

要
な

特
別

緑
地

保
全

地
区

等
の

地
域

地
区

 
  

 
 

・
本

区
域

で
の

、
緑

地
保

全
地

区
等

に
つ

い
て

は
、

指
定

目
標

及
び

指
定

方
針

に
従

い
、

計
画

的

に
指
定
に
つ
い
て
検
討
し
、
逐
次
、
都
市
計
画
に
定
め
、
そ
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。
 

（
４

）
 

主
要

な
緑

地
の

確
保

目
標

 
 ①

 
お

お
む

ね
１

０
年

以
内

に
整

備
予

定
の

主
要

な
公

園
等

の
公

共
空

地
 

・
千

歳
市

で
は

、
お

お
む

ね
１

０
年

以
内

に
整

備
す

べ
き

主
要

な
公

園
緑

地
等

に
つ

い
て

は
、

運

動
公
園
と
し
て
青
空
公
園
の
整
備
を
予
定
す
る
。

 
・

恵
庭

市
で

は
､
お

お
む

ね
１

０
年

以
内

に
整

備
す

べ
き

主
要

な
公

園
緑

地
等

に
つ

い
て

は
、
「

恵

庭
市

緑
の

基
本

計
画

」
に

よ
る

配
置

計
画

に
基

づ
き

公
園

等
の

公
共

空
地

の
整

備
を

予
定

す

る
。
 

 
ま
た
、
西
島
松
北
地
区
に
都
市
計
画
墓
園
を
計
画
す
る
。
 

 

 ②
 

お
お

む
ね

１
０

年
以

内
に

指
定

予
定

の
主

要
な

緑
地

保
全

地
区

等
の

地
域

地
区

 
・

本
区

域
で

の
、

緑
地

保
全

地
区

等
に

つ
い

て
は

、
指

定
目

標
及

び
指

定
方

針
に

従
い

、
計

画
的

に
指
定
に
つ
い
て
検
討
し
、
逐
次
、
都
市
計
画
に
定
め
、
そ
の
保
全
を
図
る
も
の
と
す
る
。
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